
別添１ 

 

 

 

厚生労働科学研究費補助金 

 

第 3 次対がん総合戦略研究事業 

 

 

 

 

 

診断用機器及び診断方法の開発に基づいたがん診断能向上に関する研究 

 

平成 22～25 年度 総合研究報告書 

 

 

 

研究代表者 佐竹 光夫 

 

 

 

 

平成２６（２０１４）年 ５月 
 



別添２ 

 

目   次 

 

 

Ｉ． 総合研究報告 

   診断用機器及び診断方法の開発に基づいたがん診断能向上に関する研究 

佐竹 光夫 ----------------------------------------------------------------------------------------   1 

 

 

II． 分担研究報告 

01. 診断用機器および診断方法の開発に基づいたがん診断能向上とがん検診精度向上に関する研究 

佐竹 光夫 ----------------------------------------------------------------------------------------  53 

 

02. 代謝画像によるがん機能診断および高磁場 MRI によるがん診断に関する研究 

    藤井 博史 ----------------------------------------------------------------------------------------  56 

 

03. CT 検診により発見された肺結節の診断基準確立に関する研究 

柿沼 龍太郎 ----------------------------------------------------------------------------------------  72 

 

04. がん検診における各種検査法別によるがん発見能に関する研究 

村松 幸男 ----------------------------------------------------------------------------------------  76 

 

05. 画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳がん、前立腺がんの clinical staging の確立と治療法 

選択・効果判定・予後に関する研究 

 黒木 嘉典 ----------------------------------------------------------------------------------------  78 

 

   06. 病理学的リファレンシャルデータベース構築に関する研究 

     九嶋 亮治 --------------------------------------------------------------------------------------- 80 

 

07. 医用画像データベースの構築と発信に関する研究 

上田 真信 ---------------------------------------------------------------------------------------  81 



 

08. コンピュータ支援診断システムと画像データベース構築に関する研究 

仁木 登 --------------------------------------------------------------------------------------- 83 

 

09. 高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔画像診断を行うための技術開発に関する研究 

佐藤 均 --------------------------------------------------------------------------------------- 94 

 

10. 18F-fluorothymidine (FLT)-PET の臨床的有用性に関する研究 

     寺内 隆司 --------------------------------------------------------------------------------------- 96 

 

11. 新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検診の有用性に関する研究 

     角川 康夫 --------------------------------------------------------------------------------------- 98 

 

12. 呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器病の診断法の開発に関する研究 

     出雲 雄大 ---------------------------------------------------------------------------------------- 101 

 

13. 肺がんに対する画像診断精度向上に関する研究 

     大松 広伸 ---------------------------------------------------------------------------------------- 102 

 

14. 癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新しい分子標的診断法の開発に関する研究 

     小田 竜也 --------------------------------------------------------------------------------------- 104 

15. 膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関する研究 

     町田 幹 --------------------------------------------------------------------------------------- 106 

 

 

   III． 研究成果の刊行に関する一覧表 ------------------------------------------------------------------ 108 

 

 



1 
 

別添３ 
 

厚生労働科学研究費補助金（第 3 次対がん総合戦略研究事業） 
総合研究報告書 

 
診断用機器及び診断方法の開発に基づいたがん診断能向上に関する研究 

 
研究代表者 佐竹 光夫 独立行政法人国立がん研究センター東病院 放射線診断科長 

 
研究要旨 

本研究は、がん死亡数を減少させることを目的に、がん検診精度と効率の

向上を目指すこと、および近年著しい進歩を遂げたコンピュータ技術の医療

分野への導入により、新しい診断機器とこれらを用いた新しいがん診断法の

開発を行うことである。これに加えて病院、施設間の画像情報を含む情報交

換システムの統一と開発を行う。病理画像および臨床画像情報のリファレン

スデータベース化では、より精度が高く、効率の良いがん画像診断を行うこ

とを目指す。 
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A.  研究目的  
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 

160mmの幅を1回転最速0.35秒で撮影でき
るADCTを用いて胸郭や縦隔の可動性のある
解剖学的な構造内にある肺がんや食道がんの
移動解析も評価項目とした新しい診断法の開
発と体積情報を利用してVolume Scan Subtra
ction画像を作成し、ハードニングアーチファ
クトの低減について研究した。また、2つの管
球を用いて高エネルギーと低エネルギーの同
時スキャンにより、時間的・空間的に等価な2
種類の異なる画像データを取得できるDECT
を用いて、頭頸部領域で従来の診断法では診
断が困難であった軟骨浸潤の新しい画像診断
法の開発を行った。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 

核医学検査およびMRI/MRS検査に関して、
がんの特徴的性状を画像化する技術の開発や
実験的検討を中心に実施した。核医学検査に
関しては、腫瘍内低酸素領域やαvβ3インテグ
リン発現等を可視化するための分子プローブ
の開発を目指した。MRI/MRS検査に関しては
、高磁場MRI装置(3.0T人体用と9.4T小動物用)
を用いて、肝臓癌の放射線治療域の明瞭な可
視化や、抗癌剤治療に伴う腫瘍内代謝の変動
の評価法の確立を目指した。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 
肺がんCT検診では、診断困難な肺結節が多

数発見される。それらの肺結節の良性悪性の
鑑別診断の基準や、経過観察する際のガイド
ラインを作成することが目的である。1)新し
く出現した肺結節が肺がんである頻度、2) 初
回では認めず経過中に新しく出現したすりガ
ラス様陰影(GGO: ground-glass opacity)や初
回検診にて5mm未満のGGOから進展した肺腺
がんの検討、3)肺がん発見状況より検診間隔
について検討、4) 充実型結節を10個以上有し
5年以上経過観察して不変である結節を肺内
リンパ節候補と仮定して診断基準（案）を検
討した。5) 肺野限局性すりガラス様陰影を前
向きに経過観察し、変化の有無、変化の起こ
る頻度、変化後切除された症例の病理所見を
検討し、経過観察をするためのガイドライン
作成を目指す。 
 
04)がん検診における各種検査法別によるが

ん発見能に関する研究 
「がん検診における各種検査法によるがん発
見能に関する研究」において平成24年度はが
ん検診の評価指標のひとつである初回検診が
ん発見率をがん確定までの期間との関連につ
いて検討する。また初回検診発見がんに再度
検診発見がんを加えたがん発見率についても
検討する。平成25年度は診断精度の高い機器
を用いたがん検診コホートの7年間に亘る検
診結果から、7年間での検診がん発見率やがん
罹患率やがん死亡率について検討する。 
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 
乳癌の治療において術前化学療法は局所進行
乳癌や炎症性乳癌のみならず、手術可能乳癌
においても推奨され、現在では広く普及して
いる。ところが、術前化学療法不応例も存在
しており、術前化学療法終了時の判定が現状
である。本研究班では術前化学療法不応群と
反応群をMRIデータを解析することで早期に
層別化する方法を検討した。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 

病理スライドグラス上の画像データを高精
度かつ高速にスキャンしデータベース化する
次世代バーチャルスライド装置を開発・応用
し，病理診断の診断能を向上させる． 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 

世界的にみて、インターネット上での医学
の遠隔教育、遠隔診断が進みつつある。 しか
し、その際に必要となる画像データベースの
構築は、殆どなされていない。 わが国におい
ては、消化管がんの画像に関して最も進んで
おり、世界を指導できる質の高い症例と画像
が蓄積されているため、データベース化を推
進する。 一方、女性がんとして注目を浴びて
いる乳腺腫瘍画像データベース、また九州に
多いATLをはじめ、種々の造血器腫瘍や骨髄
転移性腫瘍を含む血液腫瘍画像データベース
を構築する。 一方、患者や家族のQOLの向
上と精神腫瘍学への貢献を目指して、自然の
風景・情景をとり入れた「癒し憩い画像デー
タベース」の充実をはかり公開する。 
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08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 
 我国において肺がん死は大きな社会問題と
なっている。治療成績向上のためには、早期
発見・早期治療が早急に確立されることが求
められる。肺がん死を減少させるために、肺
がんの高度な画像診断・治療支援システムを
開発して実用化する。これは大規模データに
裏付けられた定量的な根拠に基づく肺がんの
高性能診断アルゴリズムや高性能治療前計画
アルゴリズムを確立して新しい診断・治療支
援システムを開発し、臨床展開して実用化を
すること目指すものである。 
 
09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研
究 
遠隔画像診断技術を用いた遠隔画像読影シス
テムは、高いセキュリティで効率の良い適法
な情報管理、運用の仕組みが求められている。
本研究は、医療情報を法律の適用範囲外のデ
ータにする秘密分散技術を遠隔画像読影シス
テムに組み込むことを目的とする。医療情報
を法律の適用範囲外のデータにする秘密分散
技術を遠隔画像読影システムに組み込むこと
は、セキュアなシステムの実用化において重
要な課題である。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 

核酸代謝物質である18F-fluorothymidine (F
LT)は、腫瘍イメージングとして様々な腫瘍
への有用性が報告されているが、いまだ系統
的な研究は少ない。本研究ではFLT-PETの臨
床的有用性を検討する一環として、まず胃癌
の腹膜播種症例に対するFLT-PETの描出能を
前向きに検討する。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 

この研究期間において下部消化管の新しい
モダリティの開発に取り組んできた。おもに
大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグラフ
ィーの研究開発に取り組んだ。研究目的は本
邦の大腸がん受診率の低さである。1次検診受
診率：20数％、2次検診(精密検診)受診率：60
％弱である。受診率が低い理由は大腸内視鏡

検査の負担の大きさや不安・怖いといったネ
ガティブなイメージの先行などが考えられる
。そこで、どのようなモダリティを開発すれ
ば国民の不安を払しょくできるかに着目し研
究に取り組んだ。さまざまな取り組みの中か
ら３つ記載する。 
I. 大腸カプセル内視鏡検査受診者の意識調
査 

大腸カプセル内視鏡で同様のネガティブな
イメージがあるか否かをアンケート調査した
。 
II. 大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグラ
フィーに対する新島村での受診希望調査 

私たちは2011年から2年間がかりで新島村
で大腸がん検診を行った。その後、新島村村
民一斉アンケート調査(有効回答数：1149例)
から大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグ
ラフィーに対する住民の意識を探索した。 
III. 大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグ
ラフィーの大腸側方発育型腫瘍に対する描出
能の検討 

受容性が良好でも検査精度が劣るようでは
検診の現場に導入は難しい。この研究で通常
の内視鏡であっても発見困難とされる大腸側
方発育型腫瘍(laterally spreading tumor: LST)
を、これら新規モダリティで描出できるか否
かを検討することとした。 
 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 

呼気ガス分析を行い、その後気管支鏡や胸
腔鏡などで得られた病理学的結果と比較検討
することにより呼気ガス分析の肺がんにおけ
る診断的有用性の検討ならびに確立をめざす
ことを目的とする。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 
2011年に、米国NLSTによる、肺がんCT検診
の第III相比較試験のpositiveな結果が報告さ
れ、今後CT検診は普及していくものと思われ
るが、一方社会的に放射線被曝に対する関心
の高まりもあるため、画質や診断精度を向上
させることと、被曝量を低減させるという相
反する命題を解決する必要がある。超低線量
下のCT画像を用いた、早期肺がん病変の存在
診断、および、発見された小型結節の時間軸
をふまえた鑑別診断手法、CAD技術等を開発
することを最終的な目的とする。 
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14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
しい分子標的診断法の開発に関する研究 

膵癌等の難治性固形癌において、癌結節は
少数のがん細胞と大部分を占める間質組織に
よって構成される。癌間質の主要構成成分で
ある腫瘍関連線維芽細胞(Cancer Associated Fib
roblast: CAF)は癌細胞とダイナミックにcross tal
kして癌の発生・進展を司る重要な役割を果たして
いる。がん細胞、CAF両者共にその元となる幹細
胞が活動のKeyであり、その癌幹細胞／癌間質幹
細胞を標的とするがん診断法、治療法の開発を
目的にした。 
 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 

膵癌は難治性の癌として知られており、早
期発見することが重要である。しかしながら、
早期も困難であるほか、CTやMRI、超音波検
査などで膵癌が疑われても、膵癌では耐糖能
異常をきたす特殊性があり、高血糖状態の膵
癌患者ではFDG-PETで疑陽性が生じうるので、
FDG-PET検査に至る症例が少ない。そこで、
高血糖状態における膵癌検出能の検討を行っ
た。 
 
B. 研究方法 
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 

ADCTでは臨床上、有効性のある腫瘍の呼
吸性移動の解析可能な最小の被ばく線量を同
定した。また、最大接触面でのMPR画像にお
いて動画を作成し、呼吸性移動による局所浸
潤の視覚的診断を行った。ハードニングアー
チファクトの低減については、金属片を封入
した水ファントムを用いて160mmの範囲をV
olume Scan Subtraction画像を作成した。喉頭
がんおよび下咽頭がんを対象としてDECTで
撮影し、病理診断をreference standardとし、
軟骨浸潤の有無を検討した。 
（倫理面への配慮） 

本研究はヘルシンキ宣言に従い臨床研究を
実施している。患者に対しては説明文書を用
いて十分な説明を行い、患者自身による同意
を本人より文書で取得した。また、患者のプ
ライバシー保護に最大の努力を払っている。 

患者データの利用に関しては直接個人を

識別できる情報を用いず、解析を行う時は患
者の個人情報の保護を遵守した状態で研究
を行っている。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 
 核医学検査については、腫瘍内低酸素領域
やαvβ3インテグリンに親和性を示す化合物を
合成し、PET核種18FやSPECT核種99mTc, 111In
で標識して新規分子プローブを作成した。こ
れらの有用性をin vivoイメージングで検証し
た。MRI/MRS検査については、ラットやマウ
ス等の動物モデルを高磁場MRI装置を使って
撮像および解析し、がん治療の範囲の正確な
可視化や代謝変化を評価する方法について検
討した。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 
1. 1)から4)までの課題に関しては、当センタ
ーの肺結節データベースを使用した。2004年2
月より肺がんCT検診を開始した。検診CT画像
上に認めた肺結節の情報（肺結節の存在する
肺葉、区域、大きさ（最大径、短径）、形状、
胸膜からの距離、新しく出現した肺結節など）
を記録し肺結節データベースを作成した。そ
れぞれの研究テーマ毎にデータベースを検索
し、それぞれの研究対象を抽出した。データ
を整理してから検診IDを匿名化後、統計解析
を実施した。 
2.肺野限局性すりガラス様陰影の研究に関し
ては、8つの多施設共同研究として実施した。
それぞれの施設にて登録された症例のCT画
像上の変化に関する集計表を作成、対象症例
のCT画像を匿名化後、事務局にデータを集め
た。変化が認められ手術された症例は病理標
本を事務局に集めた。CT画像は画像中央診断
委員会、病理標本は病理中央診断委員会にて
中央診断した。 
（倫理面への配慮） 
 個人情報の漏洩がないように留意して実施
した。それぞれの研究テーマのデータを整理
後、受診者IDを匿名化してから解析を実施し
た。 
 
04)がん検診における各種検査法別によるが
ん発見能に関する研究 

2004.2.2から2011.3.31までの期間における4
0歳以上の総合コース初回受診者10659名（男
性：6373名 平均年齢58.8歳、女性：4286名
 平均年齢57.5歳）を対象に、初回がん検診
でのがん発見率と再度がん検診でのがん発見
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率について検討した。また2004,2,2から2005.1.
31までの検診受診者3750名（男性：2053名、
平均年齢：61.3歳、女性：1697名、平均年齢
：57.9歳）を対象とした7年間に亘る検診コホ
ートの結果から、7年間での検診がん発見率、
がん罹患率、初回検診発見がんのがん死亡率、
再度検診発見がんのがん死亡率、他施設発見
がんの死亡率について検討した。 
（倫理面への配慮） 

データの解析に関しては検診受診者の個人
情報を消去して用いる。使用するデータに関
しては国立がん研究センターの倫理審査委員
会の規定に基づいて行われる。X線を用いる
検査のデータ取得に関しては通常のＸ線被曝
内での通常検査を行い、研究のために新たな
被曝を追加しない。 
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 

第一に乳腺領域のMRスペクトロスコピー
 (MRS)の計測条件を最適化するために多施
設でのデーターを解析した。その結果に基づ
き、病理組織学的に乳癌と診断され、手術前
に術前化学療法 (NAC) が施行された症例で、
術前化学療法前と2コース後に適切なDW-MR
IとMRSが施行されたた症例を対象として、治
療前後で腫瘍全体のADCの変化率、Dynamic 
studyでのTime-intensity curve解析、MRSによ
るコリンの変化率をNACのresponder群とnon 
responder群間で比較検討した。次に、新規手
法であるDW-MRIのHisotogram解析ソフトを
作成し、同一症例でMRSでの解析結果と比較
した。 
（倫理面への配慮） 
本研究で用いられる診断機器は薬事承認され
たものである。各種画像データーは日常の診
療行為の範囲内で得られたものを使用し、本
研究のための診療行為外の検査は施行しない
。画像の使用に関しては包括同意を含めた患
者からの同意を文書で得る。また、本研究に
用いられる各種画像データーは個人情報保護
の観点から、提示・読影において患者を特定
できないようにIDや患者名などの個人情報
を消去してこれを用いる。したがって患者が
不利益を被る確率は極めて低い。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 

国立がん研究センター中央病院に保存され
た病理スライドグラスと他院借用標本を次世

代バーチャルスライド装置でデータベース化
する．また，がん対策情報センター病理診断
コンサルテーション推進室に蓄積された標本
のうち教育的症例や稀少がん症例もバーチャ
ルスライド化する．こられの症例の一部を利
用して病理診断トレーニングソフトを開発す
る． 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 

消化管腫瘍、乳腺腫瘍、血液腫瘍の各種が
んの典型例、稀だが重要な例、がんと間違わ
れやすい例などの画像をデータベース化した。
 疾患名、臓器、大きさ、各モダリティー、病
理組織像などにて検索できるデータベースに
するため、バージョンアップを常に行った。 
（倫理面への配慮） 

倫理面として、画像表示については、個人
の同定ができない画像のみを登録し、またID、
撮影年月日などが表示されないように画像処
理を行った。 なお、患者や一般市民から提供
された「癒し憩い画像データベース」登録に
ついては倫理性に合致する内容のみ選択して
登録した。 
 
08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 

本研究は、肺がんの診断・治療を高度に支
援するコンピュータ支援画像診断・治療シス
テムを開発する。この内容は（A）肺がんCT
検診支援システムの実用化、（B）肺がん鑑
別診断支援システムの研究開発、（C）肺が
ん治療前計画支援システムの研究開発である
。このために（１）肺がんの大規模３次元CT
画像データベースの構築、（２）マルチスラ
イスCT画像による肺がんの病態・その経時変
化と診断・治療・病理情報の解析・体系化、
（３）根拠に基づく定量的かつ論理的な肺が
んの高精度コンピュータ支援診断・治療技術
の創出、（４）臨床システムの構築、（５）
臨床評価・Prospective Studを実施する。 
（倫理面への配慮） 
 画像データは、個人情報保護法に関わるた
めに関連医療施設の倫理委員会の承認を得て
行い、共同研究者である医師にお願いしてイ
ンフォームドコンセントを行って頂き、受診
者の同意を得たものを使用し、個人の特定が
可能な情報をすべて削除する匿名化処理を施
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したデータのみを対象とした。この画像デー
タの取り扱いには十分注意を払い、外部ネッ
トワークから完全に遮断した研究室内LAN内
に研究用装置を設置して運用し、研究室外部
への流出を防止する。システム的、運用上の
セキュリティ管理は、秘密保持契約を結んだ
研究者のみにデータベースへのアクセスを限
定して、構築・運用に関する計画、連絡体制
を明確にし、対応手順をマニュアル化して利
用者教育を定期的に実施して緊急時に迅速対
応できる連絡体制を確立している。 
 
09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研
究 

病院間医療連携や地域医療連携などで発生
する膨大な容量の医療情報データをトークン
を用いて匿名化して重要な個人情報のみを保
存する新しい秘密分散法を提案し、本システ
ムの検証を行う。これにより現状システムを
大幅に更新することなく、膨大な医療情報を
扱った高速な読影機能と高度な情報処理能力
を備えた、セキュアな遠隔画像読影システム
の実用化が期待できる。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 
研究方法はA、Bの2つのパートに分かれて

いる。AパートはすでにCTなどの画像検査に
て粗大な胃癌腹膜播種病変が確認されている
症例に対するFLT-PETの胃癌腹膜播種病変の
検出感度を測定する。副次的に胃癌原発巣や
転移巣の検出感度も測定する。Aパートによ
り胃癌腹膜播種病変に対する十分な検出感度
が確認された場合に、Bパートに移行する。B
パートでは審査腹腔鏡または手術所見にて腹
膜転移巣が確認された症例に対するFLT-PET
の胃腹膜転移巣の検出感度を測定する。Aパ
ート同様に副次的にFLT-PETの胃癌原発巣お
よびリンパ節転移巣などの検出感度を測定す
る。 
（倫理面への配慮） 
 本研究に関係するすべての研究者は、ヘ

ルシンキ宣言および厚生労働省の臨床研究に
関する倫理指針に従って本研究を実施する。
本研究で得られた画像データについては、個
人情報保護法に則り、被験者に不利益を与え
ることの無いよう慎重に取り扱うこと、結果

公開の際には特定の個人が特定されないよう
十分な配慮を行うことを遵守する。C 

登録に先立って、担当医は患者本人に施設
の倫理審査委員会で承認が得られた説明文書
を患者本人に渡し、以下の内容を口頭で詳し
く説明する。試験についての説明を行った後
に、患者が試験の内容をよく理解したことを
確認した上で、試験への参加について同意を
とる。 

本研究で得られたPET/CT検査に関するデ
ータは、本研究以外の目的で学会発表等にお
いて二次利用される可能性がある。その際に
は、個人情報保護法に則り、被験者に不利益
を与えることの無いよう慎重に取り扱うこと
、結果公開の際には特定の個人が特定されな
いよう十分な配慮を行うことを遵守する。デ
ータの二次利用については、同意文書内で個
別同意を確認し、同意が得られた症例に限り
行うものとする。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 
I. 対象症例は治験で行われた大腸カプセル
内視鏡を受けた66例である。質問事項は3項目
（①痛み、②恐怖心、③恥ずかしさ）でそれ
ぞれ5段階評価で答えていただき、5点ないし4
点を陽性とした。 
II. 検討対象は新島村村民一斉アンケート調
査で得られた1149例((有効回答数)である。大
腸の新規モダリティである大腸カプセル内視
鏡およびCTコロノグラフィー(CTC)の受容性
を5段階(1:受けてみたい, 2:どちらかという
と受けてみたい, 3:どちらともいえない, 4:
どちらかというと受けたくない, 5:受けたく
ない)で評価してもらった 
III. CTC研究：当院でESDによる治療が必要
な病変を有し、CTCおよび大腸内視鏡検査を
受けた157例を対象とした。大腸カプセル研究
：当院で大腸LSTに対し内視鏡的切除術が施
行された18病変を対象とした。 
（倫理面への配慮） 

(1) 患者の保護 
本試験に関する全ての研究者は、ヘルシン
キ宣言に従って本試験を実施した。 
(2) 患者への説明と同意 
本試験の実施にあたっては倫理的な配慮を
慎重にし、登録前に患者本人から下記の内
容について十分に説明し同意を得る。この
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説明と同意に際しては説明書および同意書
(参考資料)を使用し、患者本人の署名と同
意日を得る。その際、説明した医師の署名
を加える。 
1) 本試験の目的および方法 
2) 本試験は臨床試験であり一般診療との

違いがある 
3) 本試験のデザインおよび根拠 
4) 予期される偶発症、後遺症とその対処

法について 
5) 費用負担と補償；治療にかかる費用は

保険制度でまかなわれ、健康障害が生
じた場合の補償は一般診療での対処に
準じること。 

6) 被験者が試験への参加に同意しない場
合でも、不利益を受けないこと 

7) 被験者が試験への参加に同意した場合
でも、随時これを撤回できること 

8) 被験者のプライバシー保護と人権保護
に関する必要な事項 

9) 質問の自由 
10) 患者の試験参加の利益・不利益 

 (3) 同意の取得 
・本試験への登録に先立ち、本試験への内
容などを説明後、患者が試験の内容をよく
理解したことを確認したうえで、患者本人
が試験への参加に同意した場合、同意書に
患者自身の署名を得ること。 
・同意書(2枚綴り)の原本はカルテ内に保存
するが、コピー1部を患者本人に渡す。デー
タセンターへの送付は不要。 
(4) プライバシーの保護 
・登録は患者イニシャル(姓・名)、生年月
日(西暦)、カルテ番号を用いて行われる。 
・データセンターにおける患者の同定や照
会は、登録時に発行される登録番号、患者
イニシャル、生年月日、カルテ番号を用い
て行われ、患者名など第三者が直接患者を
識別できる情報で参加施設とデータセンタ
ーがやりとりすることはない。 
・患者個人情報(名前、住所、生年月日、電
話番号)は、鍵のかかるキャビネットなどに
より厳重に保管される。 
(5) プロトコールの遵守 
本試験に参加する研究者は、患者の人権と
安全を損なわない限りにおいて、本研究実
施計画書を遵守する。 

(6) 各施設の IRB(Institution Review Board) 

 ・本試験の参加に際しては、本研究実施計
画書および患者への説明文書が各施設の
倫理審査委員会もしくは IRB(機関審査委
員会：Institution Review Board)で承認され
なければならない。 

・試験中に本研究実施計画書および患者へ
の説明文書の改訂(試験に参加する患者の
安全性に関連するプロトコールの変更)が
なされた場合は各施設の倫理審査委員会
もしくは IRB で承認されなければならな
い。 

・IRB 承認が得られた場合、各施設の施設
コーデｲネーターは IRB 承認文書のコピー
を研究事務局へ送付する。 
・研究事務局から各施設の IRB の承認を確
認後、当該施設からの症例登録を受け付
ける。 

 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 
呼気ガス分析装置（BioScout: B&S Analytik, 
Dortmund, Germany）に接続したマウスピー
スを介して自然に呼吸することで得られる呼
気ガス10mlを分析する。 
（倫理面への配慮） 
本研究は、その実施計画書および患者への説

明同意文書が国立がん研究センターの倫理審
査委員会で承認を受けている。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 
当院において、実際にCT検診を企画立案し実
施する。CT検診が開始された1993年当時には
、シングルヘリカルCT、10mm collimation、
実効スライス 
厚13mm程度の、低分解能CTであったが、最
先端の装置を用い、1mmスライス厚の高空間
分解能と、逐次近似再構成法によるノイズ低
減を図り、超低線量 
（1mSv以下）での検診実施を可能とし、昨年
秋より開始した。 
(2)「東京から肺がんをなくす会」は、当初は
胸部X線写真と喀痰細胞診による検診であっ
たが、1993年から低線量CT検診を世界で初め
て導入し、現在ま 
で検診を実施してきた。20年間にわたるCT検
診の結果を集計し、その成績を分析する。 
（倫理面への配慮）すべての検診は、文書に
よるインフォームド・コンセントを取得して
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行っている。 
 
14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
しい分子標的診断法の開発に関する研究 
1. 癌から採取したCAFはすでに不活性であ
り、がん細胞と混合してもcross talkしない。
今回、過去のCAF研究と異なり、活性を保
っていると思われる骨髄由来 及び 脂
肪細胞由来の間葉系幹細胞 (BM-MSC, A
d-MSC)をがん細胞と混合培養し、癌間質
幹細胞として働くかを検証した。 

2. 癌幹細胞の候補マーカーとしてCD44v9陽
性細胞を選択し、膵がん患者におけるCD4
4v9の陽性率が予後と相関するか否かを検
証する。 

（倫理面への配慮） 
動物実験においては、文部科学省研究機関

等における動物実験等の実施に関する基本指
針(文部科学省告示第七十一号)にのっとり、筑
波大学動物実験取扱規程に従い施行した。平
行して行っているヒト患者から採取した腫瘍
組織をマウスに移植するtumorgraftを作製す
る研究、においては、患者個人の同意を得る。
個人情報管理者の元で匿名化を行った。また、
筑波大学倫理審査委員会に申請し承認を得た。 
 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 
日本医科大学健診医療センターにおけるFD

G-PET検査を行った膵癌患者について、２年
間で追跡できた40症例を対照群として膵炎８
例と血糖値とSUVmaxと膵臓癌診断能の関連
を検討した。さらに、血糖値(126mg/dl)で２群
にわけ、高血糖群と正常血糖群における血糖
値や腫瘤径、腫瘤のSUVmaxの比較など、検討
を行った。 
 
C. 研究結果 
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 
 ADCTの腫瘍の呼吸性移動の評価では、最
良の撮影時間の確定ができた。この方法を利
用した診断では従来の診断と比較して、感度
・特異度・正診率とも良好であった。ADCT
はHelical Scan Subtractionでは、消去不能であ
ったハードニングアーチファクトを消去でき
た。DECTを用いた軟骨浸潤の診断では、従

来の診断と比べ、特異度と正診率が有意に高
く、診断医によるばらつきは見られなかった
。また、DECT画像と病理所見はほぼ一致し
た。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 
 核医学検査に関しては、18F標識FPINIや
99mTc標識SD化合物等の低酸素イメージング
プローブや、111In標識DOTA-c(RGDfK)等の
αvβ3インテグリン親和性プローブを開発し、
動物モデルを用いたそれらのin vivoイメージ
ングに成功した。MRI/MRS検査に関しては、
SPIO-MRIによる肝臓癌の放射線治療域の明
瞭な描出やMRSによる5-FU治療に伴う代謝変
化を観察することができた。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 
1. 2004年2月から2010年3月末までの期間に9

754名（男性5781名、女性3973名、年齢40
歳から89歳（平均58.5歳））に対して肺が
んCT検診を実施した。新結節が出現した受
診者は825名（825/9754,8.5%）に1267個の
新結節を認めた。1267結節中1153結節の経
過が把握でき、原発性肺がんは7例（7/115
3, 0.61%）であった。 

2. 肺がんCT検診において経過中に新規に出
現したGGOから進展した肺腺がんが3例、
初回検診にて5mm未満のGGOから進展し
た肺腺がんが2例であった。病理では微少
浸潤性腺がん1例、浸潤性腺がん4例であっ
た。 

3. 非喫煙者では全体の経過観察の期間の平
均値は、非喫煙者は3.4年、喫煙指数600以
上は3.5年で有意差は認めなかった経過中
新規の肺がん例の出現はなかったが、喫煙
指数600以上では、毎年新規の肺がん例の
出現を認めた。 

4. 充実型結節を10個以上有し5年以上経過観
察して不変である結節を持つ受診者は42
名であった。充実型結節は527個(大きさ1.
5〜9mm)発見され370個（70%）が肺内結節
であった。肺内結節で肺静脈と接するもの
が322個（87%）であった。 

5. 症例登録は820例、GGO結節数は1200例で
ある。平成25年度としては、54例の経過観
察CTを画像中央診断委員会にて中央診断
した。また、手術された症例39例の病理標
本を病理中央診断委員会にて中央診断し
た。 

 
04)がん検診における各種検査法別によるが
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ん発見能に関する研究 
一年以内に確定診断された初回総合検診の

がん発見率が5.4%、一年以降に確定診断され
たがん症例数を加算した場合が6.3%、再度検
診結果をさらに加算した場合の検診がん発見
率が8.0%であることを明らかとした。更に、7
年間に亘る検診コホートの結果から検診がん
発見率が9.5%、他施設発見がんを加えて算出
したがん罹患率が11.0%であることを明らか
とした。また、初回検診発見がんのがん死亡
率が3.8%、再度検診発見がんのがん死亡率が1.
7%、他施設発見がんのがん死が23.7%であり、
再度検診はがん死を減らすのに極めて有用な
手段であることを明らかとした。 
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 

術後病理組織学的に判定されたresponder群
とnon responder群間で、従来のADC変化率、
Time-intensity curve解析では有意差を認めな
かったが、MRSでは十分な精度をもって両群
を層別化することができた(p=0.0004)。さらに
DW-MRI解析の新手法であるHistogram解析
の有用性を検討するためにMRSを比較対象
として同様の検討を行った。その結果、両群
間でADCの変化率に有意差は無かったが(p=0.
37)、Histogram解析ではp=0.0002、MRSではp
=0.0008と有意差を認めた。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 
 当院のスライドグラスと他院借用標本を10
万枚以上取り込みデータベース(DB)化した．
 これにより，既往標本や他院標本を参照する
ことが日常的に可能になった。DB化したVS
を一般的なパソコンのViewerで観察すること
を可能にしたので，DB画像を教育研修に用い
ることが可能となった。 
「肺腺癌新分類の病理診断：トレーニングソ
フト」と「胃癌HER2検査：診断トレーニング
ソフト生検編」を開発し，国立がん研究セン
ターがん対策情報センターがん診療画像レフ
ァレンスデータベースのホームページ上での
公開を開始した。また，病理コンサルテーシ
ョンの一部もVSと静止画を用いて公開した. 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 
１．消化管医用画像データベース 

種々の消化管腫瘍の典型例、非典型例、稀

な例、および腫瘍と間違われやすい疾患や
病変を含め、平成22、23、24、25年度の4年
間に74症例、820画像を登録した。これまで
日本語、英語、中国語、韓国語、スペイン
語にて発信した。 その結果、週平均8千件
のアクセス（トップページからのアクセス
数）があった。そのうち約１５％は海外か
らのアクセスであった。最終年度には、我
が国で開発された二重造影法が診断学に果
たした役割を明らかにするために、「二重
造影法の意義」、「画像による形態学」、
「比較診断学」のテーマにて、104画像を登
録した。 

２．乳腺腫瘍画像データベース 
乳腺腫瘍の典型例、非典型例、稀な例、お
よび腫瘍と間違われやすい疾患や病変を含
め、30症例、334画像（MMC－84、US－41、
MRI－67、細胞診－9、病理組織像－133）
を登録し、日本語、英語にて発信した。 こ
れまで110,410人からのアクセスがあった。
なお、この期間中、乳腺腫瘍については新
登録はなかったが、従来の症例の発信は継
続した。 

３．血液腫瘍画像データベース 
血液腫瘍の典型例、非典型例、稀な例、お
よび腫瘍と間違われやすい疾患や病変を含
め、これまで73症例、527画像を登録発信し
た。また２００８年のWHO分類にそって内
容を改めつつ追加更新した。これまで80,02
4人からのアクセスがあった。 

４．癒し憩い画像データベース 
 4年間に静止画81,551、動画2,925を登録し
た。１日に約１万～1.5万件のアクセスがあ
った。 また、パンフレット、CD-ROM、D
VD、画像集、冊子を作成し広報化を進めた。
なお平成２５年度の研究終了後も、NPOと
連携しつつ登録と発信を続けることにした。 

 
08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 
（１）肺がんの大規模３次元CT画像データベ
ースの構築、（２）マルチスライスCT画像に
よる肺がんの病態・その経時変化と診断・治
療・病理情報の解析・体系化、（３）根拠に
基づく定量的かつ論理的な肺がんの高精度コ
ンピュータ支援診断・治療技術の創出、（４
）臨床システムの構築、（５）臨床評価・Pr
ospective Studyを実施した。特にCADeプロト
タイプシステムを完成し、限局性陰影・非
限局性陰影・胸水などの多様な早期肺が
んの検出を可能にした｡低線量CT画像テ
ストデータ80症例に適用した性能検証結
果，限局性陰影に関して検出精度99.3%（
5mm以上の陰影），拾いすぎ個数は１症
例当り5.61個という高い検出能を達成し
た｡ 



 
10 
 

 
09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研
究 

院内PACSにデータ管理システムFORZ（エ
クセルクリエイツ（株）開発）とTV会議機能
を備えた遠隔画像読影システムにViewSend 
RAD（ ViewSend ICT(株)開発提供）からな
る実験シミュレーションモデルを佐藤研究室
に構築した。また実験シミュレーションモデ
ルとSecure Cube / Secret Share（NRIセキュア
テクノロジーズ（株）開発提供）間のデータ
転送速度は２－３MB/ｓを確認した。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 
 平成24年度に前述の研究計画が国立がん研
究センター倫理審査委員会で承認され、まず
Aパートの研究を実施し、平成25年12月18日
に目標の20症例に達した。1症例が不適格症例
で、19例が適格症例であった。不適格症例は
胃癌と考えられていた腫瘍が病理検索の結果
悪性リンパ腫と判明したものである。適格症
例中検査陽性割合：14/19、検査感度点推定値
：74％（80％信頼区間：59-84％）の結果を得
た。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 
I. 結果は痛みがあった：1%、恐怖心があった
：11％、はずかしさがあった：5％、であった。 
II. 大腸カプセル内視鏡を1:受けてみたい,あ
るいは 2:どちらかというと受けてみたいと
回答された方が55％、CTCでは60％であった。 
III. 結果は大腸カプセル内視鏡で78％(14/18),
 CTコロノグラフィーで86％(138/161)であっ
た。 
 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 

本研究は平成24年11月19日に国立がん研究
センター倫理審査委員会の承認を受けたため、
12月より順次研究を開始している。現在国立
がん研究センター中央病院で臨床的に肺がん
が疑われ、気管支鏡検査もしくは胸腔鏡を施
行する症例において症例集積を行った。約50
0例の登録をおこなった。順次解析中である。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 

 (1)2013年９月から2014年３月まで、50被験
者のCT検診を実施し、肺がん2名（IIA期 中
分化腺癌、IB期 高分化腺癌）と、咽頭がん１
名を発見した。 
(2) CT導入前ののべ26,338例中、発見肺癌数
は43例（対10万人比163）、18例（41%）がI
A期までであであったのに対し、CT導入後は
、のべ27,173例中、108 
人（110病変）の肺癌を発見し（対10万人比3
97）、83病変（75%）がIA期までであった。
CT導入前後での５年生存率は、全生存ではそ
れぞれ49%/73%（logrank p=0.0017）であった
。 
 
14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
しい分子標的診断法の開発に関する研究 
1. 臨床膵がんの特徴である “がん細胞胞巣

を線維組織が取り囲む”という組織像の再
現を癌—間質cross talkの再現と定義した。
癌から採取したCAFはこの像を再現出来
なかったが、今回、BM-MSC, Ad-MSCはが
ん細胞と共培養する事によって極めて臨
床癌に類似した組織像を再現した。 

2. ヒト膵癌組織においてCD44等の幹細胞マ
ーカーが高率に発現し、がんの悪性化に関
与していることを明らかにした。 

 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 

SUVglu＝SUVmax×血糖値/100と補正し、危
険率1%未満で膵癌と炎症を診断出来た。また、
SUV値cut off value 3.00で膵癌の診断の正診
率の有意な向上が得られた。高血糖群と正常
血糖群では、SUVmax、SUVglu共に2群に差は
なかった。腫瘍径は、径が大きくなる程SUV
max、SUVgluが増大し、正常血糖群よりも高
血糖群において有意差があった。1年間で検討
出来た27症例のFDG-PETが行われた膵癌患者
のうち、正常血糖群では2/17で、高血糖群で
は3/10で集積が見られなかった。 
 
D. 考察 
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 
低侵襲の内視鏡手術が普及しつつある中で、
胸壁・大動脈・縦隔に対する局所浸潤の診断
は適応の選択に影響し、MDCTを用いた移動
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解析による診断は、今後重要性が増すと予測
される。Volume Scan Subtraction画像より得
られるハードニングアーチファクトの消去に
関する研究は、治療方針の選択に大きく影響
すると考えられる。従来の画像診断では、軟
骨侵潤を過大評価する傾向があり、DECTを
用いた軟骨浸潤の診断能の向上は不必要な喉
頭全摘を回避できる。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 
 核医学検査に関しては、低酸素イメージン
グプローブは従来のニトロイミダゾール系化
合物よりも早期に腫瘍内低酸素領域を描画で
きる可能性が示され、αvβ3インテグリン親和
性プローブは肺および膵占拠性病変の早期の
質的診断が見込まれる。また、MRI/MRS検査
に関しては、SPIO-MRI検査による肝臓癌の治
療精度の向上や、in vivo MRS検査による化
学療法の早期治療効果判定が期待できる結果
と考えられた。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 
新結節の約半数（608/1153, 53%）が非喫煙者
に出現している。今後は、新結節の性状（す
りガラス様陰影か充実型か）や、喫煙歴やが
ん既往例などのリスクに応じた経過観察のガ
イドラインを作成する事が必要と考える。 
一般的にGGOの腫瘍倍加時間は813日と報告
されている。それらの数字と比較して今回検
討した症例の中の腫瘍倍加時間の平均値は35
0日であり、GGOから進展した症例としては
経過が速いと考えられる。 
CT検診の受診者全体の経過観察の期間の平
均値は、非喫煙者は3.4年、喫煙指数600以上
は3.5年で有意差は認めなかった。非喫煙者の
CT検診の間隔は少なくとも3年以上あけても
新規の肺がんの発生はきわめて少ない可能性
が示唆された。 
充実型結節を10個以上持ち5年以上経過観察
して不変、かつ悪性疾患の既往がない受診者
の結節は約9割が肺静脈に接していることか
ら、肺静脈の関与がひとつの診断基準となる
可能性がある。 
CT画像上でのすりガラス様陰影は、内部に血
管や気管支壁の辺縁が認める濃度領域と定義
されているが、実際の診断は読影者の主観的

な判断に左右されることが避けられない。す
りガラス成分や充実成分の測定も、その再現
性に問題があることが少なくない。 
 
04)がん検診における各種検査法別によるが
ん発見能に関する研究 
検診発見がんとその後のがん死亡との関連に
おいて、再度検診発見がんのがん死亡率 1.7
% (2/116)は初回検診発見がんのがん死亡率 
3.7% (9/241)や他院発見がんのがん死亡率 2
3.7% (14/59)よりも明らかに低頻度であり、
がん死を減らすには診断精度の高い機器を用
いた再度検診受診が極めて重要であった。ま
た他施設発見がんの死亡率が高い理由として
初回検診からがん診断に至るまでの間隔が長
かったことや、初回検診でがんの存在を疑う
所見がなかったために、その後に検診を受け
る機会が遅れたためと推察された。以上より
、がん死亡率を減らすには、診断精度の高い
機器を用いた任意型がん検診においても再度
検診の受診率を向上させることが極めて重要
であろう。     
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 
従来の腫瘍全体のADCの変化率を解析する
手法では腫瘍の中の拡散を制限しADCを下
げる成分のみならず拡散をそれほど制限しな
い領域も一緒に解析対象領域となる。一方で
、Time-intensity curve解析では腫瘍のごく一
部のみを解析対象領域としている。したがっ
て、両者では解析対象領域が最適化されてい
ない可能性がある。ところがMRSは腫瘍の増
殖に直接関係するコリン代謝を定量すること
ができる。したがって、いかに適切な解析対
象領域を客観性をもって抽出することが重要
であると推察された。新手法であるHistogram
解析はADCの閾値を設定することで、腫瘍の
細胞成分を抽出し解析対象とすることが可能
となった。つまり、解析対象領域を最適化す
ることで、DW-MRIによるresponder群とnon r
esponder群の層別化が可能となったと推察さ
れる。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 
日常病理診断を前向きにVSで診断するには
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至っていないが，近い将来，ガラスフリーに
よる病理診断時代到来を見据えた土壌ができ
たと考えている．診断トレーニングソフトは
インターネット上で容易にアクセスでき、が
ん病理診断の標準化・均てん化に寄与する研
究であると思われる。コンサルテーション例
の公開はバーチャルスライドにコンサルタン
トの意見を添付したものであり、全国のがん
病理診断能の底上げにつながると考えている
。 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 
「消化管医用画像データベース」について４
年間では、画像検索機能と表示法の充実化を
はかり、疾患分類、部位、腫瘍の肉眼分類、
大きさ、キーワード別とし、データベースの
質が一層の向上を図った。 また、「乳腺腫瘍
画像データベース」と「血液腫瘍画像データ
ベース」の構築とインターネット上への発信
を継続し、日本語、英語にて発信した。 また
、患者やその家族や医療関係者のQOLの向上
と精神腫瘍学への貢献のため「癒し憩い画像
データベース」として、過去4年間に静止画8
1,551枚、動画2,925本を登録し公開した。 そ
の結果、構築を開始してからの総計は、静止
画206,949枚、動画7,932本となり、種々の検索
機能をとり入れた。現在、アクセス数は１日
に、約1万～1.5万件に及んでいる。 
 
08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 
 国内・国外の研究開発状況として、肺がん
CT検診支援システムは厚生労働省の薬事承
認を得たものはない。米国では企業がFDAの
承認を得ているが、これらの検出性能は検出
能80%程度、拾いすぎ個数症例当たり6～8個
と低性能である。肺がんの病態の多様性より
大規模画像評価ではさらに検出性能が低下す
ることは必至であり、臨床現場では普及して
いない。肺がん鑑別診断支援システムや肺が
ん治療前計画支援システムに関しては薬事承
認やFDA承認を得たシステムはなく、臨床現
場から開発が強く望まれている。本研究の意
義は非常に大きいと考える。 
 
09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研

究 
病院間医療連携、地域医療連携で発生する膨
大な容量の医療情報データで重要な個人情報
をトークンに置き換えて匿名化し、重要な個
人情報は新しい秘密分散法を使って保存する
システムを提案し、本システムを検証した。
この結果から膨大な医療情報をトークンと秘
密分散技術を使って高いセキュリティを保ち
ながら、高速読影機能＆情報処理能力を備え
たセキュアな遠隔画像読影システムの実用化
が期待できる。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 
CTなどの画像検査で確認された粗大な胃癌
腹膜播種病変に対するFLT-PETの検出感度は
74％（80％信頼区間：59-84％）となり、検査
感度の80％信頼区間の下限が30％を下回らな
いというAパートの目標を達成したので、今
後Bパートに移行する予定である。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 
研究IおよびIIの結果から、大腸カプセル内視
鏡の受容性は十分にあると考えられた。研究I
IIからその精度も十分高いことが証明できた
。2次検診(精密検診)でどうしても大腸内視鏡
検査を受けたくないような症例については代
替検査として大腸カプセル内視鏡を推奨する
ことは可能と言えるであろう。この大腸カプ
セルにより本邦の1次検診および2次検診(精
密検診)の受診率向上に寄与できると考える。 
 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 
呼気ガス分析では被検者者普通に呼吸をする
だけで呼気中の揮発性物質が得られており、
非侵襲的検査である。現在解析中でるため解
析結果後になるが、当院での多数の呼吸器病
患者の臨床情報との解析を行うことで、呼気
ガス分析は呼吸器病における新たな診断法に
なりうると考えられる。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 
大松広伸 
 
14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
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しい分子標的診断法の開発に関する研究 
マウスへの移植がんモデルで、臨床癌に類似
した線維組織の増生像を人工的に再現出来た
事は世界で初めてに近い画期的な成果と言え
る。この事は、BM-MSC, Ad-MSCという癌細
胞とクロストークする能力を保った“癌間質
の幹細胞候補”を手に入れた事を強く示唆す
る。 
CD44v9等の膵癌幹細胞マーカーを標的とす
る新しい分子標的診断法に繋がる可能性が示
唆できた。 
 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 
SUVmaxの血糖値による補正により、膵癌と
膵炎の鑑別能が上昇することが分かり、高血
糖患者での膵癌の発見率の向上に貢献すると
考えられた。腫瘍径の検討では、サイズが大
きい時は高血糖患者の法がSUVmaxが増大し
、診断能には問題ないと考えられる一方で、
腫瘍径が小さい時には診断困難になると考え
られた。さらに、血糖値にかかわらず、FDG
の取り込みのない膵癌も存在しており、症例
数が少ないので解析困難であるが、血糖の影
響よりも組織学的影響が大きいと考えられた
。 
 
Ｅ．結論 
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 
本研究で行ったCT診断法は、内視鏡補助下手
術などの新しい治療法の適応選択に応用可能
で、臨床的応用範囲は広い。ADCTを用いた
ハードニングアーチファクトの低減は、歯牙
の治療による下顎骨の領域では特に有用性が
高く、Volume Scan Subtraction画像では骨髄
浸潤の診断能はMRIと同等であり、今後頭蓋
底領域においても有用な画像提供が可能にな
ると考えられる。DECTの軟骨浸潤は臨床的
に評価されつつあり、軟骨浸潤診断の中心的
役割を担うと期待されている。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 
 核医学検査およびMRI/MRS検査を活用し
て、がんの特徴的性状の画像化に関する実験
的検討を行った。具体的には、腫瘍内低酸素

領域の局在やαvβ3インテグリンの発現を可
視化する分子プローブの開発や、肝臓癌の放
射線治療域を明瞭に可視化する技術および抗
癌剤治療に伴う腫瘍内代謝の変動を評価する
方法に関して期待できる成果を得た。臨床応
用が有望な成果については、早期の臨床試験
の開始を目指す予定である。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 

2011年2月24日時点にて当センターにおけ
る肺がんCT検診の経過中に出現した新結節
の内99.2%(1144/1153)はfalse positiveであっ
た。 
新規に出現したGGOが進展した肺腺がん症
例は約2年で微少浸潤が形成されていた。新規
出現のGGOが進展して行く場合でも切除の
時期としては2年目が目安になるかもしれな
い。 
肺がんCT検診の検診間隔は、喫煙者は原則と
して年1回、非喫煙者は最短でも3年に1回が概
ね妥当と考えられた。 
1cm未満の充実型肺結節で肺静脈と接する結
節は肺内リンパ節の可能性が示唆され、肺静
脈の関与が診断基準のひとつになると考えら
れた。 
肺野限局性すりガラス様陰影を前向きに経過
観察した症例の経過表の集計が進行中である
。肺野限局性すりガラス様陰影をより定量的
に解析できるソフトウェアの解析が望まれる
。 
 
04)がん検診における各種検査法別によるが
ん発見能に関する研究 
診断精度の高い機器を用いた7年間に亘るが
ん検診コホートの結果、検診がん発見率は9.
5%であり、がん罹患率は11.0%であった。検
診発見がんの死亡率は再度検診群が最も低く
1.7%で、初回検診群の3.7%や他院発見がん群
の23.7%よりも明らかに低値であり、検診発
見がんの死亡率低下には診断精度の高い機器
を用いた初回検診のみならず再度検診は極め
て重要であると結論された。 
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 

乳癌の術前化学療法の早期効果判定では従
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来よりFDG-PETの有用性が報告されてきた。
今回の研究ではより安価で検査を実施しやす
いMRIを用いた早期効果判定の可能性が示さ
れた。特に拡散強調画像を用いたHistogram解
析は日常臨床で広く普及している撮像データ
ーを利用することが可能であり、多くの施設
で臨床応用をしやすい方法である。今後はHi
stogram解析時の閾値の最適化や解析ソフト
の改良とともに臨床家との共同研究によるev
idenceの確認が必要と思われる。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 

次世代バーチャルスライド装置を用いた病
理スライドグラスのデータベース化は日常病
理診断業務に有用である，バーチャルスライ
ド化された病理画像やそれを用いた診断トレ
ーニングソフトのインターネット上の公開は
一般病理医の診断の向上と均てん化に貢献で
きる． 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 

4年間で「消化管医用画像データベース」と
して73症例、820画像を追加発信した。 また
「乳腺腫瘍画像データベース」は30症例、33
4画像、「血液腫瘍画像データベース」は73
症例、527画像も発信を継続した。 その結果
、医療関係者特に医学生や研修医への教育用
、医師の生涯教育用、医療関係者以外への啓
蒙用などに活用できる体制を整えた。  
一方、患者や家族のQOLの改善を目指して、
「癒し憩い画像データベース」を構築し、静
止画81,551画像、動画2,925本をインターネッ
ト上で発信した。 パンフレットやCD-ROM
、DVDなどを作成し“がんと心”などの市民公
開講座、テレビ番組等で紹介された。 
 
08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 

本研究は、肺がんの診断・治療を高度に支
援するコンピュータ支援画像診断・治療シス
テムを開発する。この内容は（A）肺がんCT
検診支援システムの実用化、（B）肺がん鑑
別診断支援システムの研究開発、（C）肺が
ん治療前計画支援システムの研究開発である
。このために（１）肺がんの大規模３次元CT
画像データベースの構築、（２）マルチスラ

イスCT画像による肺がんの病態・その経時変
化と診断・治療・病理情報の解析・体系化、
（３）根拠に基づく定量的かつ論理的な肺が
んの高精度コンピュータ支援診断・治療技術
の創出、（４）臨床システムの構築、（５）
臨床評価・Prospective Studyを進め、薬事申
請を念頭にしたシステム実用化に向けた
成果を得た。  
 
09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研
究 

本研究結果は、医療情報を法律の適用範囲
外、または訴訟の発生する範囲外のデータに
する秘密分散技術とトークン技術を遠隔画像
読影システムに応用して高いセキュリティで
効率の良い適法な情報管理、運用の仕組みの
実現が可能であることを示した。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 
 途中経過ではあるが、胃癌腹膜播種症例に
対するFLT-PETの有用性が期待される。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 

大腸カプセル内視鏡の受容性は十分にある
。また、その精度も十分高いと言える。 
 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 

呼気ガス分析は非侵襲的検査であり、様々
な呼吸器病の臨床情報と呼気ガス結果をあわ
せることでその有用性が検討される。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 

低線量肺がんCT検診は、より早期に肺癌を
発見可能となり、発見肺癌の生存率も良好で
あったが、必ずしもIA期で発見されるとは限
らなかった。 
 
14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
しい分子標的診断法の開発に関する研究 

マウスへの移植がんモデルで、臨床癌に類
似した線維組織の増生像を再現出来た。がん
細胞、CAF両者共にその元となる幹細胞が活動の
Keyであり、その癌幹細胞／癌間質幹細胞の候補
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細胞を絞り込んだモデルの構築に成功した。今後
、このモデルを使って膵癌に特徴的な癌細胞
—間質細胞 cross talkの分子メカニズムを解
明していく。その過程で、癌幹細胞、BM-MS
C, Ad-MSC及びCAFに特徴的な分子マーカー
(signature)を同定する事によって、癌幹細胞／
癌間質幹細胞を標的とするがん診断法、治療法
の開発につなげる。 
 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 

膵癌では耐糖能異常をきたす特殊性がある
ため、CTやMRI、超音波検査などで膵癌が疑
われても、FDG-PET検査にいたる症例が少な
いと思われる。ただし、高血糖群でもTS1の
症例があり、健診FDG-PET検査でも病変検出
として一定の役割を担うと考えられるが、症
例数を増やし、さらに検討を進めていきたい
。 CA19-9は糖鎖であるフコースの修飾によ
り合成される。このフコースを表面に結合し
たリポソームに抗癌剤を搭載し、CA19-9産生
細胞に薬剤を送達する、動物実験が報告され
ており、これをPET検査に応用できないか、
検討中である。 
 
F. 健康危険情報 
 すべての研究において健康危険情報とし

て報告すべきものはなし 
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広伸，江口研二，森山紀之，金子昌弘，

三嶋理晃：マルチスライスCT画像を用い

たCOPDの定量的評価，第4回呼吸機能イ

メージング研究会学術集会，p.59，2012. 
【優秀演題賞，2012年2月10日受賞】 

81.  中﨑春佳，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，

杉浦寿彦，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一

郎：造影CT画像を用いた肺血栓塞栓症検

出アルゴリズムの検討，第4回呼吸機能イ

メージング研究会学術集会，p.51，2012. 
82.  中尾俊哉，鈴木秀宣，野間和夫，河田佳

樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元

CT画像を用いた呼吸動態解析，第4回呼

吸機能イメージング研究会学術集会，

p.48，2012. 
83.  鈴木秀宣，中﨑春佳，河田佳樹，仁木登，

杉浦寿彦，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一

郎：造影CT画像を用いた肺血栓塞栓症検

出アルゴリズムの検討，電子情報通信学

会技術研究報告医用画像，Vol.111，
No.389，pp.231-234，2012. 

84.  松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，

原田雅史，中野恭幸，三嶋理晃，大松広

伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，金

子昌弘，森山紀之：マルチスライスCT画
像の胸部構造解析，電子情報通信学会技

術研究報告医用画像，Vol.111，No.389，
pp.133-136，2012. 

85.  Ahmed S.Maklad, M.Matsuhiro, H.Suzuki, 
Y.Kawata, N.Niki, T.Utsunomiya, 
M.Shimada: Classification of liver segments 
based on blood vessel information using the 
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portal phase of a CT dataset, IEICE 
Technical Report, Vol.111, No.389, 
pp.377-382, 2012. 

86.  細川拓也，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，

中野恭幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春

海：放射光CT画像による肺二次小葉の構

造解析，電子情報通信学会技術研究報告

医用画像，Vol.111，No.389，pp.143-145，
2012. 

87.  Y.Hu, M.S.Ahamed, E.Takahashi, H.Suzuki, 
Y.Kawata, N.Niki, M.Suzuki, G.Iinuma, 
N.Moriyama: Segmentation algorithm of 
colon based on multi-slice CT colonography, 
IEICE Technical Report, Vol.111, No.331, 
pp.1-5, 2011. 

88. 鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中尾俊哉，

野間和夫，宮崎正義，中野恭幸：4次元

CT画像を用いた呼吸動態解析，生体医工

学会中国四国支部大会，p.48，2011.【若

手研究奨励賞，2011年10月22日受賞】 
89.  高橋英治，松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳

樹，仁木登，原田雅史，大松広伸，楠本

昌彦，土田敬明，江口研二，金子昌弘，

森山紀之，中野恭幸，三嶋理晃：肺がん

・COPD・骨粗鬆症低線量CT検診のコン

ピュータ診断支援システム，生体医工学

会中国四国支部大会，p.49，2011. 
90.  樋口真志，細川拓也，河田佳樹，仁木登，

梅谷啓二，中野恭幸，大松広伸，森山紀

之，伊藤春海：造影放射光CT画像を用い

た肺微細構造の解析，生体医工学シンポ

ジウム2011，1-3-2，2011. 
91.  桒田康博，櫻井宏介，立花貴之，鈴木秀

宣，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，三嶋

理晃，阪井宏彰：マルチスライスCT画像

を用いたCOPDの定量的評価，生体医工

学シンポジウム2011，1-3-3，2011. 
92.  中尾俊哉，鈴木秀宣，野間和夫，河田佳

樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元

胸部CT画像を用いた呼吸動態解析，生体

医工学シンポジウム2011，1-3-4，2011. 
93.  細川拓也，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，

中野恭幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春

海：放射光CT 画像による肺二次小葉の

構造解析，電子情報通信学会技術研究報

告医用画像，Vol.111，No.199，pp.67-70，

2011. 
94.  鈴木秀宣，中尾俊哉，野間和夫，河田佳

樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元

CT画像を用いた呼吸動態解析，第11回日

本VR医学会学術大会，p.18，2011. 
95.  松廣幹雄，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，

三嶋理晃，大松広伸，楠本昌彦，土田敬

明，江口研二，金子昌弘，森山紀之：マ

ルチスライスCT 画像の胸部構造解析，

第11回日本VR医学会学術大会，p.16，
2011. 

96.  Y.Hu, M.S.Ahamed, E.Takahashi, H.Suzuki, 
Y.Kawata, N.Niki, M.Suzuki, G.Iinuma, 
N.Moriyama: Segmentation of rectosigmoid 
from CT colonography, JAMIT Annual 
Meeting, OP1-13, 2011. 

97.  櫻井宏介，桒田康博，鈴木秀宣，河田佳

樹，仁木登，中野恭幸，大松広伸，江口

研二，森山紀之，金子昌弘，三嶋理晃：

マルチスライスCT 画像の気腫性病変の

定量的評価，日本医用画像工学会大会，

OP5-6，2011. 
98.  細川拓也，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，

中野恭幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春

海：放射光CT 画像による肺二次小葉の

構造解析，日本医用画像工学会大会，

OP5-7，2011. 
99. 中﨑春佳，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，

杉浦寿彦，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一

郎：造影CT画像を用いた肺血栓塞栓症検

出アルゴリズムの検討，日本医用画像工

学会大会，OP5-10，2011. 
100. 中尾俊哉，鈴木秀宣，野間和夫，河田佳

樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元

胸部CT 画像を用いた呼吸動態の解析，

日本医用画像工学会大会，OP5-11，2011. 
101. Ahmed S. Maklad, M.Matsuhiro, H.Suzuki, 

Y.Kawata, N.Niki, T.Utsunomiya, 
M.Shimada: Extraction of liver volumetry 
based on blood vessel anatomy from portal 
phase CT dataset, IEICE Technical Report, 
Vol.111, No.127, pp.55-59, 2011. 

102. 櫻井宏介，立花貴之，桒田康博，鈴木秀

宣，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，大松

広伸，江口研二，森山紀之，金子昌弘，

三嶋理晃：マルチスライスCT画像を用い
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たCOPDの定量的評価，電子情報通信学

会技術研究報告医用画像，Vol.111，
No.127，pp.41-43，2011. 

103. 鈴木秀宣，野間和夫，河田佳樹，仁木登，

宮崎正義，中野恭幸：4次元CT画像を用

いた呼吸動態の解析，電子情報通信学会

技術研究報告MEとバイオサイバネティ

クス，Vol.111，No.121，pp.13-16，2011. 
104. M.S.Ahamed, Y.Hu, E.Takahashi, H.Suzuki, 

Y.Kawata, N.Niki, M.Suzuki, G.Iinuma, 
N.Moriyama: Segmentation algorithm of 
colon based on multi-slice CT colonography, 
IEICE Technical Report, Vol.111, No.121, 
pp.21-24, 2011. 

105. 高橋英治，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，

原田雅史，森山紀之：胸部マルチスライ

スCT画像を用いた骨粗鬆症診断支援シ

ステム，電子情報通信学会技術研究報告

医用画像，Vol.111，No.49，pp.165-168，
2011. 

106.  松廣幹雄，河田佳樹，仁木登，中野

恭幸，三嶋理晃，大松広伸，楠本昌彦，

土田敬明，江口研二，金子昌弘，森山紀

之：マルチスライスCT画像の葉間裂抽出，

電子情報通信学会技術研究報告医用画像，

Vol.111，No.49，pp.175-178，2011. 
107. 鈴木秀宣，田仁誠二，野間和夫，河田佳

樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元

胸部CT画像を用いた呼吸動態解析，第50
回日本生体医工学会大会，O3-13-6，2011. 

108. 松廣幹雄, 鈴木秀宣，財田伸介，高橋英

治，河田佳樹，仁木登，大松広伸，楠本

昌彦，土田敬明，江口研二，金子昌弘，

森山紀之，中野恭幸，三嶋理晃：肺がん

・COPD・骨粗鬆症CT検診のコンピュー

タ診断支援システム，第50回日本生体医

工学会大会，P1-7-4，2011. 
109.  河田佳樹，細川拓也，仁木登，梅谷

啓二，中野恭幸，大松広伸，森山紀之，

伊藤春海：放射光CT画像を用いた肺2次
小葉のミクロ構造解析，第6回京滋呼吸器

リサーチフォーラム，2011. 【優秀賞，

2011年4月9日受賞】 
110. 鈴木秀宣，野間和夫，河田佳樹，仁木登，

宮崎正義，中野恭幸：4次元CT画像を用
いた呼吸動態解析，第6回京滋呼吸器リサ

ーチフォーラム，2011. 
111. 佐藤均、仁木登、大松広伸、森山紀之：

新しい情報保存方式を用いたセキュアな
遠隔医療ネットワークシステム、第12回
公益社団法人計測自動制御学会システム
インテグレーション部門講演会
pp.2159-2160, 2011.11、京都 

112. 佐藤均、前田陽二他、：クラウド時代の
安心安全な電子記録管理 ―電子記録応
用基盤に関する調査検討報告書2010―、
電子記録応用基盤フォーラム（ERAP）、
一般財団法人日本情報経済社会推進協会
（JIPDEC）、 2011.5 

③平成24年度 
01. 森山紀之：第71回日本医学放射線学会総

会「CTを用いた肺がん検診」2012.4.14 
横浜 

02. 齋藤梨絵、山崎良太、兵藤宏、曽我公平、

岸本英博、梅田泉、藤井博史: 近赤外蛍

光/SPECTハイブリッドイメージングプ

ローブの表面機能化. 第2回CTCワーク

ショップ, 野田, 2012/4/28 
03. 藤井博史: 腫瘍核医学（本邦における最

近のトピック）. 第12回日本核医学会春

季大会,東京, 2012/4/28 
04. 藤井博史: 内分泌・血液・リンパ系・炎

症の核医学検査. 第12回日本核医学会春

季大会,東京, 2012/4/28 
05. Daisuke Suzuki, Masayuki Yamaguchi, 

Toshihiro Furuta, Ryutaro Nakagami, Yasuo 
Okuyama, Kohki Yoshikawa, Hirofumi 
Fujii: Pitfalls of SPIO-enhanced MR 
Lymphography in Sentinel Lymph Nodes: 
Pathogenesis of High Signals Mimicking 
Metastasis in Inflamed Lymph Nodes. 
ISMRM 2012 Annual Meeting, Melbourne, 
Australia, 2012/5/7 

06. Kohei Soga, Hiroshi Hyodo, Hidehiro 
Kishimoto, Izumi O. Umeda, Hirofumi 
Fujii: Inorganic and organic surface 
modification of rare-earth doped ceramics 
nanophosphors for OTN-NIR in vivo 
imaging. E-MRS 2012 spring meeting, 
Strasbourg, France, 2012/5/16 

07. 藤井博史: FDG PET検査のピットフォー

ル. 第6回口腔顎顔面核医学フォーラム

学術集会, 広島, 2012/5/17 
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08. 木村禎亮、栗山拓也、小島良紀、梅田泉、

藤井博史: 投与後早期のイメージングが

可能な新規低酸素PETプローブの開発. 
第7回日本分子イメージング学会総会・学

術集会, 浜松, 2012/5/24 
09. Shuko Abe, Koichi Ogawa, Yusuke Koike, 

Izumi Umeda, Hirofumi Fujii: Estimation of 
True Activity with An Artificial Neural 
Network for Multiple Isotope SPECT Study. 
2012 World congress on medical physics 
and biomedical engineering, Beijing, China, 
2012/5/30 

10. Kimura S, Kuriyama T, Kojima YK, Umeda 
IO, Moriyama N, Fujii H: A novel PET 
probe for tumor hypoxia imaging with 
excellent renal clearance. SNM 2012 Annual 
Meeting, Miami Beach, FL, USA, 
2012/06/10 

11. Tsuda K, Koyama K, Iwabuchi Y, Suzuki T, 
Toya K, Hirayama A, Tsushima H, Fukushi 
M, Moriyama N, Fujii H: The usefulness of 
the segmental acquisition method in 
18F-FDG PET/CT tests in rectal cancer 
patients. SNM 2012 Annual Meeting, Miami 
Beach, FL, USA, 2012/06/11 

12. Kosuda S, Fujii H: Comparison of survival 
between Alzheimer disease and patients 
with internal carotid artery occlusion after 
99mTc-HMPAO brain perfusion SPECT -ten 
year-follow-up study. SNM 2012 Annual 
Meeting, Miami Beach, FL, USA, 
2012/06/12 

13. Kosuda S, Fujii H: Questionnare survey of 
impacts of NRU reactor shutdown and 
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 
disaster on the number of nuclear medicine 
studies and patients' mental state in Japan. 
SNM 2012 Annual Meeting, Miami Beach, 
FL, USA, 2012/06/12 

14. Hirofumi Fujii: Small animal SPECT/CT 
and SPECT-MRI fusion imaging. Harvard 
Medical School Joint Program in Nuclear 
Medicine, Boston, MA, USA, 2012/06/14 

15. 飯本武志、藤井博史、尾田正二、中村尚

司、染谷誠一、飯泉貞雄: 千葉県柏市及

び流山市の環境放射線に関する対策と活

動. 日本保健物理学会第45回研究発表会, 
名古屋, 2012/06/16 

16. 小池悠介、森部久仁一、リムウィクラン

・ワリー、東顕二郎、木村禎亮、梅田泉、

藤井博史、山本恵司: 良好な網内系クリ

アランスを示す放射性核種封入リポソー

ムの開発. 第28回日本DDS学会学術集会, 
札幌, 2012/07/04 

17. 藤井博史、梅田泉、飯本武志、尾田正二、

染谷誠一、飯泉貞雄: 東葛地区高放射線

量問題への対応 -住民への説明-. 第49回
アイソトープ・放射線研究発表会, 東京, 
2012/7/9 

18. 齋藤梨絵、辻孝輔、山崎良太、兵藤宏、

曽我公平、岸本英博、梅田泉、藤井博史: 
近赤外蛍光バイオイメージングと核医学

画像診断のハイブリッドin vivoイメージ

ングプローブの作成と評価. 第21回日本

バイオイメージング学会学術集会, 京都, 
2012/8/27 

19. Keisuke Tsuda, Kazuya Koyama, Yuto 
Iwabuchi, Takayuki Suzuki, Kazuhito Toya, 
Akira Hirayama, HIroyuki Tsushima, 
Masahiro Fukushi, Noriyuki Moriyama, 
Hirofumi Fujii: Usefulness of the segmental 
acquisition method in FDG PET/CT of 
rectal cancer patients. WMIC 2012, Dublin, 
Ireland, 2012/9/5 

20. Koichi Ogawa, Shuko Abe, Yusuke Koike, 
Izumi O. Umeda, Hirofumi Fujii: 
Quantitative Estimation of Activity with an 
Artificial Neural Network for Multi-isotope 
SPECT Study. WMIC 2012, Dublin, Ireland, 
2012/9/5 

21. Izumi O. Umeda, Yusuke Koike, Sadaaki 
Kimura, Kenjirou Higashi, Kunikazu 
Moribe, Keiji Yamamoto, Hirofumi Fujii: 
Radionulclide-carrying liposomes with 
excellent clearance from reticuloendothelial 
system for diagnostic tumor imaging and 
radionuclide therapy. WMIC 2012, Dublin, 
Ireland, 2012/9/6 

22. 中神龍太朗、山口雅之、阿部欣史、久恒

辰博、古川顕、藤井博史: MR spectroscopy
を用いたがん化学療法後の脳内代謝物濃

度変化に関する実験的検討. 第40回日本
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磁気共鳴医学会大会, 京都, 2012/09/06 
23. Mitsuyoshi Yoshimoto, Takuya Hayakawa, 

Masayuki Yamaguchi, Sadaaki Kimura, 
Izumi O. Umeda, Hirofumi Fujii: 
Development of RGD-liposomes for MR 
imaging of pancreatic tumor. WMIC 2012, 
Dublin, Ireland, 2012/09/08 

24. 山口雅之、三津田実、江澤賢治、中神龍

太朗、古田寿宏、関根紀夫、新津守、藤

井博史: 3テスラ臨床機とマルチアレイコ

イルを用いた同所性肝腫瘍ラットの複数

同時MRI. 第40回日本磁気共鳴医学会大

会, 京都, 2012/09/08 
25. 古田寿宏、山口雅之、中神龍太朗、赤羽

正章、南学、大友邦、藤井博史: SPIO-MRI
による肝癌の放射線治療マージン描出に

関する実験的検討. 第40回日本磁気共鳴

医学会大会, 京都, 2012/09/08 
26. 江澤賢治、山口雅之、中神龍太朗、木村

禎亮、関根紀夫、新津守、藤井博史: 9.4 
tesla高磁場MRS及びNMRを用いた実験

腫瘍内の低分子量代謝物の帰属と定量. 
第40回日本磁気共鳴医学会大会, 京都, 
2012/09/08 

27. 津田啓介、新田将時、加藤木裕季子、對

間博之、小山和也、岩渕勇人、根本幸一、

花井耕造、平山昭、福士政広、藤井博史: 
FDG-PET/CT検査における直腸癌を対象

とした分割収集法の実験的検討. 日本医

学物理学会第104回学術大会, つくば, 
2012/09/14 

28. 梅田泉、小池悠介、木村禎亮、藤井博史: 
Radionuclide-carrying liposomes for tumor 
imaging and therapy: rapid clearance from 
the reticuloendothelial system. 第71回日本

癌学会学術総会, 札幌, 2012/09/19 
29. 溝上大輔、小須田茂、藤井博史、北村直

人: 頭頚部間質内MRリンパ造影と放射

性コロイドSPECT/CT動物実験と舌癌患

者による比較検討. 第52回日本核医学会

学術総会, 札幌, 2012/10/11 
30. 柿島祐、梅田泉、木村禎亮、口丸高弘、

近藤科江、田沼靖一、藤井博史: 腫瘍内

HIF-1α陽性領域可視化を目指した融合タ

ンパク質POH-SPECTプローブの体内動
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森部久仁一 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
診断用機器および診断方法の開発に基づいたがん診断能向上とがん検診精度向上に関する研究 

 
研究分担者 佐竹 光夫 国立がん研究センター東病院放射線診断科長 

 
研究要旨 
320列ADCTは160mm幅を1回転最速0.35秒で撮影でき、腫瘍の呼吸性移動について観察

が可能である。腫瘍の呼吸性移動の解析可能な最小の被ばく線量を同定した。DECTを
用いて喉頭がんと下咽頭がんにおける軟骨浸潤の画像診断は、臨床病期と治療方針の

決定に有用であると判明した。 
 

A. 研究目的 

乳癌の治療において術前化学療法は局所進行乳癌や

炎症性乳癌のみならず、手術可能乳癌においても推

奨され、現在では広く普及している。ところが、術

前化学療法不応例も存在しており、術前化学療法終

了時の判定が現状である。本研究班では術前化学療

法不応群と反応群をMRIデータを解析することで早

期に層別化する方法を検討した。 

 

B. 研究方法 

第一に乳腺領域のMRスペクトロスコピー (MRS)の

計測条件を最適化するために多施設でのデータを解

析した。その結果に基づき、病理組織学的に乳癌と

診断され、手術前に術前化学療法 (NAC) が施行さ

れた症例で、術前化学療法前と2コース後に適切なD

W-MRIとMRSが施行されたた症例を対象として、治

療前後で腫瘍全体のADCの変化率、Dynamic study

でのTime-intensity curve解析、MRSによるコリンの変

化率をNACのresponder群とnon responder群間で比較

検討した。次に、新規手法であるDW-MRIのHisotog

ram解析ソフトを作成し、同一症例でMRSでの解析

結果と比較した。 

（倫理面への配慮） 

本研究で用いられる診断機器は薬事承認されたもの

である。各種画像データーは日常の診療行為の範囲

内で得られたものを使用し、本研究のための診療行

為外の検査は施行しない。画像の使用に関しては包

括同意を含めた患者からの同意を文書で得る。また

、本研究に用いられる各種画像データは個人情報保

護の観点から、提示・読影において患者を特定でき

ないようにIDや患者名などの個人情報を消去してこ

れを用いる。したがって患者が不利益を被る確率は

極めて低い。 

 

C. 研究結果 

術後病理組織学的に判定されたresponder群とnon res

ponder群間で、従来のADC変化率、Time-intensity cu

rve解析では有意差を認めなかったが、MRSでは十分

な精度をもって両群を層別化することができた(p=0.

0004)。さらにDW-MRI解析の新手法であるHistogra

m解析の有用性を検討するためにMRSを比較対象と

して同様の検討を行った。その結果、両群間でADC

の変化率に有意差は無かったが(p=0.37)、Histogram

解析ではp=0.0002、MRSではp=0.0008と有意差を認

めた。 

 

D. 考察 

従来の腫瘍全体のADCの変化率を解析する手法で

は腫瘍の中の拡散を制限しADCを下げる成分のみ

ならず拡散をそれほど制限しない領域も一緒に解析

対象領域となる。一方で、Time-intensity curve解析で

は腫瘍のごく一部のみを解析対象領域としている。

したがって、両者では解析対象領域が最適化されて

いない可能性がある。ところがMRSは腫瘍の増殖に

直接関係するコリン代謝を定量することができる。

したがって、いかに適切な解析対象領域を客観性を
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もって抽出することが重要であると推察された。新

手法であるHistogram解析はADCの閾値を設定する

ことで、腫瘍の細胞成分を抽出し解析対象とするこ

とが可能となった。つまり、解析対象領域を最適化

することで、DW-MRIによるresponder群とnon respo

nder群の層別化が可能となったと推察される。 

 

E. 結論 

乳癌の術前化学療法の早期効果判定では従来よりF

DG-PETの有用性が報告されてきた。今回の研究では

より安価で検査を実施しやすいMRIを用いた早期効

果判定の可能性が示された。特に拡散強調画像を用

いたHistogram解析は日常臨床で広く普及している

撮像データーを利用することが可能であり、多くの

施設で臨床応用をしやすい方法である。今後はHisto

gram解析時の閾値の最適化や解析ソフトの改良とと

もに臨床家との共同研究によるevidenceの確認が必

要と思われる。 
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010 
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:53-54, 2012 

③平成24年度 

Kuno H, Onaya H, Iwata R, Kobayashi T, Fujii S, 

Hayashi R, Otani K, Ojiri H, Yamanaka T, Satake 

M.: Evaluation of Cartilage Invasion by Laryngeal an
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an the Radiologist Help with Treatment Planning? IN

NERVISION 28(2):66, 2013 
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atake. Primary staging of laryngeal and hypopharynge

al cancer:CT, MR imaging and dual-energy CT. Euro

pean Journal of Radiology 83: e23-e35, 2014. 
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hat overexpressed neuropilin-1. BRITISH JOURNAL 

OF CANCER doi: 10.1038/bjc.2014.49: 1-7, 2014 

 

2. 学会発表 

①平成22年度 

 なし 

②平成23年度 

久野博文、女屋博昭、佐竹光夫他：上咽頭癌のMRI

画像診断：局所病期診断と腫瘍進展型式. 第70回日

本医学放射線学会総会、横浜、2011年4月7日～10日. 

久野博文、女屋博昭佐竹光夫他：喉頭癌と下咽頭癌

による喉頭軟骨浸潤評価：Dual energy CTの初期臨

床応用経験. 第、35回頭頸部癌学会、名古屋、2011

年6月8日～10日. 

久野博文、女屋博昭、佐竹光夫他：320列面検出器C

Tによる遊離組織移植術前の血管評価. 第39回頭頸

部・胸部画像研究会. 東京、2011年5月21日 

③平成24年度 

H. Kuno, H. Onaya, M. Satake, S. Fujii, R. Iwata, T

. Kobayashi,MD.: Imaging of oropharyngeal cancer: 

How can the radiologist help with treatment planning

?. 98th RSNA 2012, 2012. Nov 25-30. Chicago, Il, 

USA. 

 H. Kuno, H. Onaya, H. Ojiri, S. Fujii, K. Ohtani, 

M. Satake.: Evaluation of Laryngeal and Hypopharyn

geal Cancer： CT and MR imaging with Introduction 

of Dual-Energy CT. 46th Annual Meeting of the Am

erican Society of Head and Neck Radiology, 2012. 

Oct 3-7. Miami beach, FL, USA 

久野博文、女屋博昭、藤井誠志、小林達伺、岩田良

子、中神佳宏、島田 薫、佐竹光夫.：がん診療画像

レファレンスデータベースへの頭頸部癌症例の登録

. 第41回頭頸部・胸部画像研究会. 2011/5/26，東京 

久野博文, 女屋博昭, 岩田良子, 小林達伺, 藤井誠志,

 林 隆一, 林 孝行, 中神佳宏, 島田 薫, 佐竹光夫.：

Dual-energy CTを用いた喉頭癌と下咽頭癌による喉

頭軟骨浸潤評価，第71回日本医学放射線学会総会，2

012/4/12-15，横浜 

中神佳宏, 全田貞幹, 小島良紀, 秋元哲夫, 佐竹光夫.

：P1D8 陽子線治療の効果判定にFDG-PET/CTが有益

であった頭頸部悪性黒色腫の2例．核医学 49(3):5215

-5215, 2012. 

Y. Nakagami, H.Kuno, T. Kobayashi, K. Shimada, R

. Iwata, Y. Kojima, M. Satake.: Deveropment of sma

ll interfering RNA labeling method using copper-62 a

nd technetium-99m. 25th European Association of Nu

clear Medicine, 2012. Oct 27-31. Milan, Italy 

④平成25年度 

 なし 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

  なし 

 3. その他 

 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 

分担研究報告書 

 

代謝画像によるがん機能診断および高磁場MRIによるがん診断に関する研究 

 

研究分担者 藤井 博史 国立がん研究センター東病院・機能診断開発分野・分野長 

 

研究要旨 核医学検査およびMRI/MRS検査に関するがんの特徴的性状を画像化する技術に関して基礎的検討

を行った。核医学検査に関しては、本年も分子プローブの開発研究を進めた。特に、腫瘍内低酸素領域腫瘍内

低酸素領域を可視化するための99mTc標識プローブの開発を進めた。これまでに膵癌および肺癌に対して111In

標識体が良好な親和性を示すことが確認できたRGD (Arg-Gly-Asp配列)プローブに関してはMRI造影剤とし

ての応用を検討した。 

 高磁場MRIを用いた実験的研究では、これまで報告してきた人体用MRIを用いた多数匹同時撮像技術の最適

化およびSPIO-MRIを利用した肝臓癌に対するラジオ波焼灼治療の最適化に関する研究を進めた。また、生体

の代謝情報をin vivoで評価できるMRSに関しては、マウス移植腫瘍の抗癌剤投与に伴う代謝物の濃度変化に

関する検討を進めた。 

 

Ａ．研究目的 

 核医学検査およびMRI/MRS検査に関して、がんの

特徴的性状を画像化する技術の開発や実験的検討を

中心に実施した。核医学検査に関しては、腫瘍内低

酸素領域やαvβ3インテグリン発現等を可視化するた

めの分子プローブの開発を目指した。MRI/MRS検査

に関しては、高磁場MRI装置(3.0T人体用と9.4T小動

物用)を用いて、肝臓癌の放射線治療域の明瞭な可視

化や、抗癌剤治療に伴う腫瘍内代謝の変動の評価法

の確立を目指した。 

 

Ｂ．研究方法 

02)代謝画像によるがん機能診断および高磁場MRI

によるがん診断に関する研究 

 核医学検査については、腫瘍内低酸素領域やαvβ3

インテグリンに親和性を示す化合物を合成し、PET

核種18FやSPECT核種99mTc, 111Inで標識して新規分子

プローブを作成した。これらの有用性をin vivoイメ

ージングで検証した。MRI/MRS検査については、ラ

ットやマウス等の動物モデルを高磁場MRI装置を使

って撮像および解析し、がん治療の範囲の正確な可

視化や代謝変化を評価する方法について検討した。 

（倫理面への配慮） 

動物を対象とした実験的研究は、国立がん研究セン

ター動物実験倫理委員会の承認を受けて実施した。 

 

Ｃ．研究結果  

 核医学検査に関しては、18F標識FPINIや99mTc標識S

D化合物等の低酸素イメージングプローブや、111In

標識DOTA-c(RGDfK)等のαvβ3インテグリン親和性

プローブを開発し、動物モデルを用いたそれらのin 

vivoイメージングに成功した。MRI/MRS検査に関し

ては、SPIO-MRIによる肝臓癌の放射線治療域の明瞭

な描出やMRSによる5-FU治療に伴う代謝変化を観

察することができた。 

 

Ｄ．考察 

 核医学検査に関しては、低酸素イメージングプロ

ーブは従来のニトロイミダゾール系化合物よりも早

期に腫瘍内低酸素領域を描画できる可能性が示され

、αvβ3インテグリン親和性プローブは肺および膵占

拠性病変の早期の質的診断が見込まれる。また、MR

I/MRS検査に関しては、SPIO-MRI検査による肝臓癌

の治療精度の向上や、in vivo MRS検査による化学療

法の早期治療効果判定が期待できる結果と考えられ

た。 
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Ｅ．結論 

 核医学検査およびMRI/MRS検査を活用して、がん

の特徴的性状の画像化に関する実験的検討を行った

。具体的には、腫瘍内低酸素領域の局在やαvβ3イン

テグリンの発現を可視化する分子プローブの開発や

、肝臓癌の放射線治療域を明瞭に可視化する技術お

よび抗癌剤治療に伴う腫瘍内代謝の変動を評価する

方法に関して期待できる成果を得た。臨床応用が有

望な成果については、早期の臨床試験の開始を目指

す予定である。 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

①平成22年度 

Hideaki Kitamura, Kazumasa Inoue, Tatsuya Sasaki, 
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 induced by attenuation inside the body. Ann Nucl 

Med 24(3): 197-205, 2010 

Raita Fukaya, Shigeki Ohta, Masayuki Yamaguchi, H

irofumi Fujii, Yutaka Kawakami, Takeshi Kawase, M

asahiro Toda.: Isolation of cancer stem-like cells from

 a side population of a human glioblastoma cell line,

 SK-MG-1. Oncol Lett 291(2):150-157, 2010 

Suzuki C, Torkzad MR, Jacobsson H, Astrom G, Su

ndin A, Hatschek T, Fujii H, Blomqvist L.: Interobse

rver and intraobserver variability in the response eval

uation of cancer therapy according to RECIST and 

WHO-criteria. Acta Oncol 49(4):509-514, 2010 

藤井博史、梅田泉、山口雅之: 分子イメージングの

進歩. 小児外科 42(6):585-591, 2010 

藤井博史: PET検査の臨床的有用性と問題点. 臨床
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 Meeting on Medical Physics 11th Asia-Oceania Cong

ress of Medical Physics, 2011/10/01, 福岡 

早川拓也、吉本光喜、武藤倫弘、梅田泉、藤井博史

、谷中昭典、若林敬二、中釜斉: ハムスター発がん

モデルにおける111In-DTPA-c(RGDfK)を用いた早期

膵癌イメージング. 第70回日本癌学会学術総会, 201

1/10/03, 名古屋 

梅田泉、柿島祐、木村禎亮、口丸高弘、谷中昭典、

近藤科江、藤井博史: マルチモダリティイメージン

グを利用したHIF-1α可視化プローブのトランスレー

ション研究. 第70回日本癌学会学術総会, 2011/10/04

, 名古屋 

柿島祐、梅田泉、木村禎亮、口丸高弘、近藤科江、

谷中昭典、藤井博史: 酸素依存的分解ドメインを含

む融合タンパク質を利用したHIF-1αy陽性領域可視

化SPECTプローブの開発. 第51回日本核医学会学術

総会, 2011/10/28, つくば 

栗山拓也、小島良紀、木村禎亮、梅田泉、西谷潔、

小島周二、藤井博史: 新規低酸素イメージング剤 分

子内にアミノ基を含む2- nitroimidazole誘導体の合成

と評価. 第51回日本核医学会学術総会, 2011/10/28, 

つくば 

小池悠介、梅田泉、木村禎亮、東顕二郎、上原知也

、森部久仁一、荒野泰、山本恵司、藤井博史: 網内

系集積の低減と腫瘍特異性向上を目指した99mTc及

び111In封入リポソームの開発 . 第51回日本核医学

会学術総会, 2011/10/28, つくば 

木村禎亮、梅田泉、藤井博史: 腫瘍内低酸素領域の

可視化を目指した新規メタボリックトラッピング型
99mTc標識プローブの開発. 第51回日本核医学会学術

総会, 2011/10/28, つくば 

吉本光喜、津田啓介、梅田泉、藤井博史: ハムスタ

ー化学発癌モデルにおける111In-DOTA-c(RGDfK)の

早期膵がんイメージング. 第51回日本核医学会学術
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総会, 2011/10/28, つくば 

木下亮、富田浩子、小須田茂、藤井博史、梅田泉、

河野正志: 頭頚部におけるSPIOとガドキセト酸を用

いた組織MRIリンパ造影と放射性コロイドを用いた

リンパ節描出の比較. 第51回日本核医学会学術総会,

 2011/10/28, つくば 

津田啓介、對間博之、鹿野直人、小倉正人、鈴木天

之、戸矢和仁、平山昭、福士政広、藤井博史: FDG 

PET検査における短時間収集での至適画像再構成法

の検討. 第51回日本核医学会学術総会, 2011/10/29, 

つくば 

仁保誠治、藤井博史、梅村茂樹、葉清隆、後藤功一

、大松広伸、佐竹光夫、大江裕一郎: 限局型小細胞

癌に対する化学放射線治療のFDG-PETによる効果

判定と予後の関連. 第52回日本肺癌学会総会, 2011/

11/04, 大阪 

木村禎亮、梅田泉、藤井博史: 99mTcを用いた低酸素

領域可視化SPECTプローブの開発. 第9回がんとハ

イポキシア研究会, 2011/11/27, 東京 

矢口義久、辻本広紀、藤井博史、梅田泉、松本佑介

、堀口寛之、吉田一路、高畑りさ、熊野勲、平木修

一、藤野啓一、小野聡、市倉隆、小須田茂、山本順

司、長谷和生: 胃癌のｾﾝﾁﾈﾙﾘﾝﾊﾟ節領域術前同定のた

めのCT lymphographyの有用性に関する検討 -造影

剤選定に関する動物実験を含めて-. 第13回SNNS研

究会学術集会, 2011/12/03, 東京 

鈴木大介、山口雅之、古田寿宏、奥山康男、吉川宏

起、藤井博史: MR lymphographyにおける炎症性リ

ンパ節内の偽転移病変に関する実験的検討. 第13回

SNNS研究会学術集会, 2011/12/03, 東京 

木村禎亮、梅田泉、藤井博史: 低酸素還元を利用し

た新規メタボリックトラップ型99mTc標識プローブ

の合成と評価. 第11回放射性医薬品・画像診断薬研

究会, 2011/12/03, 京都 

吉本光善、早川拓也、津田啓介、梅田泉、藤井博史

、谷中昭典、若林敬二: 化学発癌モデルを用いた111

In-DOTA-c(RGDfK)による膵がんイメージング. 第1

1回放射性医薬品・画像診断薬研究会, 2011/12/03, 

京都 

藤井博史: 臨床機を用いた動物イメージング研究の

現状. 第6回小動物インビボイメージング研究会, 20

12/01/21, 吹田 

藤井博史: 東葛地区の高放射線量問題への対応と課

題. 第866放射線診療研究会, 2012/02/13, 東京 

藤井博史、梅田泉: どうすれば放射線について正し

く理解できるのか？ 第３回バイオメディカルイン

ターフェイスワークショップ, 2012/02/26, 宮古島 

梅田泉、藤井博史: からだの中を診る薬 － 

核医学画像診断薬の開発－. 第３回バイオメディカ

ルインターフェイスワークショップ, 2012/02/26, 宮

古島 

栗山拓也、小島良紀、木村禎亮、梅田泉、西谷潔、

藤井博史: 腫瘍選択性の向上を目指した新規低酸素

PETプローブの合成と評価. 日本薬学会第132年会, 

2012/3/29, 札幌 

柿島祐, 梅田泉，木村禎亮，口丸高弘，近藤科江，

谷中昭典，藤井博史: 腫瘍内HIF-1α陽性領域可視化

を目指したSPECTプローブの開発 －組織分布の経

時的変化と腫瘍内分布の検討－. 日本薬学会第132

年会, 2012/3/30, 札幌 

早川拓也、吉本光喜、梅田泉、武藤倫弘、谷中昭典

、中釜斉、藤井博史: MRIによる微小膵癌検出を目

指したRGD修飾リポソームの開発. 日本薬学会第13

2年会, 2012/3/30, 札幌 

③平成24年度 

齋藤梨絵、山崎良太、兵藤宏、曽我公平、岸本英博

、梅田泉、藤井博史: 近赤外蛍光/SPECTハイブリッ

ドイメージングプローブの表面機能化. 第2回CTC

ワークショップ, 野田, 2012/4/28 

藤井博史: 腫瘍核医学（本邦における最近のトピッ

ク）. 第12回日本核医学会春季大会,東京, 2012/4/28 

藤井博史: 内分泌・血液・リンパ系・炎症の核医学

検査. 第12回日本核医学会春季大会,東京, 2012/4/28 

Daisuke Suzuki, Masayuki Yamaguchi, Toshihiro Fur

uta, Ryutaro Nakagami, Yasuo Okuyama, Kohki Yos

hikawa, Hirofumi Fujii: Pitfalls of SPIO-enhanced M

R Lymphography in Sentinel Lymph Nodes: Pathoge

nesis of High Signals Mimicking Metastasis in Inflam

ed Lymph Nodes. ISMRM 2012 Annual Meeting, M

elbourne, Australia, 2012/5/7 



- 66 - 

Kohei Soga, Hiroshi Hyodo, Hidehiro Kishimoto, Izu

mi O. Umeda, Hirofumi Fujii: Inorganic and organic 

surface modification of rare-earth doped ceramics nan

ophosphors for OTN-NIR in vivo imaging. E-MRS 2

012 spring meeting, Strasbourg, France, 2012/5/16 

藤井博史: FDG PET検査のピットフォール. 第6回

口腔顎顔面核医学フォーラム学術集会, 広島, 2012/

5/17 

木村禎亮、栗山拓也、小島良紀、梅田泉、藤井博史:

 投与後早期のイメージングが可能な新規低酸素PE

Tプローブの開発. 第7回日本分子イメージング学会

総会・学術集会, 浜松, 2012/5/24 

Shuko Abe, Koichi Ogawa, Yusuke Koike, Izumi U

meda, Hirofumi Fujii: Estimation of True Activity wit

h An Artificial Neural Network for Multiple Isotope 

SPECT Study. 2012 World congress on medical phys

ics and biomedical engineering, Beijing, China, 2012/

5/30 

Kimura S, Kuriyama T, Kojima YK, Umeda IO, Mo

riyama N, Fujii H: A novel PET probe for tumor hy

poxia imaging with excellent renal clearance. SNM 2

012 Annual Meeting, Miami Beach, FL, USA, 2012/

06/10 

Tsuda K, Koyama K, Iwabuchi Y, Suzuki T, Toya 

K, Hirayama A, Tsushima H, Fukushi M, Moriyama

 N, Fujii H: The usefulness of the segmental acquisit

ion method in 18F-FDG PET/CT tests in rectal cancer

 patients. SNM 2012 Annual Meeting, Miami Beach,

 FL, USA, 2012/06/11 

Kosuda S, Fujii H: Comparison of survival between 

Alzheimer disease and patients with internal carotid a

rtery occlusion after 99mTc-HMPAO brain perfusion S

PECT -ten year-follow-up study. SNM 2012 Annual 

Meeting, Miami Beach, FL, USA, 2012/06/12 

Kosuda S, Fujii H: Questionnare survey of impacts o

f NRU reactor shutdown and Fukushima Daiichi Nuc

lear Power Plant disaster on the number of nuclear 

medicine studies and patients' mental state in Japan. 

SNM 2012 Annual Meeting, Miami Beach, FL, USA

, 2012/06/12 

Hirofumi Fujii: Small animal SPECT/CT and SPECT

-MRI fusion imaging. Harvard Medical School Joint 

Program in Nuclear Medicine, Boston, MA, USA, 20

12/06/14 

飯本武志、藤井博史、尾田正二、中村尚司、染谷誠

一、飯泉貞雄: 千葉県柏市及び流山市の環境放射線

に関する対策と活動. 日本保健物理学会第45回研究

発表会, 名古屋, 2012/06/16 

小池悠介、森部久仁一、リムウィクラン・ワリー、

東顕二郎、木村禎亮、梅田泉、藤井博史、山本恵司:

 良好な網内系クリアランスを示す放射性核種封入

リポソームの開発. 第28回日本DDS学会学術集会, 

札幌, 2012/07/04 

藤井博史、梅田泉、飯本武志、尾田正二、染谷誠一

、飯泉貞雄: 東葛地区高放射線量問題への対応 -住民

への説明-. 第49回アイソトープ・放射線研究発表会,

 東京, 2012/7/9 

齋藤梨絵、辻孝輔、山崎良太、兵藤宏、曽我公平、

岸本英博、梅田泉、藤井博史: 近赤外蛍光バイオイ

メージングと核医学画像診断のハイブリッドin vivo

イメージングプローブの作成と評価. 第21回日本バ

イオイメージング学会学術集会, 京都, 2012/8/27 

Keisuke Tsuda, Kazuya Koyama, Yuto Iwabuchi, Tak

ayuki Suzuki, Kazuhito Toya, Akira Hirayama, HIroy

uki Tsushima, Masahiro Fukushi, Noriyuki Moriyama,

 Hirofumi Fujii: Usefulness of the segmental acquisiti

on method in FDG PET/CT of rectal cancer patients.

 WMIC 2012, Dublin, Ireland, 2012/9/5 

Koichi Ogawa, Shuko Abe, Yusuke Koike, Izumi O.

 Umeda, Hirofumi Fujii: Quantitative Estimation of A

ctivity with an Artificial Neural Network for Multi-is

otope SPECT Study. WMIC 2012, Dublin, Ireland, 2

012/9/5 

Izumi O. Umeda, Yusuke Koike, Sadaaki Kimura, K

enjirou Higashi, Kunikazu Moribe, Keiji Yamamoto, 

Hirofumi Fujii: Radionulclide-carrying liposomes with

 excellent clearance from reticuloendothelial system fo

r diagnostic tumor imaging and radionuclide therapy. 

WMIC 2012, Dublin, Ireland, 2012/9/6 

中神龍太朗、山口雅之、阿部欣史、久恒辰博、古川
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顕、藤井博史: MR spectroscopyを用いたがん化学療

法後の脳内代謝物濃度変化に関する実験的検討. 第

40回日本磁気共鳴医学会大会, 京都, 2012/09/06 

Mitsuyoshi Yoshimoto, Takuya Hayakawa, Masayuki 

Yamaguchi, Sadaaki Kimura, Izumi O. Umeda, Hirof

umi Fujii: Development of RGD-liposomes for MR i

maging of pancreatic tumor. WMIC 2012, Dublin, Ire

land, 2012/09/08 

山口雅之、三津田実、江澤賢治、中神龍太朗、古田

寿宏、関根紀夫、新津守、藤井博史: 3テスラ臨床機

とマルチアレイコイルを用いた同所性肝腫瘍ラット

の複数同時MRI. 第40回日本磁気共鳴医学会大会, 

京都, 2012/09/08 

古田寿宏、山口雅之、中神龍太朗、赤羽正章、南学

、大友邦、藤井博史: SPIO-MRIによる肝癌の放射線

治療マージン描出に関する実験的検討. 第40回日本

磁気共鳴医学会大会, 京都, 2012/09/08 

江澤賢治、山口雅之、中神龍太朗、木村禎亮、関根

紀夫、新津守、藤井博史: 9.4 tesla高磁場MRS及びN

MRを用いた実験腫瘍内の低分子量代謝物の帰属と

定量. 第40回日本磁気共鳴医学会大会, 京都, 2012/0

9/08 

津田啓介、新田将時、加藤木裕季子、對間博之、小

山和也、岩渕勇人、根本幸一、花井耕造、平山昭、

福士政広、藤井博史: FDG-PET/CT検査における直腸

癌を対象とした分割収集法の実験的検討. 日本医学

物理学会第104回学術大会, つくば, 2012/09/14 

梅田泉、小池悠介、木村禎亮、藤井博史: Radionucli

de-carrying liposomes for tumor imaging and therapy:

 rapid clearance from the reticuloendothelial system. 

第71回日本癌学会学術総会, 札幌, 2012/09/19 

溝上大輔、小須田茂、藤井博史、北村直人: 頭頚部

間質内MRリンパ造影と放射性コロイドSPECT/CT

動物実験と舌癌患者による比較検討. 第52回日本核

医学会学術総会, 札幌, 2012/10/11 

柿島祐、梅田泉、木村禎亮、口丸高弘、近藤科江、

田沼靖一、藤井博史: 腫瘍内HIF-1α陽性領域可視化

を目指した融合タンパク質POH-SPECTプローブの

体内動態に関する検討. 第52回日本核医学会学術総

会, 札幌, 2012/10/12 

尾川浩一、小池悠介、梅田泉、藤井博史: Tc-99mお

よびIn-111同時データ収集におけるニューラルネッ

トワークを用いたプライマリ光子の推定. 第52回日

本核医学会学術総会, 札幌, 2012/10/12 

木村禎亮、栗山拓也、小島良紀、梅田泉、藤井博史:

 高いクリアランス能を有した新規低酸素PETプロ

ーブの開発. 第52回日本核医学会学術総会, 札幌, 2

012/10/12 

吉本光喜、栗原宏明、南間貴之、本田納紀、川井恵

一、藤井博史: 18F-FBPAのヒト脳腫瘍細胞株への集積

機序:14C-Methionineとの比較. 第52回日本核医学会

学術総会, 札幌, 2012/10/12 

新田将時、津田啓介、加藤木裕季子、對間博之、小

山和也、岩渕勇人、根本幸一、花井耕造、平山昭、

福士政広、藤井博史: 直腸癌を対象とした分割収集F

DG-PET検査に関する実験的検討. 第32回日本核医

学技術学会総会学術大会, 札幌, 2012/10/12 

小山和也、岩渕勇人、津田啓介、青柳俊、根本幸一

、花井耕造、小島良紀、藤井博史:低酸素PETトレー

サーを用いたPET/CT検査における呼吸同期収集の

有用性に関する検討. 第32回日本核医学技術学会総

会学術大会, 札幌, 2012/10/12 

加藤木裕季子、津田啓介、新田将時、對間博之、小

山和也、岩渕勇人、根本幸一、花井耕造、平山昭、

福士政広、藤井博史: 呼吸同期FDG-PET/CT検査にお

ける至適画像再構成条件に関する実験的検討

 第32回日本核医学技術学会総会学術大会,

 札幌, 2012/10/12 

岩渕勇人、小山和也、津田啓介、青柳俊、根本幸一

、花井耕造、小島良紀、藤井博史:低酸素PETトレー

サー18F-FAZAを用いたPET/CT検査における至適画

像再構成条件に関する実験的検討. 第32回日本核医

学技術学会総会学術大会, 札幌, 2012/10/12 

藤井博史、大貫和信: センチネルリンパ節イメージ

ングの現況と将来展望. 第64回日本気管食道科学会

総会ならびに学術講演会, 東京, 2012/11/08 

藤井博史: SLNイメージングの現況と展望. 第14回S

NNS研究会学術集会, 名古屋, 2012/11/16 

大貫和信、山口雅之、梅田泉、軸屋博之、本川修、

藤井博史: 近赤外線イメージングガイド下SLNマッ
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ピングに炎症反応が与える影響に関する検討. 第14

回SNNS研究会学術集会, 名古屋, 2012/11/17 

Hirofumi Fujii, Takeshi Iimoto, Shoji Oda, Seiichi So

meya, Sadao Iiizumi: How to Explain the Effects of 

Radiation Exposure to the Public, in Order to Avoid 

Panic, in Case of Nuclear Accidents. RSNA 2012 (R

adiological Society of North America 98th Scientific 

Assembly and Annual Meeting), Chicago, IL, USA, 

2012/11/29 

木村禎亮, 栗山拓也, 小島良紀, 服部久範, 梅田泉, 

藤井博史: 良好な体内動態を示す新規低酸素PET プ

ローブの開発 ～18F-FMISO との比較～. 第10回が

んとハイポキシア研究会, 横浜, 2012/12/07 

Seiichi Someya, Hirofumi Fujii, Takeshi Iimoto: Envir

onmental radiation status in Kashiwa city (Chiba pref

ecture) after the TEPCO Fukushima Dai-ichi Nuclear

 Power Plant disaster. International symposium on en

vironmental monitoring and dose estimation of residen

ts after accident of TEPCO's Fukushima Daiichi Nucl

ear Power Stations, 京都, 2012/12/14 

Sadao Iiizumi, Hirofumi Fujii, Takeshi Iimoto: Enviro

nmental radiation status in Nagareyama city (Chiba pr
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許出願 

 放射性テクネチウムの結合部位を有する化合物、

及び、その放射性テクネチウム錯体(特願2013-17880

1) 発明者: 木村貞亮、藤井博史、梅田泉 

 

 2. 実用新案登録 

  特記すべきもの無し 

 3.その他 

  特記すべきもの無し 
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厚生労働科学研究補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
CT検診により発見された肺結節の診断基準確立に関する研究 

 
研究分担者 柿沼龍太郎 国立がん研究センター中央病院放射線診断科医長 

 
 

研究要旨  
1.充実型結節を10個以上持ち、かつ5年以上経過観察して不変、かつ悪性疾患の

既往がない受診者の結節は約9割が肺静脈に接していることから、肺静脈の関

与が肺内リンパ節候補のひとつの診断基準となる可能性がある。 
2. 肺野限局性すりガラス様陰影の自然史解明の前向き研究を8つの多施設共同

研究として取り組んだ。平成25年度としては、54例のすりガラス様陰影の経過

観察CTの変化の有無を中央診断した。また、手術された39症例の組織型を病理

中央診断委員会にて中央診断した。平成25年12月までに登録された820例（肺

野限局性すりガラス様陰影1200個）の経過表を作成した。現在、解析中である

。 
 
 
Ａ．研究目的 
肺がんCT検診では、診断困難な肺結節が多数発見

される。それらの肺結節の良性悪性の鑑別診断の基

準や、経過観察する際のガイドラインを作成するこ

とが目的である。1)新しく出現した肺結節が肺がん

である頻度、2) 初回では認めず経過中に新しく出

現したすりガラス様陰影(GGO: ground-glass opacit
y)や初回検診にて5mm未満のGGOから進展した肺

腺がんの検討、3)肺がん発見状況より検診間隔につ

いて検討、4) 充実型結節を10個以上有し5年以上経

過観察して不変である結節を肺内リンパ節候補と

仮定して診断基準（案）を検討した。5) 肺野限局

性すりガラス様陰影を前向きに経過観察し、変化の

有無、変化の起こる頻度、変化後切除された症例の

病理所見を検討し、経過観察をするためのガイドラ

イン作成を目指す。 
 
Ｂ．研究方法 
1. 1)から4)までの課題に関しては、当センターの肺

結節データベースを使用した。2004年2月より肺が

んCT検診を開始した。検診CT画像上に認めた肺結

節の情報（肺結節の存在する肺葉、区域、大きさ（

最大径、短径）、形状、胸膜からの距離、新しく出

現した肺結節など）を記録し肺結節データベースを

作成した。それぞれの研究テーマ毎にデータベース

を検索し、それぞれの研究対象を抽出した。データ

を整理してから検診IDを匿名化後、統計解析を実施

した。 
2.肺野限局性すりガラス様陰影の研究に関しては、

8つの多施設共同研究として実施した。それぞれの

施設にて登録された症例のCT画像上の変化に関す

る集計表を作成、対象症例のCT画像を匿名化後、

事務局にデータを集めた。変化が認められ手術され

た症例は病理標本を事務局に集めた。CT画像は画

像中央診断委員会、病理標本は病理中央診断委員会

にて中央診断した。 
（倫理面への配慮） 
 個人情報の漏洩がないように留意して実施した。

それぞれの研究テーマのデータを整理後、受診者I
Dを匿名化してから解析を実施した。 
 
Ｃ．研究結果 
2004年2月から2010年3月末までの期間に9754名（男

性5781名、女性3973名、年齢40歳から89歳（平均5
8.5歳））に対して肺がんCT検診を実施した。新結

節が出現した受診者は825名（825/9754,8.5%）に12
67個の新結節を認めた。1267結節中1153結節の経過

が把握でき、原発性肺がんは7例（7/1153, 0.61%）
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であった。 
肺がんCT検診において経過中に新規に出現したG
GOから進展した肺腺がんが3例、初回検診にて5mm
未満のGGOから進展した肺腺がんが2例であった。

病理では微少浸潤性腺がん1例、浸潤性腺がん4例で

あった。 
非喫煙者では全体の経過観察の期間の平均値は、非

喫煙者は3.4年、喫煙指数600以上は3.5年で有意差は

認めなかった経過中新規の肺がん例の出現はなか

ったが、喫煙指数600以上では、毎年新規の肺がん

例の出現を認めた。 
充実型結節を10個以上有し5年以上経過観察して不

変である結節を持つ受診者は42名であった。充実型

結節は527個(大きさ1.5〜9mm)発見され370個（70%
）が肺内結節であった。肺内結節で肺静脈と接する

ものが322個（87%）であった。 
5. 症例登録は820例、GGO結節数は1200例である。

平成25年度としては、54例の経過観察CTを画像中

央診断委員会にて中央診断した。また、手術された

症例39例の病理標本を病理中央診断委員会にて中

央診断した。 
 
Ｄ．考察 
新結節の約半数（608/1153, 53%）が非喫煙者に出

現している。今後は、新結節の性状（すりガラス様

陰影か充実型か）や、喫煙歴やがん既往例などのリ

スクに応じた経過観察のガイドラインを作成する

事が必要と考える。 
一般的にGGOの腫瘍倍加時間は813日と報告され

ている。それらの数字と比較して今回検討した症例

の中の腫瘍倍加時間の平均値は350日であり、GGO
から進展した症例としては経過が速いと考えられ

る。 
CT検診の受診者全体の経過観察の期間の平均値は

、非喫煙者は3.4年、喫煙指数600以上は3.5年で有意

差は認めなかった。非喫煙者のCT検診の間隔は少

なくとも3年以上あけても新規の肺がんの発生はき

わめて少ない可能性が示唆された。 
充実型結節を10個以上持ち5年以上経過観察して不

変、かつ悪性疾患の既往がない受診者の結節は約9
割が肺静脈に接していることから、肺静脈の関与が

ひとつの診断基準となる可能性がある。 
CT画像上でのすりガラス様陰影は、内部に血管や

気管支壁の辺縁が認める濃度領域と定義されてい

るが、実際の診断は読影者の主観的な判断に左右さ

れることが避けられない。すりガラス成分や充実成

分の測定も、その再現性に問題があることが少なく

ない。 
 
Ｅ．結論 
2011年2月24日時点にて当センターにおける肺がん

CT検診の経過中に出現した新結節の内99.2%(1144/
1153)はfalse positiveであった。 
新規に出現したGGOが進展した肺腺がん症例は約

2年で微少浸潤が形成されていた。新規出現のGGO
が進展して行く場合でも切除の時期としては2年目

が目安になるかもしれない。 
肺がんCT検診の検診間隔は、喫煙者は原則として

年1回、非喫煙者は最短でも3年に1回が概ね妥当と

考えられた。 
1cm未満の充実型肺結節で肺静脈と接する結節は

肺内リンパ節の可能性が示唆され、肺静脈の関与が

診断基準のひとつになると考えられた。 
肺野限局性すりガラス様陰影を前向きに経過観察

した症例の経過表の集計が進行中である。肺野限局

性すりガラス様陰影をより定量的に解析できるソ

フトウェアの解析が望まれる。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
①平成22年度 
女屋博昭、若尾文彦、柿沼龍太郎、楠本昌彦、土田

敬明、金子昌弘、大松広伸、荒井保明、森山紀之:
がん診療画像レファレンスデータベースの現状と

課題. 日本ＣＴ検診学会 17(2): 98-105, 2010 
五味志穂、黒木幹夫、花井耕造、津田雪裕、村松禎

久、山口功、村尾晃平、長島千恵子、和田真一、松

元徹、東村亨治、長尾啓一、柿沼龍太郎、森山紀之

: 肺がんＣＴ検診に関する実態調査報告（第２回肺

がんＣＴ検診認定技師講習会における調査）. ＣＴ

検診 17(3):162-168, 2010 
松井英介、金子昌弘、大松広伸、飯沼武、土田敬明

、楠本昌彦、江口研二、渡辺聡子、黒木幹夫、柿沼

龍太郎、森山紀之: 低線量ＣＴによる肺がん検診は

肺がん死亡を減少させ得るか（東京から肺がんをな

くす会（ALCA）のデータ解析から）. ＣＴ検診 1
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7(3):133-142, 2010 
Seki N, Eguchi K, Kaneko M, Ohmatsu H, Kakinu
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age shift in the Anti-lung Cancer Association project
: significance of repeated screening for lung cancer f
or more than 5 years with low-dose helical compute
d tomography in a high-risk cohort. Lung Cancer 67
:318-324, 2010 
Kakinuma R, Moriyama N, Eguchi K, Ohmatsu H, 
Seki N, Kaneko M.: Previously reported lung cancer
 growth curves. Chest 137:1002-1003, 2010 
②平成23年度 
Kakinuma R, Ashizawa K, Kuriyama K, Fukushima
 A, Ishikawa H, Kamiya H, Koizumi N, Maruyama
 Y, Minami K, Nitta N, Oda S, Oshiro Y, Kusumo
to M, Murayama S, Murata K, Muramatsu Y, Mori
yama N.: Measurement of focal ground-glass opacity
 diameters on CT images:interobserver agreement in
 regard to identifying increases in the size of groun
d-glass opacities. Acad Radiol 19:389-394, 2012 
③平成24年度 
Kakinuma R, Moriyama N.: Computer-aided detectio
n of lung nodules on CT Images: a review. CT検
診 19(3):181-18, 2012 
村野剛志、五味志穂、柿沼龍太郎、森山紀之.: 検診

現場において認定技師が行う異常所見検出の実際?
国立がん研究センター中央病院 がん予防・検診研

究センター. CT検診 19(3):176-180, 2012 
佐川元保、柿沼龍太郎、他: 低線量胸部CTを用いた

肺がん検診の有効性評価のための日本に置ける無

作為化比較試験の現況と課題. CT検診 19(3):196-2
03, 2012 
柿沼龍太郎、前島亜希子、淺村尚生、森山紀之: 肺
腺癌の診断と治療?新しい分類と臨床治療の変化.【
肺腺癌の画像と治療】肺腺癌放射線画像診断の進歩

. 病理と臨床 30(5):520-524, 2012 
Kakinuma R, Ashizawa K, Kobayashi T, Fukushima
 A, Hayashi H, Kondo T, Machida M, Matsusako 

M, Minami K, Oikado K, Okuda M, Takamatsu S, 
Sugawara M, Gomi S, Muramatsu Y, Hanai K, Mu
ramatsu Y, Kaneko M, Tsuchiya R, Moriyama N,: 
Comparison of sensitivity of lung nodule detection b
etween radiologists and technologists on low-dose C
T lung cancer screening images. The British Journal
 of Radiology 85:e603-e608, 2012 
Kakinuma R, Ashizawa K, Kuriyama K, Fukushima
 A, Ishikawa H, Kamiya H, Koizumi N, Maruyama
 Y, Minami K, Nitta N, Oda S, Oshiro Y, Kusumo
to M, Murayama S, Murata K, Muramatsu Y, Mori
yama N.: Measurement of focal ground-glass opacity
 diameters on CT images:interobserver agreement in
 regard to identifying increases in the size of groun
d-glass opacities. Acad Radiol 19:389-394, 2012 
④平成25年度 
Kakinuma R, et al. Management of subsolid nodules
. Chest 144(5): 1741-1742, 2013 
 
学会発表 
①平成22年度 
Kakinuma R, Moriyama N, et al. Ground-glass nodu
les detected by CT lung cancer screening: results of
 an evaluation of progression during a 5-year follow
-up period. Radiological Society of North America 2
010年11月30日 
②平成23年度 
Kakinuma R, et al. Newly developed nodules during
 follow-up after baseline CT lung cancer screening 
or during repeat CT screening. J Thorac Oncol 2011
;6: S532 
Kakinuma R, et al. Ground-glass nodules detected b
y CT lung cancer Screening: results of an evaluation
 of progression during a 5-year follow-up period. J 
Thorac Oncol 2011;6: S1385 
③平成24年度 
柿沼龍太郎、他 肺野限局性すりガラス様陰影の自

然史解明のための前向き研究 肺癌 2012;52: S498 
④平成25年度 

Kakinuma R, et al. Ultra-high-resolution CT of the lu
ng: image quality of a prototype scanner. Scientific P
resen- tations of 2013 Radiological Society of North 
America Annual Meeting. 
Kakinuma R, et al. Ultra-high-resolution CT images o

f lung adenocarcinomas obtained using a prototype sc
anner. Educational Exhibits of 2013 Radio- logical So
ciety of North America Annual Meeting. 
Kakinuma R, et al. Spectrum of pro- gresssion curve
s for subsolid nodules: detection in low-dose CT lung
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 cancer screening and prospective observation for 8 y
ears. Educational Exhibits of 2013 Radiological Societ
y of North America Annual Meeting. 
Kakinuma R, et al. Solitary pure ground- glass nodul
es ≤5 mm: incidence of growth. Scientific Presentatio
n of 2013 Radio- logical Society of North America 
Annual Meeting. 
Kakinuma R, et al. Lung cancers detected using low-
dose CT screening: results of an eight-year observatio
nal study. 15th World Conference on Lung Cancer in
 2013. 
Kakinuma R, et al. Volume doubling times of subsol
id nodules detected using low- dose CT lung cancer 
screening based on an eight-year prospective 
observation. 15th World Conference on Lung Canc er
 in 2013. 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
がん検診における各種検査法によるがん発見能に関する研究 

 
研究分担者 村松 幸男                               

独立行政法人国立がん研究センター がん予防・検診研究センター 部長 
 
研究要旨 
診断精度の高い機器を用いたがん検診コホートの7年間に亘る検診結果について検討した。検討事項はがん発

見率、がん罹患率、初回検診発見がんのがん死亡率、再度検診発見がんのがん死亡率である。対象は2004.2.3-
2005.1.31の期間の初回検診受診者3750名（男性：2053名、平均年齢：61.3歳、女性：1697名、平均年齢：57.9
歳）であり、初回検診結果、再度検診結果、医療機関調査結果、フォローアップ調査結果から検討した。その

結果、7年間での検診発見がんは355例（9.5%）、他施設発見がんは59例でがん罹患率は11.0%であった。がん

検診とがん死との関連では初回検診発見がんのがん死亡率は3.8%(9/239)、再度検診発見がんのがん死亡率は1.
7%(2/116)、他施設発見がんのがん死は23.7%(14/59)であり、再度検診はがん死を減らすのに極めて有用であっ

た。 
 
Ａ．研究目的： 
「がん検診における各種検査法によるがん発見能

に関する研究」において平成24年度はがん検診の評

価指標のひとつである初回検診がん発見率をがん

確定までの期間との関連について検討する。また初

回検診発見がんに再度検診発見がんを加えたがん

発見率についても検討する。平成25年度は診断精度

の高い機器を用いたがん検診コホートの7年間に亘

る検診結果から、7年間での検診がん発見率やがん

罹患率やがん死亡率について検討する。 
 
Ｂ．研究方法： 
2004.2.2から2011.3.31までの期間における40歳以上

の総合コース初回受診者10659名（男性：6373名 平

均年齢58.8歳、女性：4286名 平均年齢57.5歳）を

対象に、初回がん検診でのがん発見率と再度がん検

診でのがん発見率について検討した。また2004,2,2
から2005.1.31までの検診受診者3750名（男性：205
3名、平均年齢：61.3歳、女性：1697名、平均年齢

：57.9歳）を対象とした7年間に亘る検診コホート

の結果から、7年間での検診がん発見率、がん罹患

率、初回検診発見がんのがん死亡率、再度検診発見

がんのがん死亡率、他施設発見がんの死亡率につい

て検討した。 
（倫理面への配慮） 
データの解析に関しては検診受診者の個人情報を

消去して用いる。使用するデータに関しては国立が

ん研究センターの倫理審査委員会の規定に基づい

て行われる。X線を用いる検査のデータ取得に関し

ては通常のＸ線被曝内での通常検査を行い、研究の

ために新たな被曝を追加しない。 
 
C. 研究結果： 
一年以内に確定診断された初回総合検診のがん発

見率が5.4%、一年以降に確定診断されたがん症例数

を加算した場合が6.3%、再度検診結果をさらに加算

した場合の検診がん発見率が8.0%であることを明

らかとした。更に、7年間に亘る検診コホートの結

果から検診がん発見率が9.5%、他施設発見がんを加

えて算出したがん罹患率が11.0%であることを明ら

かとした。また、初回検診発見がんのがん死亡率が

3.8%、再度検診発見がんのがん死亡率が1.7%、他

施設発見がんのがん死が23.7%であり、再度検診は

がん死を減らすのに極めて有用な手段であること

を明らかとした。 
 
Ｄ．考察： 
検診発見がんとその後のがん死亡との関連におい

て、再度検診発見がんのがん死亡率 1.7% (2/116)
は初回検診発見がんのがん死亡率 3.7% (9/241)や
他院発見がんのがん死亡率 23.7% (14/59)よりも明

らかに低頻度であり、がん死を減らすには診断精度
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の高い機器を用いた再度検診受診が極めて重要で

あった。また他施設発見がんの死亡率が高い理由と

して初回検診からがん診断に至るまでの間隔が長

かったことや、初回検診でがんの存在を疑う所見が

なかったために、その後に検診を受ける機会が遅れ

たためと推察された。以上より、がん死亡率を減ら

すには、診断精度の高い機器を用いた任意型がん検

診においても再度検診の受診率を向上させること

が極めて重要であろう。 
 
Ｅ．結論： 
診断精度の高い機器を用いた7年間に亘るがん検診

コホートの結果、検診がん発見率は9.5%であり、が

ん罹患率は11.0%であった。検診発見がんの死亡率

は再度検診群が最も低く1.7%で、初回検診群の3.7
%や他院発見がん群の23.7%よりも明らかに低値で

あり、検診発見がんの死亡率低下には診断精度の高

い機器を用いた初回検診のみならず再度検診は極

めて重要であると結論された。 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
③平成24年度 
 なし 
④平成25年度 
 なし 
 
 2.  学会発表 
③平成24年度 
 なし 
④平成25年度 
Kakinuma R, Muramatsu Y ,  Kusumoto M, Maeshi
ma A, H Asamura H, Moriyama N. 
Ultra-high-resolution CT Images of Lung Adenocarci
nomas Obtained Using a Prototype Scanner RSNA
 2013 
Kakinuma R, Moriyama N, Muramatsu Y, Kusumot
o M, Maeshima A, Asamura H.  
Ultra-high-resolution CT of the Lung: Image Quality
 of A Prototype Scanner  RANA 2013 
Kakinuma R, Yamamoto S, Muramatsu Y, MD, Ku
sumoto M, Maeshima A,  Asamura H. Spectrum of
 Progression Curves for Subsolid Nodules: Detection
 in Low-Dose CT Lung Cancer Screening and Pros

pective Observation for 8 Years RSAN 2013 
Kakinuma R, Muramatsu Y, Kusumoto M,  Maeshi
ma A,  Asamura H, Moriyama N.  
Solitary Pure Ground-Glass Nodules ≤5 mm: Incide
nce of Growth. RSNA 2013 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 
特許取得 
なし 
実用新案登録 
なし 
その他 
なし 
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厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と 

治療法選択・効果判定・予後に関する研究 
 

研究分担者 黒木 嘉典 栃木県立がんセンター 副主幹兼医長 
 

研究要旨 
DW-MRI (Diffusion-weighted MRI)を乳癌の術前化学療法早期効果判定に応用する場合、従来の

ADC (Apparent Diffusion Constant)による解析では困難であった。今回、DW-MRIの新規解析法

であるHistogram解析ソフトを開発し、その有用性をMRスペクトロスコピー (MRS) と比較した

。その結果、DW-MRIのHistogram解析はMRSと同程度の精度で術前化学療法の早期効果判定が

可能であることが示された。 
 
Ａ．研究目的 
乳癌の術前化学療法早期効果判定において、従来よ

りFDG-PETの有用性が報告されている。ただし、F
DG-PETを乳癌の術前化学療法の効果推定に日常臨

床で使用するには種々の制約があり困難な場合が多

い。一方で商用機MRIによるMRSの有用性も報告さ

れつつある。当研究の先行研究においてもMRSの有

用性は明らかであった。ところが、MRSは計測時間

が10分以上かかることや精確な計測技術的に難しく

、普及しにくいのも事実である。今回我々は日常臨

床で撮像されているDW-MRIを利用した拡散の解析

により乳癌の術前化学療法早期効果予測が可能であ

るか検討した。 
 
B．研究方法 
対象は病理組織学的に乳癌と診断され、手術前に術

前化学療法 (NAC) が施行された症例で、術前化学

療法前と2コース後に適切なDW-MRIとMRSが施行

されたた症例である。これらの症例に対して、治療

前後での従来からの解析法である腫瘍全体のADC
の変化率、新規解析法であるHistogram解析でのArea 
Under the Curve (AUC) の変化率、また、MRSによ

るコリンの変化率をNACのresponder群とnon respon
der群間で比較検討した。 
（倫理面への配慮） 
各種画像データーは日常診療行為の範囲 内で得ら

れたものを使用し、包括的同意書 を含めた患者か

らの同意を文書で得た。 
 

Ｃ．研究結果 
対象は21例で、術後病理にて判定されたresponder群
は7例、non responder群は14例であった。両群間でA
DCの変化率に有意差は無かったが(p=0.37)、Histogra
m解析ではp=0.0002、MRSではp=0.0008と有意差を認

めた。 
D．考察 
本研究の結果からDW-MRIのデーターをHistogram
解析することでMRSと同様にresponder群とnon resp
onder群をと層別化することが可能と推察される。A
DC値をそのまま利用するのではなく、Histogram化し

腫瘍部分を抽出・定量化することにより、精密な解

析が可能であったと推察される。AUCを計算する範

囲を閾値として設定することで、客観性を担保した

上で腫瘍部分を抽出することができる。従来のADC
の解析では悪性度の低い部分も含めて解析していた

が、Histogram解析では精確に悪性度の高い部分を解

析することが可能であり、その結果MRSと同程度の

精度層別化が可能であったと推察される。 
 
Ｅ.結論 
今回の研究でMRIによる乳癌の術前化学療法の早期

効果判定にDW-MRIのHistogram解析が有用である

可能性が示唆された。今後はADCの閾値や計測する

b factorなどの最適化をはかるとともに、多施設での

前向き研究を施行することが重要であろう。 
 
Ｆ．研究発表 
１．論文発表 
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①平成22年度 
Seiko Kuroki-Suzuki, Yoshimumi Kuroki, Tsutomu Is
hikawa, Hideya Takano, Noriyuki Moriyama.: Diagno
sis of breast cancer with multidetector computed tom
ography:analysis of optimal delay time after contrast 
media injection Clinical Imaging. 34(1):14-19,2010 
関口隆三、黒木嘉典、菱沼正一: 脂肪を内包する後

腹膜腫瘤の１例. 胆と膵 31(7):634-635, 2010 
翻訳：梶靖、那須克宏、松枝清、吉満研吾, 企画・

編集 黒木嘉典、高原太郎:癌バイオマーカーとして

の拡散強調磁気共鳴イメージング(DWI-MRI)：コン

センサスと推奨事項. 日本磁気共鳴医学会Body Diff
usionワーキンググループ, 2010 
②平成23年度 
石川 勉、梶 靖、五十嵐 誠治、関口 隆三、黒

木 嘉典、山邉裕一郎: 画像診断と病理「低分化進

行胃癌」. 画像診断 31(10):984-985, 2011 
Seiko Kuroki-Suzuki、Yoshifumi Kuroki、Katsuhiro N
asu、Chieko Nagashima、Minori Machida、Yukio Mu
ramatsu、Noriyuki Moriyama.: Pancreatic cancer scree
ning employing noncontrast magnetic resonance imagi
ng combined with ultrasonography. Jpn J Radiol 29:2
65-271, 2011 
③平成24年度 
黒木嘉典: MR Mammography. CLINICIAN'12 614:1
20-126, 2012 
④平成25年度 
①黒木嘉典、乳腺：2つのｂ値の使用、高原太郎（監

）、高橋光幸他（編）、MRI応用自在MRI、MEDIC
ALVIEW、2013、436-437 
②黒木嘉典、乳腺の拡散強調画像-Multiple b factor 
DWI、青木茂樹他（編）、これでわかる拡散MRI（
第3版）、2013、317-318 
 
2.  学会発表 
①平成22年度 
Yoshifumi Kuroki,et al;Diffusion-Weighted Imaging(D
WI)for Breast Cancer;Challenging to Diaagnose Ducta
l Carcinoma in Situ(DCIS) and Invasive Lobular Car
cinoma (ILC)、IWDM2010 
Yoshifumi Kuroki,et.al; Characterizing of the Br
east Cancer Employing Diffusion-weighted Imagi
ng and Proton MR Spectroscopy; Could choline-

waterratio and apparent diffusion coefficient(AD
C) values be useful indicators for vascular invas
ion and lymph node metastases? ECR2011 
黒木嘉典 、他、MDCTによるいわゆるDead space
容積の推定～Dynamic studyにおける生理食塩水注

入量の最適化～、第69回日本医学放射線学会総会、2
010 
②平成23年度 
Yoshifumi Kuroki,et al; Evaluation of early response 
to neoadjuvant (NAC) chemotherapy for breast cancer
; comparison between MR spectroscopy and Diffusio
n-weighted MR imaging ,ECR2012 
黒木嘉典、他、４つのピクセルサイズの異なるF
PD-MMGシステムでの微細石灰化の検出能と微

細構造識別能の比較、第21回仁尾本乳癌検診学

会学術総会,2011 
③平成24年度 
黒木嘉典、MRIによる乳癌術前化学療法の早期効果

判定、第71回日本医学放射線学会総会 
黒木嘉典、非イオン性Gd造影剤がMRSに及ぼす

影響について〜乳癌症例での検討〜、第40回日

本磁気共鳴医学会大会2012 
④平成25年度 
①Yoshifumi Kuroki,etal,Diffusion-weighted MRI、Kor
ea-Japan International Meeting on Breast Imaging 201
3 
②Yoshifumi Kuroki,etal,Optimization of Breast 
DWI Protocol、2nd International Congress on Ma
gnetic Resonance Imaging & the 19th Annual A
cientific Meeting of KSMRM 
 
H. 知的財産権の出願・登録状況 
該当無し 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
病理学的リファレンシャルデータベース構築に関する研究 

 
研究分担者 九嶋 亮治 国立がん研究センター中央病院病理臨床検査科医長 

 
次世代バーチャルスライド(VS)装置を用いた病理スライドグラスのデータベース化は病

理診断業務に有用である。VS化された病理画像やそれを用いた診断トレーニングソフト

のインターネット上の公開は病理診断の均てん化に貢献できる。 
 
A. 研究目的 
病理スライドグラス上の画像データを高精度かつ高

速にスキャンしデータベース化する次世代バーチャ

ルスライド装置を開発・応用し，病理診断の診断能

を向上させる． 
 
B. 研究方法 
国立がん研究センター中央病院に保存された病理ス

ライドグラスと他院借用標本を次世代バーチャルス

ライド装置でデータベース化する．また，がん対策

情報センター病理診断コンサルテーション推進室に

蓄積された標本のうち教育的症例や稀少がん症例も

バーチャルスライド化する．こられの症例の一部を

利用して病理診断トレーニングソフトを開発する． 
（倫理面への配慮） 
当院の包括同意を受けた過去の症例を用いている。

コンサルテーション症例についてはコンサルテーシ

ョン依頼主とコンサルタントの承認を再度得ている

。 
 
C. 研究結果 
 当院のスライドグラスと他院借用標本を10万枚以

上取り込みデータベース(DB)化した． これにより，

既往標本や他院標本を参照することが日常的に可能

になった。DB化したVSを一般的なパソコンのViewe
rで観察することを可能にしたので，DB画像を教育

研修に用いることが可能となった。 
「肺腺癌新分類の病理診断：トレーニングソフト」

と「胃癌HER2検査：診断トレーニングソフト生検編

」を開発し，国立がん研究センターがん対策情報セ

ンターがん診療画像レファレンスデータベースのホ

ームページ上での公開を開始した。また，病理コン

サルテーションの一部もVSと静止画を用いて公開

した. 
 
D. 考察 
日常病理診断を前向きにVSで診断するには至って

いないが，近い将来，ガラスフリーによる病理診断

時代到来を見据えた土壌ができたと考えている．診

断トレーニングソフトはインターネット上で容易に

アクセスでき、がん病理診断の標準化・均てん化に

寄与する研究であると思われる。コンサルテーショ

ン例の公開はバーチャルスライドにコンサルタント

の意見を添付したものであり、全国のがん病理診断

能の底上げにつながると考えている。 
 
E. 結論 
次世代バーチャルスライド装置を用いた病理スライ

ドグラスのデータベース化は日常病理診断業務に有

用である，バーチャルスライド化された病理画像や

それを用いた診断トレーニングソフトのインターネ

ット上の公開は一般病理医の診断の向上と均てん化

に貢献できる． 
 
F. 研究発表 
 1. 論文発表  なし 
   2. 学会発表  なし 
 
G. 知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得  なし 
 2. 実用新案登録  なし 
 3. その他  なし 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
医用画像データベースの構築と発信に関する研究 

 
研究分担者 上田 真信 九州がんセンター 消化管・内視鏡科 医長 

 
研究要旨 
がんの“均てん化”事業の一つとして、国立がんセンター、その他の病院との連携を一層

深め、①「消化管医用画像データベース」の症例数の増加と内容の充実をはかった。 
今年度は研究の最終年度にあたり、これまでの「消化管医用画像データベース」に「二

重造影法の意義」、「画像による形態学」、「比較診断学」のテーマにて、104画像を

追加登録した。累計は816症例の12,246画像となった。このデータベースは、多言語（日

本語、英語、中国語、韓国語、スペイン語）にてインターネット上で発信し続けた。 
また、②「血液腫瘍画像データベース」の構築を進め、 今年度は20症例、174画像を日

本語と英語で発信し、累計は225症例、1,755画像となった。 一方、精神腫瘍学の視点か

ら患者や家族のQOLの向上を目指し、③「癒し憩い画像データベース」を充実させた。

 今年度は静止画19,300、動画936を登録発信し、累計は静止画206,949枚、動画7,932本と

なった。1日に平均、約1.1万件のアクセスがあった。 またこれまでに蓄積した画像をテ

ーマ別に約7分に編集したものを、患者や家族用として追加・更新し、累計は275本とな

った。 
 
A. 研究目的 
世界的にみて、インターネット上での医学の遠隔教

育、遠隔診断が進みつつある。 しかし、その際に必

要となる画像データベースの構築は、殆どなされて

いない。 わが国においては、消化管がんの画像に関

して最も進んでおり、世界を指導できる質の高い症

例と画像が蓄積されているため、データベース化を

推進する。 一方、女性がんとして注目を浴びている

乳腺腫瘍画像データベース、また九州に多いATLを
はじめ、種々の造血器腫瘍や骨髄転移性腫瘍を含む

血液腫瘍画像データベースを構築する。 一方、患者

や家族のQOLの向上と精神腫瘍学への貢献を目指し

て、自然の風景・情景をとり入れた「癒し憩い画像

データベース」の充実をはかり公開する。 
 
B. 研究方法 
消化管腫瘍、乳腺腫瘍、血液腫瘍の各種がんの典型

例、稀だが重要な例、がんと間違われやすい例など

の画像をデータベース化した。 疾患名、臓器、大き

さ、各モダリティー、病理組織像などにて検索でき

るデータベースにするため、バージョンアップを常

に行った。 

（倫理面への配慮） 
倫理面として、画像表示については、個人の同定が

できない画像のみを登録し、またID、撮影年月日な

どが表示されないように画像処理を行った。 なお、

患者や一般市民から提供された「癒し憩い画像デー

タベース」登録については倫理性に合致する内容の

み選択して登録した。 
 
C. 研究結果 
１．消化管医用画像データベース 
種々の消化管腫瘍の典型例、非典型例、稀な例、お

よび腫瘍と間違われやすい疾患や病変を含め、平成2
2、23、24、25年度の4年間に74症例、820画像を登録

した。これまで日本語、英語、中国語、韓国語、ス

ペイン語にて発信した。 その結果、週平均8千件の

アクセス（トップページからのアクセス数）があっ

た。そのうち約１５％は海外からのアクセスであっ

た。最終年度には、我が国で開発された二重造影法

が診断学に果たした役割を明らかにするために、「

二重造影法の意義」、「画像による形態学」、「比

較診断学」のテーマにて、104画像を登録した。 
２．乳腺腫瘍画像データベース 
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乳腺腫瘍の典型例、非典型例、稀な例、および腫瘍

と間違われやすい疾患や病変を含め、30症例、334
画像（MMC－84、US－41、MRI－67、細胞診－9、
病理組織像－133）を登録し、日本語、英語にて発信

した。 これまで110,410人からのアクセスがあった

。なお、この期間中、乳腺腫瘍については新登録は

なかったが、従来の症例の発信は継続した。 
３．血液腫瘍画像データベース 
血液腫瘍の典型例、非典型例、稀な例、および腫瘍

と間違われやすい疾患や病変を含め、これまで73症
例、527画像を登録発信した。また２００８年のWH
O分類にそって内容を改めつつ追加更新した。これ

まで80,024人からのアクセスがあった。 
４．癒し憩い画像データベース 
 4年間に静止画81,551、動画2,925を登録した。１日

に約１万～1.5万件のアクセスがあった。 また、パ

ンフレット、CD-ROM、DVD、画像集、冊子を作成

し広報化を進めた。なお平成２５年度の研究終了後

も、NPOと連携しつつ登録と発信を続けることにし

た。 
 
D. 考察 
「消化管医用画像データベース」について４年間で

は、画像検索機能と表示法の充実化をはかり、疾患

分類、部位、腫瘍の肉眼分類、大きさ、キーワード

別とし、データベースの質が一層の向上を図った。 
また、「乳腺腫瘍画像データベース」と「血液腫瘍

画像データベース」の構築とインターネット上への

発信を継続し、日本語、英語にて発信した。 また、

患者やその家族や医療関係者のQOLの向上と精神腫

瘍学への貢献のため「癒し憩い画像データベース」

として、過去4年間に静止画81,551枚、動画2,925本を

登録し公開した。 その結果、構築を開始してからの

総計は、静止画206,949枚、動画7,932本となり、種々

の検索機能をとり入れた。現在、アクセス数は１日

に、約1万～1.5万件に及んでいる。 
 
E. 結論 
4年間で「消化管医用画像データベース」として73
症例、820画像を追加発信した。 また「乳腺腫瘍画

像データベース」は30症例、334画像、「血液腫瘍画

像データベース」は73症例、527画像も発信を継続し

た。 その結果、医療関係者特に医学生や研修医への

教育用、医師の生涯教育用、医療関係者以外への啓

蒙用などに活用できる体制を整えた。  
一方、患者や家族のQOLの改善を目指して、「癒し

憩い画像データベース」を構築し、静止画81,551画
像、動画2,925本をインターネット上で発信した。 
パンフレットやCD-ROM、DVDなどを作成し“がん

と心”などの市民公開講座、テレビ番組等で紹介され

た。 
 
 
F. 健康危険情報 
  特になし 
 
G. 研究発表 
１．論文発表 
 なし 
２．学会発表 
 なし 
 
H. 知的財産権の出願登録状況 
１．特許取得 
 なし 
２．実用新案登録 
 なし 
３．その他 
 特になし 
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厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
コンピュータ支援診断システムと画像データベース構築に関する研究 

 
研究分担者 仁木 登 徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授 

 
研究要旨：我国において肺がん死は大きな社会問題となっている。治療成績向上のためには、

早期発見・早期治療が早急に確立されることが求められる。本研究は､肺がん死を減少させるた

めに、肺がんの高度な画像診断・治療支援システムを開発して実用化する。これは大規模デー

タに裏付けられた定量的な根拠に基づく肺がんの高性能診断アルゴリズムや高性能治療前計画

アルゴリズムを確立して新しい診断・治療支援システムを開発し、臨床展開して実用化をする

こと目指すものである。 
 
Ａ．研究目的 
 我国において肺がん死は大きな社会問題となっ

ている。治療成績向上のためには、早期発見・早

期治療が早急に確立されることが求められる。肺

がん死を減少させるために、肺がんの高度な画像

診断・治療支援システムを開発して実用化する。

これは大規模データに裏付けられた定量的な根拠

に基づく肺がんの高性能診断アルゴリズムや高性

能治療前計画アルゴリズムを確立して新しい診断

・治療支援システムを開発し、臨床展開して実用

化をすること目指すものである。 
 
Ｂ．研究方法 
本研究は、肺がんの診断・治療を高度に支援する

コンピュータ支援画像診断・治療システムを開発

する。この内容は（A）肺がんCT検診支援システ

ムの実用化、（B）肺がん鑑別診断支援システムの

研究開発、（C）肺がん治療前計画支援システムの

研究開発である。このために（１）肺がんの大規

模３次元CT画像データベースの構築、（２）マル

チスライスCT画像による肺がんの病態・その経時

変化と診断・治療・病理情報の解析・体系化、（

３）根拠に基づく定量的かつ論理的な肺がんの高

精度コンピュータ支援診断・治療技術の創出、（

４）臨床システムの構築、（５）臨床評価・Prosp
ective Studを実施する。 
（倫理面への配慮） 
 画像データは、個人情報保護法に関わるために

関連医療施設の倫理委員会の承認を得て行い、共

同研究者である医師にお願いしてインフォームド

コンセントを行って頂き、受診者の同意を得たも

のを使用し、個人の特定が可能な情報をすべて削

除する匿名化処理を施したデータのみを対象とし

た。この画像データの取り扱いには十分注意を払

い、外部ネットワークから完全に遮断した研究室

内LAN内に研究用装置を設置して運用し、研究室

外部への流出を防止する。システム的、運用上の

セキュリティ管理は、秘密保持契約を結んだ研究

者のみにデータベースへのアクセスを限定して、

構築・運用に関する計画、連絡体制を明確にし、

対応手順をマニュアル化して利用者教育を定期的

に実施して緊急時に迅速対応できる連絡体制を確

立している。 
 
Ｃ．研究結果 
（１）肺がんの大規模３次元CT画像データベース

の構築、（２）マルチスライスCT画像による肺が

んの病態・その経時変化と診断・治療・病理情報

の解析・体系化、（３）根拠に基づく定量的かつ

論理的な肺がんの高精度コンピュータ支援診断・

治療技術の創出、（４）臨床システムの構築、（

５）臨床評価・Prospective Studyを実施した。特に

CADeプロトタイプシステムを完成し、限局性陰

影・非限局性陰影・胸水などの多様な早期肺

がんの検出を可能にした｡低線量CT画像テス

トデータ80症例に適用した性能検証結果，限

局性陰影に関して検出精度99.3%（5mm以上の

陰影），拾いすぎ個数は１症例当り5.61個とい

う高い検出能を達成した｡ 
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Ｄ．考察  
 国内・国外の研究開発状況として、肺がんCT検
診支援システムは厚生労働省の薬事承認を得たも

のはない。米国では企業がFDAの承認を得ている

が、これらの検出性能は検出能80%程度、拾いすぎ

個数症例当たり6～8個と低性能である。肺がんの

病態の多様性より大規模画像評価ではさらに検出

性能が低下することは必至であり、臨床現場では

普及していない。肺がん鑑別診断支援システムや

肺がん治療前計画支援システムに関しては薬事承

認やFDA承認を得たシステムはなく、臨床現場か

ら開発が強く望まれている。本研究の意義は非常

に大きいと考える。 
 
Ｅ．結論 
本研究は、肺がんの診断・治療を高度に支援する

コンピュータ支援画像診断・治療システムを開発

する。この内容は（A）肺がんCT検診支援システ

ムの実用化、（B）肺がん鑑別診断支援システムの

研究開発、（C）肺がん治療前計画支援システムの

研究開発である。このために（１）肺がんの大規

模３次元CT画像データベースの構築、（２）マル

チスライスCT画像による肺がんの病態・その経時

変化と診断・治療・病理情報の解析・体系化、（

３）根拠に基づく定量的かつ論理的な肺がんの高

精度コンピュータ支援診断・治療技術の創出、（

４）臨床システムの構築、（５）臨床評価・Prosp
ective Studyを進め、薬事申請を念頭にしたシス

テム実用化に向けた成果を得た。 
 
Ｇ．研究発表 
1. 発表論文 
①平成22年度 
鈴木秀宣，財田伸介，河田佳樹，仁木登，西谷弘

，大松広伸，土田敬明，江口研二，金子昌弘，森

山紀之: 肺がんCT検診のための画像選別法. 電子

情報通信学会論文誌 J93-D(4):522-534, 2011 
仁木登，河田佳樹: 肺がんCT検診のコンピュータ

支援診断（CAD）. 医用画像ハンドブック（株式

会社オーム社）761-777, 2010 
H.Suzuki, Y.Kawata, N.Niki, H.Ohmatsu, T.Tsuchid
a, K.Eguchi, M.Kaneko, N.Moriyama.: Comparative
 reading system for lung cancer CT screening【3rd 
JSPFI & 5th IWPFI Scientific Presentation Award

受賞】. Joint Meeting combining, The Third meetin
g of the Japanese Society of Pulmonary Functional 
Imaging, 5th International Workshop for Pulmonary
 Functional Imaging 93, 2011 
S.Saita, Y.Kawata, N.Niki, H.Ohmatsu, T.Tsuchida, 
K.Eguchi, M.Kaneko, N.Moriyama, Y.Nakano, M.M
ishima.: Clinical chest CAD system for lung cancer,
 COPD, and osteoporosis based on MDCT images
【3rd JSPFI & 5th IWPFI Scientific Presentation A
ward受賞】. Joint Meeting combining, The Third m
eeting of the Japanese Society of Pulmonary Functi
onal Imaging, 5th International Workshop for Pulm
onary Functional Imaging 163, 2011 
M.Matsuhiro, S.Saita, Y.Kawata, N.Niki, Y.Nakano,
 M.Mishima, H.Ohmatsu, K.Eguchi, M.Kaneko, N.
Moriyama.: Segmentation of thoracic organs from 
multi-slice CT images. Joint Meeting combining, Th
e Third meeting of the Japanese Society of Pulmon
ary Functional Imaging, 5th International Workshop
 for Pulmonary Functional Imaging 164, 2011 
S.Tani, K.Noma, H.Suzuki, S.Saita, Y.Kawata, N.Ni
ki, M.Miyazaki, Y.Nakano.: Analysis of respiratory 
movement using 4-dimensional chest CT image【3r
d JSPFI & 5th IWPFI Scientific Presentation Awar
d受賞】. Joint Meeting combining, The Third meeti
ng of the Japanese Society of Pulmonary Functional
 Imaging, 5th International Workshop for Pulmonar
y Functional Imaging 112, 2011 
J.Oya, Y.Kawata, N.Niki, T.Sugiura, N.Tanabe, Y.T
akiguchi, K.Tatsumi.: Developments of thrombosis d
etection algorithm using the contrast enhanced CT i
mages. Joint Meeting combining, The Third meetin
g of the Japanese Society of Pulmonary Functional 
Imaging, 5th International Workshop for Pulmonary
 Functional Imaging 164, 2011 
A.S.Maklad, M.Matsuhiro, Y.Kawata, N.Niki, T.Uts
unomiya, M.Shimada, H.Nishitani.: Extraction of liv
er region from CT dataset based on blood vessel in
formation【Best Poster Award受賞】. International F
orum on Medical Imaging in Asia 2011 pp.283-286
, 2011 
Y.Hu, M.S.Ahamed, E.Takahashi, H.Suzuki, Y.Kaw
ata, N.Niki, M.Suzuki, N.Moriyama G.Iinuma.: Extr
action of colon segments from multi-slice CT imag



- 85 - 

es for colon cancer screening. International Forum o
n Medical Imaging in Asia 2011 pp.287-289, 2011 
N.Niki.: 【Invited talk】Chest CT images. Internatio
nal Conference on Medical Biometrics 2010 
N.Niki.: 【Invited talk】Computational anatomy for 
CAD. International Journal of Computer Assisted R
adiology and Surgery 2010 
②平成23年度 
Y.Kawata, N.Niki, H.Ohmatsu, M.Kusumoto, T.Tsuc
hida, K.Eguchi, M.Kaneko, N.Moriyama.: Quantitati
ve classification based on CT histogram analysis of
 non-small cell lung cancer: Correlation with histop
athological characteristics and recurrence-free surviva
l. Medical Physics, 39(2):988-1000, 2012 
M.Tominaga, Y.Kawata, N.Niki, N.Moriyama, K.Ya
mada,J.Ueno, H.Nishitani.: Measurements of multi-d
etector CT surface dose distributions using a film d
osimeter and chest phantom. Medical Physics 38(5):
2467-2478, 2011 
M.Sinsuat, S.Saita, Y.Kawata, N.Niki, H.Ohmatsu, T
.Tsuchida, R.Kakinuma, M.Kusumoto, K.Eguchi, M.
Kaneko, H.Morikubo, N.Moriyama.: Influence of sli
ce thickness on diagnoses of pulmonary nodules usi
ng low-dose CT: potential dependence of detection 
and diagnostic agreement on features and location o
f nodule. Academic Radiology 18(5):594-604, 2011 
仁木登，河田佳樹，鈴木秀宣.: 早期肺がんの定量

的CT画像診断. 呼吸と循環 59(12):1181-1188, 201
1 
河田佳樹，仁木登.: 医用画像診断支援の最前線. 
電子情報通信学会情報システムソサイエティ誌 1
6(3):7-8, 2011 
仁木登，河田佳樹，鈴木秀宣.: 計算解剖モデルに

基づく診断支援. MEDICAL IMAGING TECHNO
LOGY 29(3):123-128, 2011 
H.Suzuki, K.Noma, Y.Kawata, N.Niki, M.Miyazaki,
 Y.Nakano.: Quantitative respiratory motion analysis
 of thoracic organs using four-dimensional CT imag
es. The 2012 International Workshop on Advanced 
Image Technology, 8-13, 2012 
N.Niki, Y.Kawata, H.Suzuki, M.Harada, H.Ohtsuka,
 J.Ueno, M.Shimada, T.Takayama, M.Abe, H.Itoh, 
M.Kaneko, K.Eguchi, M.Kusumoto, T.Tuchida, H.O
hmatsu, M.Takahashi, Y.Nakano, H.Sakai, Y.Takigu

chi.: Computer-aided diagnosis based on computatio
nal anatomical models: progress overview FY2011. 
The 3rd International Symposium on the Project "C
omputational Anatomy" 35-42, 2012 
仁木登: 【招待講演】肺がん・COPD・骨粗鬆症の

CT画像解析. 第4回呼吸機能イメージング研究会

学術集会 p.36, 2012 
河田佳樹，仁木登: 【招待講演】胸部3次元CT画像

を用いた肺がんの鑑別診断支援. 電子情報通信学

会技術研究報告医用画像 111(389):171-172, 2012 
N.Niki.: Invited Talk】Computer aided diagnosis for 
chest CT images. The 2012 International Workshop
 on Advanced Image Technology pp.2-7, 2012 
③平成24年度 
仁木登，河田佳樹，鈴木秀宣: 第6章コンピュータ

支援検出／診断 2 CT画像. 実践医用画像解析

ハンドブック（株式会社オーム社）pp.605-614, 20
12 
仁木登，河田佳樹，鈴木秀宣: II.画像処理と解析 

2.X線CT画像 2.3肺. 医用画像ハンドブック（日本

医用画像工学会）pp.576-582, 2012 
H.Suzuki, Y.Kawata, N.Niki, Y.Nakano, H.Ohmatsu,
 M.Kusumoto, T.Tsuchida, K.Eguchi, M.Kaneko, N.
Moriyama.: Longitudinal follow-up study of smokin
g-induced emphysema progression using low-dose C
T screening. International Forum on Medical Imagin
g in Asia 2012, O7-2[150], 2012 
仁木登: 【大会長講演】肺のCT画像解析. 第5回呼

吸機能イメージング研究会学術集会 2012 
仁木登: 【教育講演】肺の画像解析-CADeとCADx.
 第21回日本コンピュータ外科学会大会 14(3):12(I
L)-1, 2012 
④平成25年度 
T.Ishihara, T.Kobayashi, N.Ikeno, T.Hayashi, M.Sak
akibara, N.Niki, M.Satake, N.Moriyama: Evaluation 
of a near-infrared-type contrast medium extravasatio
n detection system using a swine model, J Comput
 Assist Tomogr, Vol.38, No.2, 2014.3. (in press)  
A.S.Maklad, M.Matsuhiro, H.Suzuki, Y.Kawata, N.
Niki, M.Satake, N.Moriyama, T.Utsunomiya, M.Shi
mada: Blood vessel-based liver segmentation using t
he portal phase of an abdominal CT dataset, Medic
al Physics, Vol.40, No.11, 113501(17pp), 2013. 
豊田修一，片貝智恵，仁木登：保健医療分野にお



- 86 - 

ける情報視覚化，情報処理学会デジタルプラクテ

ィス，Vol.4，No.3，pp.251-259，2013. 
高橋英治，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，上野淳二，原田雅史，森山紀之：胸部マルチ

スライスCT 画像を用いた骨粗鬆症診断支援シス

テム，電子情報通信学会論文誌，Vol.J.96-D，No.4
，pp.892-900，2013. 
松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，上野淳

二，中野恭幸，小川惠美子，室繁郎，大松広伸，

森山紀之：胸部マルチスライスCT画像における葉

間裂抽出法，電子情報通信学会論文誌，Vol.J.96-D
，No.4，pp.834-843，2013. 
（国際会議論文） 
Y.Kawata, N.Niki, H.Ohmatsu, K.Aokage, M.Satake,
 M.Kusumoto, T.Tsuchida, K.Eguchi, M.Kaneko, N.
Moriyama: Potential usefulness of a topic model-bas
ed categorization of lung cancers as quantitative CT
 biomarkers for predicting the recurrence risk after 
curative resection, Proc. SPIE Medical Imaging, 201
4. (to appear) 
H.Suzuki, Y.Kawata, N.Niki, Y.Nakano, H.Ohmatsu,
 M.Kusumoto, T.Tsuchida, K.Eguchi, M.Kaneko, N.
Moriyama: Longitudinal follow-up study of smoking
-induced emphysema progression in low-dose CT sc
reening of lung cancer, Proc. SPIE Medical Imagin
g, 2014. (to appear) 
Y.Fukuoka, Y.Kawata, N.Niki, K.Umetani, Y.Nakan
o, H.Ohmatsu, N.Moriyama, H.Itoh: Microstructure 
analysis of the pulmonary lung of the secondary lo
bules by a synchrotron radiation CT, Proc. SPIE M
edical Imaging, 2014. (to appear) 
（国際会議発表） 
N.Niki: Multi-scale organ modeling: from macro to
 micro, IEEE-EBMC, 2013. 
N.Niki: Human pulmonary acinar analysis through 
3D SRμCT images, International Journal of Comput
er Assisted Radiology and Surgery, 2013. 
（招待講演） 
N.Niki: 【Invited Talk】Multiscale image analysis of
 lung CT images, MICCAI Workshop 2013, 2013.
9.26, Nagoya. (Nagoya University) 
仁木登：【特別講演】肺のCT画像解析―基礎研究

から実用化まで―，第14回千葉県CT研究会，2013
年8月31日，千葉.（三井ガーデンホテル千葉） 

仁木登：放射光CTを用いた肺微細構造の解析，日

本医用画像工学会大会，SP3-3，2013年8月3日，東

京．（産業技術総合研究所） 
Satoh H., Niki N., Eguchi K., Kaneko M., Ohmats
u H., Moriyama N. :Teleradiology network system 
on cloud using the web medical image conference 
system with a new information security solution, SP
IE Medical Imaging, Orland, 2014.2 
2. 学会発表 
①平成22年度 
鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，大松広伸，土田敬

明，江口研二，金子昌弘，森山紀之，中野恭幸，

三嶋理晃：マルチスライスCT画像を用いたCOPD
の解析，第18回日本CT検診学会学術集会，OR3-2
，2011. 
松廣幹雄，財田伸介，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，三嶋理晃，大松広伸，土田敬明，江口研二，

金子昌弘，森山紀之：マルチスライスCT画像の胸

部構造解析，第18回日本CT検診学会学術集会，OR
5-1，2011. 
大屋淳，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，杉浦寿彦

，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一郎：造影CT画像を

用いた肺血栓塞栓症検出アルゴリズムの検討，第1
8回日本CT検診学会学術集会，OR5-2，2011. 
高橋英治，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，大松広

伸，西谷弘，森山紀之：胸部マルチスライスCT画
像を用いた骨粗鬆症診断支援システム，第18回日

本CT検診学会学術集会，OR5-3，2011. 
財田伸介，鈴木秀宣，松廣幹雄，高橋英治，河田

佳樹，仁木登，大松広伸，土田敬明，江口研二，

金子昌弘，森山紀之：肺がんCT検診のコンピュー

タ診断支援システム，第18回日本CT検診学会学術

集会，OR6-3，2011. 
細川拓也，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，大松広

伸，梅谷啓二，森山紀之，伊藤春海：放射光CT画
像による肺二次小葉の構造解析，電子情報通信学

会技術報告 医用画像，Vol.110，No.364，pp.179-
182，2011. 
大屋淳，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，杉浦寿彦

，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一郎：造影CT画像を

用いた肺血栓塞栓症検出アルゴリズムの検討，電

子情報通信学会技術報告 医用画像，Vol.110，No
.364，pp.189-192，2011. 
田仁誠二，野間和夫，鈴木秀宣，財田伸介，河田



- 87 - 

佳樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元胸部C
T画像を用いた呼吸動態の解析，電子情報通信学会

技術研究報告 医用画像，Vol.110，No.280，pp.1-
4，2010. 
田仁誠二，野間和夫，鈴木秀宣，財田伸介，河田

佳樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4D-CTを用い

た呼吸動態の解析，生体医工学シンポジウム2010
，pp.115-118，2010. 
財田伸介，高橋英治，河田佳樹，仁木登，大松広

伸，土田敬明，江口研二，金子昌弘，森山紀之，

中野恭幸，三嶋理晃：肺がん・COPD・骨粗鬆症C
T検診のコンピュータ診断支援システム，第10回日

本VR医学会学術大会，p.18，2010. 
松廣幹雄，財田伸介，河田佳樹，仁木登，阪井宏

彰，伊達洋至：呼吸器外科手術のためのCT画像解

析，第10回日本VR医学会学術大会，p.19，2010. 
松廣幹雄，財田伸介，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，大松広伸，江口研二，金子昌弘，森山紀之：

マルチスライスCT画像の胸部構造解析，電子情報

通信学会技術研究報告 医用画像，Vol.110，No.1
95，pp.27-29，2010. 
立花貴之，財田伸介，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，大松広伸，江口研二，金子昌弘，森山紀之，

富永慶晤：マルチスライスCT画像を用いた気管支

壁の定量的解析，日本医用画像工学会大会，PP4-2
0，2010. 
大屋淳，河田佳樹，仁木登，杉浦寿彦，田邊信宏

，滝口裕一，巽浩一郎：造影CT画像を用いた肺血

栓塞栓症検出アルゴリズムの検討，日本医用画像

工学会大会，PP4-21，2010. 
櫻井宏介，松廣幹雄，財田伸介，河田佳樹，仁木

登，西谷弘，中野恭幸，大松広伸，江口研二，金

子昌弘，森山紀之，三嶋理晃：マルチスライスCT
画像の肺葉分割法の評価，日本医用画像工学会大

会，PP4-22，2010. 
細川拓也，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，森山紀

之，伊藤春海：放射光CT画像による肺二次小葉の

構造解析，日本医用画像工学会大会，PP4-24，201
0. 
田仁誠二，野間和夫，鈴木秀宣，財田伸介，河田

佳樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4D-CTを用い

た呼吸動態の解析，日本医用画像工学会大会，PP-
4-25，2010. 
大屋淳，河田佳樹，仁木登，杉浦寿彦，田邊信宏

，滝口裕一，巽浩一郎：造影CT画像を用いた肺血

栓塞栓症検出アルゴリズムの検討，電子情報通信

学会技術報告 医用画像，Vol.110，No.121，pp.1-
4，2010. 
細川拓也，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，森山紀

之，伊藤春海：放射光CT画像による肺二次小葉の

構造解析，電子情報通信学会技術報告 医用画像

，Vol.110，No.121，pp.5-8，2010. 
Ahmed S.Maklad, M.Matsuhiro, Y.Kawata, N.Niki, 
T.Utsunomiya, M.Shimada, H.Nishitani: Liver extrac
tion based on blood vessel using multislice CT data
sets, IEICE Technical Report Medical Imaging, Vol.
110, No.121, pp.21-26, 2010. 
鈴木秀宣，田仁誠二，野間和夫，財田伸介，河田

佳樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元胸部C
T画像を用いた呼吸動態の解析，電子情報通信学会

技術報告 医用画像，Vol.110，No.28，pp.59-62，2
010. 
高橋英治，財田伸介，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，西谷弘，森山紀之：胸部CT画像を用いた骨粗

鬆症診断支援アルゴリズム，電子情報通信学会技

術報告 医用画像，Vol.110，No.28，pp.63-66，20
10. 
鈴木秀宣，田仁誠二，野間和夫，財田伸介，河田

佳樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4D-CTを用い

た呼吸動態の解析，第5回京滋呼吸器リサーチフォ

ーラム，2010.【優秀賞受賞】 
佐藤均、仁木登、森山紀之：新しい情報の移送・

保存方式を用いてセキュリティを強化した遠隔読

影支援システム、第11回公益社団法人計測自動制

御学会 システムインテグレーション部門講演会

、pp.2159-2160, 仙台、2010.12. 
②平成23年度 
河田佳樹，仁木登，大松広伸，土田敬明，楠本昌

彦，江口研二，金子昌弘，森山紀之：拡大CT画像

を用いた経時変化の解析に基づく肺がんの鑑別診

断支援，第7回京滋呼吸器リサーチフォーラム，20
12. 
 鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭幸

，大松広伸，江口研二，金子昌弘，森山紀之：低

線量CT画像を用いた肺葉別LAVの経時解析，第7
回京滋呼吸器リサーチフォーラム，2012. 
 鈴木秀宣，高橋英治，河田佳樹，仁木登

，大松広伸，土田敬明，江口研二，金子昌弘，森



- 88 - 

山紀之：肺がんCT検診のコンピュータ診断支援シ

ステム，第19回日本CT検診学会学術集会，OR2-4
，2012. 
 高橋英治，河田佳樹，仁木登，中野恭幸

，原田雅史，森山紀之：胸部マルチスライスCT画
像を用いた骨粗鬆症診断支援アルゴリズム，第19
回日本CT検診学会学術集会，OR2-5，2012. 
 櫻井宏介，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登

，中野恭幸，三嶋理晃，大松広伸，江口研二，金

子昌弘，森山紀之：マルチスライスCT画像を用い

た気腫性病変の定量的解析，第19回日本CT検診学

会学術集会，OR3-1，2012. 
 立花貴之，櫻井宏介，桒田康博，鈴木秀

宣，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，三嶋理晃：マ

ルチスライスCT画像を用いた気道病変の定量的評

価，第19回日本CT検診学会学術集会，PS2-1，201
2. 
 中﨑春佳，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登

，杉浦寿彦，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一郎：造

影CT画像を用いた肺血栓塞栓症検出アルゴリズム

の検討，第19回日本CT検診学会学術集会，OR1-4
，2012. 
 河田佳樹，仁木登，大松広伸，土田敬明

，楠本昌彦，江口研二，金子昌弘，森山紀之：高

分解能CT画像を用いた肺がんのComputer-aided Pr
ognosis，第4回呼吸機能イメージング研究会学術集

会，p.78，2012. 
 鈴木秀宣，高橋英治，河田佳樹，仁木登

，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，金

子昌弘，森山紀之，中野恭幸，三嶋理晃：肺がんC
T検診のコンピュータ支援診断システム，第4回呼

吸機能イメージング研究会学術集会，p.76，2012. 
 松廣幹雄，河田佳樹，仁木登，中野恭幸

，室繁郎，三嶋理晃，大松広伸，楠本昌彦，土田

敬明，江口研二，金子昌弘，森山紀之：マルチス

ライスCT画像の胸部構造解析，第4回呼吸機能イメ

ージング研究会学術集会，p.47，2012. 
 立花貴之，櫻井宏介，桒田康博，鈴木秀

宣，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，大松広伸，江

口研二，森山紀之，金子昌弘，三嶋理晃：マルチ

スライスCT画像を用いたCOPDの定量的評価，第4
回呼吸機能イメージング研究会学術集会，p.59，2
012. 【優秀演題賞，2012年2月10日受賞】 
 中﨑春佳，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登

，杉浦寿彦，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一郎：造

影CT画像を用いた肺血栓塞栓症検出アルゴリズム

の検討，第4回呼吸機能イメージング研究会学術集

会，p.51，2012. 
 中尾俊哉，鈴木秀宣，野間和夫，河田佳

樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元CT画像を

用いた呼吸動態解析，第4回呼吸機能イメージング

研究会学術集会，p.48，2012. 
 鈴木秀宣，中﨑春佳，河田佳樹，仁木登

，杉浦寿彦，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一郎：造

影CT画像を用いた肺血栓塞栓症検出アルゴリズム

の検討，電子情報通信学会技術研究報告医用画像

，Vol.111，No.389，pp.231-234，2012. 
 松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登

，原田雅史，中野恭幸，三嶋理晃，大松広伸，楠

本昌彦，土田敬明，江口研二，金子昌弘，森山紀

之：マルチスライスCT画像の胸部構造解析，電子

情報通信学会技術研究報告医用画像，Vol.111，No
.389，pp.133-136，2012. 
 Ahmed S.Maklad, M.Matsuhiro, H.Suzuk
i, Y.Kawata, N.Niki, T.Utsunomiya, M.Shimada: Cl
assification of liver segments based on blood vessel
 information using the portal phase of a CT dataset
, IEICE Technical Report, Vol.111, No.389, pp.377-
382, 2012. 
 細川拓也，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二

，中野恭幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春海：放

射光CT画像による肺二次小葉の構造解析，電子情

報通信学会技術研究報告医用画像，Vol.111，No.3
89，pp.143-145，2012. 
 Y.Hu, M.S.Ahamed, E.Takahashi, H.Suz
uki, Y.Kawata, N.Niki, M.Suzuki, G.Iinuma, N.Mori
yama: Segmentation algorithm of colon based on m
ulti-slice CT colonography, IEICE Technical Report,
 Vol.111, No.331, pp.1-5, 2011. 
鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中尾俊哉，野間和

夫，宮崎正義，中野恭幸：4次元CT画像を用いた呼

吸動態解析，生体医工学会中国四国支部大会，p.4
8，2011.【若手研究奨励賞，2011年10月22日受賞】 
 高橋英治，松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳

樹，仁木登，原田雅史，大松広伸，楠本昌彦，土

田敬明，江口研二，金子昌弘，森山紀之，中野恭

幸，三嶋理晃：肺がん・COPD・骨粗鬆症低線量C
T検診のコンピュータ診断支援システム，生体医工



- 89 - 

学会中国四国支部大会，p.49，2011. 
 樋口真志，細川拓也，河田佳樹，仁木登

，梅谷啓二，中野恭幸，大松広伸，森山紀之，伊

藤春海：造影放射光CT画像を用いた肺微細構造の

解析，生体医工学シンポジウム2011，1-3-2，2011. 
 桒田康博，櫻井宏介，立花貴之，鈴木秀

宣，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，三嶋理晃，阪

井宏彰：マルチスライスCT画像を用いたCOPDの
定量的評価，生体医工学シンポジウム2011，1-3-3
，2011. 
 中尾俊哉，鈴木秀宣，野間和夫，河田佳

樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元胸部CT
画像を用いた呼吸動態解析，生体医工学シンポジ

ウム2011，1-3-4，2011. 
 細川拓也，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二

，中野恭幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春海：放

射光CT 画像による肺二次小葉の構造解析，電子情

報通信学会技術研究報告医用画像，Vol.111，No.1
99，pp.67-70，2011. 
 鈴木秀宣，中尾俊哉，野間和夫，河田佳

樹，仁木登，宮崎正義，中野恭幸：4次元CT画像を

用いた呼吸動態解析，第11回日本VR医学会学術大

会，p.18，2011. 
 松廣幹雄，河田佳樹，仁木登，中野恭幸

，三嶋理晃，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江

口研二，金子昌弘，森山紀之：マルチスライスCT 
画像の胸部構造解析，第11回日本VR医学会学術大

会，p.16，2011. 
 Y.Hu, M.S.Ahamed, E.Takahashi, H.Suz
uki, Y.Kawata, N.Niki, M.Suzuki, G.Iinuma, N.Mori
yama: Segmentation of rectosigmoid from CT colon
ography, JAMIT Annual Meeting, OP1-13, 2011. 
 櫻井宏介，桒田康博，鈴木秀宣，河田佳

樹，仁木登，中野恭幸，大松広伸，江口研二，森

山紀之，金子昌弘，三嶋理晃：マルチスライスCT 
画像の気腫性病変の定量的評価，日本医用画像工

学会大会，OP5-6，2011. 
 細川拓也，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二

，中野恭幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春海：放

射光CT 画像による肺二次小葉の構造解析，日本医

用画像工学会大会，OP5-7，2011. 
中﨑春佳，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，杉浦寿

彦，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一郎：造影CT画像

を用いた肺血栓塞栓症検出アルゴリズムの検討，

日本医用画像工学会大会，OP5-10，2011. 
中尾俊哉，鈴木秀宣，野間和夫，河田佳樹，仁木

登，宮崎正義，中野恭幸：4次元胸部CT 画像を用

いた呼吸動態の解析，日本医用画像工学会大会，O
P5-11，2011. 
Ahmed S. Maklad, M.Matsuhiro, H.Suzuki, Y.Kawa
ta, N.Niki, T.Utsunomiya, M.Shimada: Extraction of
 liver volumetry based on blood vessel anatomy fro
m portal phase CT dataset, IEICE Technical Report
, Vol.111, No.127, pp.55-59, 2011. 
櫻井宏介，立花貴之，桒田康博，鈴木秀宣，河田

佳樹，仁木登，中野恭幸，大松広伸，江口研二，

森山紀之，金子昌弘，三嶋理晃：マルチスライスC
T画像を用いたCOPDの定量的評価，電子情報通信

学会技術研究報告医用画像，Vol.111，No.127，pp.
41-43，2011. 
鈴木秀宣，野間和夫，河田佳樹，仁木登，宮崎正

義，中野恭幸：4次元CT画像を用いた呼吸動態の解

析，電子情報通信学会技術研究報告MEとバイオサ

イバネティクス，Vol.111，No.121，pp.13-16，201
1. 
M.S.Ahamed, Y.Hu, E.Takahashi, H.Suzuki, Y.Kaw
ata, N.Niki, M.Suzuki, G.Iinuma, N.Moriyama: Seg
mentation algorithm of colon based on multi-slice C
T colonography, IEICE Technical Report, Vol.111, 
No.121, pp.21-24, 2011. 
高橋英治，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，原田雅

史，森山紀之：胸部マルチスライスCT画像を用い

た骨粗鬆症診断支援システム，電子情報通信学会

技術研究報告医用画像，Vol.111，No.49，pp.165-1
68，2011. 
 松廣幹雄，河田佳樹，仁木登，中野恭幸

，三嶋理晃，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江

口研二，金子昌弘，森山紀之：マルチスライスCT
画像の葉間裂抽出，電子情報通信学会技術研究報

告医用画像，Vol.111，No.49，pp.175-178，2011. 
鈴木秀宣，田仁誠二，野間和夫，河田佳樹，仁木

登，宮崎正義，中野恭幸：4次元胸部CT画像を用い

た呼吸動態解析，第50回日本生体医工学会大会，O
3-13-6，2011. 
松廣幹雄, 鈴木秀宣，財田伸介，高橋英治，河田佳

樹，仁木登，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江

口研二，金子昌弘，森山紀之，中野恭幸，三嶋理

晃：肺がん・COPD・骨粗鬆症CT検診のコンピュ



- 90 - 

ータ診断支援システム，第50回日本生体医工学会

大会，P1-7-4，2011. 
 河田佳樹，細川拓也，仁木登，梅谷啓二

，中野恭幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春海：放

射光CT画像を用いた肺2次小葉のミクロ構造解析，

第6回京滋呼吸器リサーチフォーラム，2011. 【優

秀賞，2011年4月9日受賞】 
鈴木秀宣，野間和夫，河田佳樹，仁木登，宮崎正

義，中野恭幸：4次元CT画像を用いた呼吸動態解析

，第6回京滋呼吸器リサーチフォーラム，2011. 
佐藤均、仁木登、大松広伸、森山紀之：新しい情

報保存方式を用いたセキュアな遠隔医療ネットワ

ークシステム、第12回公益社団法人計測自動制御

学会システムインテグレーション部門講演会pp.21
59-2160, 2011.11、京都 
佐藤均、前田陽二他、：クラウド時代の安心安全

な電子記録管理 ―電子記録応用基盤に関する調

査検討報告書2010―、電子記録応用基盤フォーラ

ム（ERAP）、一般財団法人日本情報経済社会推進

協会（JIPDEC）、 2011.5 
③平成24年度 
高橋英治，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，上野淳

二，原田雅史，森山紀之：胸部マルチスライスCT
画像を用いた骨粗鬆症のコンピュータ支援診断，

第20回日本CT検診学会学術集会，2013. 
松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，上野淳

二，中野恭幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，

江口研二，金子昌弘，森山紀之：3次元マルチスラ

イスCT画像における胸部構造解析法，第20回日本

CT検診学会学術集会，2013. 
櫻井宏介，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，

金子昌弘，森山紀之：肺がんCT検診における肺気

腫の経年解析，第20回日本CT検診学会学術集会，2
013. 
高橋英治，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，上野淳二，原田雅史，森山紀之：マルチスラ

イスCT画像を用いた脊椎3次元構造解析，電子情報

通信学会技術研究報告医用画像，Vol.112，No.411
，pp.95-98，2013. 
松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，上野淳

二，中野恭幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，

江口研二，金子昌弘，森山紀之：3次元マルチスラ

イスCT画像における胸部構造解析法，電子情報通

信学会技術研究報告医用画像，Vol.112，No.411，p
p.145-148，2013. 
福岡泰規，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，中野恭

幸，高橋雅士，村田喜代司，伊藤春海：放射光CT
画像による肺二次小葉の肺気腫肺のミクロ構造の

解析，電子情報通信学会技術研究報告医用画像，V
ol.112，No.411，pp.119-124，2013. 
河田佳樹，仁木登，大松広伸，土田敬明，楠本昌

彦，江口研二，金子昌弘，森山紀之：高分解能CT 
画像を用いた肺がんの定量的な経時変化の解析，

第5回呼吸機能イメージング研究会学術集会，P6-1
，2013. 
鈴木秀宣，高橋英治，河田佳樹，仁木登，大松広

伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，金子昌弘，

森山紀之：肺がんCT 検診のコンピュータ支援検出

システム，第5回呼吸機能イメージング研究会学術

集会，P6-2，2013. 
高橋英治，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，上野淳

二，原田雅史，森山紀之：胸部マルチスライスCT 
画像を用いた骨粗鬆症のコンピュータ支援診断，

第5回呼吸機能イメージング研究会学術集会，P13-
4，2013. 
松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，上野淳

二，中野恭幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，

江口研二，金子昌弘，森山紀之：３次元マルチス

ライスCT 画像における胸部構造解析法，第5回呼

吸機能イメージング研究会学術集会，P13-3，2013. 
櫻井宏介，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，

金子昌弘，森山紀之：肺がんCT 検診における肺気

腫の経時解析，第5回呼吸機能イメージング研究会

学術集会，P6-4，2013. 【優秀演題賞，2013年1月1
2日】 
中尾俊哉，鈴木秀宣，野間和夫，河田佳樹，仁木

登，宮崎正義，中野恭幸：4 次元CT 画像を用いた

呼吸動態の解析，第5回呼吸機能イメージング研究

会学術集会，P5-2，2013. 
樋口真志，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，中野恭

幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春海：放射光CT 
画像を用いた造影肺標本のミクロ構造の解析，第5
回呼吸機能イメージング研究会学術集会，P13-1，2
013.【優秀演題賞，2013年1月12日】 
森雄登，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，大塚秀樹

，上野淳二，原田雅史：PET/CT 画像を用いた肺が
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んCAD システムの評価，第5回呼吸機能イメージ

ング研究会学術集会，P6-3，2013. 
桒田康博，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，小川恵美子，室繁郎，三嶋理晃：呼気・吸気C
T画像を用いた気道病変の定量的解析，第5回呼吸

機能イメージング研究会学術集会，P5-4，2013. 
徳元祥貴，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，杉浦寿

彦，田邊信宏，滝口裕一，巽浩一郎：造影CT画像

を用いた肺血栓塞栓症検出法，第5回呼吸機能イメ

ージング研究会学術集会，P2-1，2013. 
櫻井宏介，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，

金子昌弘，森山紀之：肺がんCT検診における肺気

腫の経時解析，第35回日本生体医工学会中国四国

支部大会，p.28，2012. 
中尾俊哉，鈴木秀宣，野間和夫，河田佳樹，仁木

登，宮崎正義，中野恭幸：4次元CT画像を用いた呼

吸動態の解析，電子情報通信学会技術研究報告医

用画像，Vol.112，No.271，pp.17-21，2012. 
櫻井宏介，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，楠本昌彦，大松広伸，江口研二，金子昌弘，

森山紀之：マルチスライスCT画像を用いたCOPD
の定量的評価，生体医工学シンポジウム2012，4-1-
05，2012. 
櫻井宏介，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，

金子昌弘，森山紀之：マルチスライスCT画像を用

いた気腫性病変の定量的評価，電子情報通信学会

技術研究報告医用画像，Vol.112，No.200，pp.19-2
1，2012. 
仁木登：肺がんCT検診における経年画像解析，第1
4回医用画像認知研究会，2012.9. 
樋口真志，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，中野恭

幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春海：放射光CT画
像を用いた造影肺標本のミクロ構造の解析，日本

医用画像工学会大会，OP6-8，2012. 
中尾俊哉，鈴木秀宣，野間和夫，河田佳樹，仁木

登，宮崎正義，中野恭幸：4次元CT画像を用いた呼

吸動態の解析，日本医用画像工学会大会，OP7-1，
2012. 
櫻井宏介，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸， 大松広伸，江口研二，森山紀之，金子昌弘，

三嶋理晃：マルチスライスCT画像の気腫性病変の

定量的評価，日本医用画像工学会大会，OP7-3，20

12. 
桒田康博，松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木

登，中野恭幸，小川恵美子，室繁郎，三嶋理晃：

マルチスライスCT画像を用いた 気道病変の定量

的解析，日本医用画像工学会大会，OP7-4，2012. 
松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，上野淳

二，中野恭幸，小川惠美子，室繁郎，大松広伸，

森山紀之：胸部マルチスライスCT画像における葉

間裂抽出，電子情報通信学会技術研究報告医用画

像，Vol.112，No.142，pp.37-40，2012. 
高橋英治，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，原田雅

史，森山紀之：脊椎構造解析による骨粗鬆症診断

支援アルゴリズム，電子情報通信学会技術研究報

告医用画像，Vol.112，No.36，pp.97-100，2012. 
Ahmed S.Maklad, M.Matsuhiro, H.Suzuki, Y.Kawat
a, N.Niki, T.Utsunomiya, M.Shimada, N.Moriyama: 
Analysis of hepatic blood vessels for liver surgery 
planning based on multislice CT datasets, IEICE Te
chnical Report, Vol.112, No.36, 2012. 
④平成25年度 
仁木登：肺がんCT検診のコンピュータ支援診断の

現状と課題，第21回日本CT検診学会学術集会，2-
4，2014. 
河田佳樹，仁木登，大松広伸，青景圭樹，楠本昌

彦，土田敬明，江口研二，金子昌弘，森山紀之：

拡大CT画像を用いた肺がんのコンピュータ支援予

後予測，第21回日本CT検診学会学術集会，3-3，20
14. 
鈴木秀宣，松廣幹雄，河田佳樹，仁木登，大松広

伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，金子昌弘，

森山紀之：肺がんCT検診のコンピュータ支援検出

システム，第21回日本CT検診学会学術集会，3-2，
2014. 
徳元祥貴，松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木

登，杉浦寿彦，田邉信宏，滝口裕一，巽浩一郎：

造影CT画像を用いた肺血栓塞栓症の検出法，第21
回日本CT検診学会学術集会，4-5，2014. 
山内佑介，河野洋平，Ahmed Shawky Mohamed，
松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，宇都宮

徹，島田光生：造影CT画像を用いた腹部血管抽出

アルゴリズム，電子情報通信学会技術研究報告医

用画像，Vol.113，No.410，pp.83-84，2014. 
河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，中野恭幸，大松広

伸，森山紀之，伊藤春海：放射光CTによる肺二次
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小葉のミクロ構造解析，第6回呼吸機能イメージン

グ研究会学術集会，S1-1，2014. 
鈴木秀宣，松廣幹雄，河田佳樹，仁木登，大松広

伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，金子昌弘，

森山紀之：肺がんCT検診のコンピュータ支援検出

システム，第6回呼吸機能イメージング研究会学術

集会，p.50，2014. 
松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，上野淳

二，中野恭幸，小川惠美子，室繁郎，大松広伸，

森山紀之：3次元マルチスライスCT画像を用いた胸

部構造解析法，第6回呼吸機能イメージング研究会

学術集会，p.82，2014. 
福岡泰規，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，中野恭

幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春海：放射光CT画
像による肺二次小葉の肺ミクロ構造解析，第6回呼

吸機能イメージング研究会学術集会，p.82，2014. 
水口竜治，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，

金子昌弘，森山紀之：肺がんCT検診における肺気

腫の経年解析，第6回呼吸機能イメージング研究会

学術集会，p.67，2014. 
徳元祥貴，松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木

登，杉浦寿彦，田邉信宏，滝口裕一，巽浩一郎：

造影CT画像を用いた肺血栓塞栓症の検出法，第6
回呼吸機能イメージング研究会学術集会，p.60，2
014. 
米田和也，松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木

登，中野恭幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，

江口研二，金子昌弘，森山紀之：胸部マルチスラ

イスCT画像を用いた骨粗鬆症のコンピュータ支援

診断，第6回呼吸機能イメージング研究会学術集会

，p.70，2014. 
福岡泰規，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，中野恭

幸，大松広伸，森山紀之，伊藤春海：放射光CT画
像による肺二次小葉のミクロ構造解析，電子情報

通信学会技術研究報告医用画像，Vol.113，No.281
，pp.29-32，2013.【平成25年度電子情報通信学会M
I研究奨励賞】 
A.S.Maklad, M.Matsuhiro, H.Suzuki, Y.Kawata, N.
Niki, M.Satake, N.Moriyama, T.Utsunomiya, M.Shi
mada: Liver segmentation based on blood vessel inf
ormation using the portal phase of a CT dataset, 
第36回日本生体医工学会中国四国支部大会，p.37
，2013. 

松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，上野淳

二，中野恭幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，

江口研二，金子昌弘，森山紀之：3次元マルチスラ

イスCT 画像における胸部構造解析法，生体医工学

シンポジウム2013，2-2-09，2013. 
徳元祥貴，松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木

登，杉浦寿彦，田邉信宏，滝口裕一，巽浩一郎：

造影CT 画像を用いた肺血栓塞栓症の検出法，生体

医工学シンポジウム2013，2-2-10，2013. 
松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，上野淳

二，中野恭幸，小川惠美子，室繁郎，大松広伸，

森山紀之：3次元マルチスライスCT画像を用いた胸

部構造解析法，電子情報通信学会技術研究報告医

用画像，Vol.113，No.219，pp.11-14，2013. 
福岡泰規，河田佳樹，仁木登，梅谷啓二，中野恭

幸，森山紀之，大松広伸，伊藤春海：放射光CT画
像による肺二次小葉の肺ミクロ構造解析，日本医

用画像工学会大会，PP2-3，2013. 
水口竜治，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，

金子昌弘，森山紀之：肺がんCT検診における肺気

腫の経年解析，日本医用画像工学会大会，PP2-4，
2013. 
徳元祥貴，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，杉浦寿

彦，田邉信宏，滝口裕一，巽浩一郎：造影CT画像

を用いた肺血栓塞栓症の検出法，日本医用画像工

学会大会，PP1-5，2013. 
守本達郎，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，仲川宏

昭，中野恭幸：胸部マルチスライスCT画像を用い

た特発性肺線維症の定量化，日本医用画像工学会

大会，PP1-6，2013. 
米田和也，松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木

登，中野恭幸，上野淳二，原田雅史，森山紀之：

胸部マルチスライスCT 画像を用いた骨粗鬆症診

断支援システム，日本医用画像工学会大会，PP1-4
，2013. 
水口竜治，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，中野恭

幸，大松広伸，楠本昌彦，土田敬明，江口研二，

金子昌弘，森山紀之：肺がんCT検診における肺気

腫の経年解析，電子情報通信学会技術研究報告医

用画像，Vol.113，No.146，pp.23-26，2013. 
徳元祥貴，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，杉浦寿

彦，田邉信宏，滝口裕一，巽浩一郎：造影CT画像

を用いた肺血栓塞栓症の検出法，電子情報通信学
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会技術研究報告医用画像，Vol.113，No.62，pp.51-
54，2013. 
 
H. 知的財産権の出願登録状況 
１．特許取得 
 なし 
２．実用新案登録 
 なし 
３．その他 
 特になし 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔画像診断を行うための技術開発に関する研究 

 
研究分担者 佐藤 均 東京医療保健大学 教授 

 
研究要旨：高いセキュリティで効率の良い適法な情報管理、運用の仕組みが求められて

いる遠隔画像読影システムにおいて、医療情報を確実に非個人情報化して移送すること

のできる秘密分散技術＆トークン技術を組み込んだ膨大な容量の医療情報の移送・保存

ネットワークシステムにクラウドと匿名化技術を用いて、安全安心なネットワーク医療

情報（外部）保存システムを試行した。 
 
A. 研究目的 
遠隔画像診断技術を用いた遠隔画像読影システム

は、高いセキュリティで効率の良い適法な情報管

理、運用の仕組みが求められている。本研究は、

医療情報を法律の適用範囲外のデータにする秘密

分散技術を遠隔画像読影システムに組み込むこと

を目的とする。医療情報を法律の適用範囲外のデ

ータにする秘密分散技術を遠隔画像読影システム

に組み込むことは、セキュアなシステムの実用化

において重要な課題である。 
 
B. 研究方法 
病院間医療連携や地域医療連携などで発生する膨

大な容量の医療情報データをトークンを用いて匿

名化して重要な個人情報のみを保存する新しい秘

密分散法を提案し、本システムの検証を行う。こ

れにより現状システムを大幅に更新することなく

、膨大な医療情報を扱った高速な読影機能と高度

な情報処理能力を備えた、セキュアな遠隔画像読

影システムの実用化が期待できる。 
 
C. 研究結果 
院内PACSにデータ管理システムFORZ（エクセル

クリエイツ（株）開発）とTV会議機能を備えた遠

隔画像読影システムにViewSend RAD（ ViewSend I
CT(株)開発提供）からなる実験シミュレーション

モデルを佐藤研究室に構築した。また実験シミュ

レーションモデルとSecure Cube / Secret Share（N
RIセキュアテクノロジーズ（株）開発提供）間の

データ転送速度は２－３MB/ｓを確認した。 
 

D. 考察 
病院間医療連携、地域医療連携で発生する膨大な

容量の医療情報データで重要な個人情報をトーク

ンに置き換えて匿名化し、重要な個人情報は新し

い秘密分散法を使って保存するシステムを提案し

、本システムを検証した。この結果から膨大な医

療情報をトークンと秘密分散技術を使って高いセ

キュリティを保ちながら、高速読影機能＆情報処

理能力を備えたセキュアな遠隔画像読影システム

の実用化が期待できる。 
 
E. 結論 
本研究結果は、医療情報を法律の適用範囲外、ま

たは訴訟の発生する範囲外のデータにする秘密分

散技術とトークン技術を遠隔画像読影システムに

応用して高いセキュリティで効率の良い適法な情

報管理、運用の仕組みの実現が可能であることを

示した。 
 
F. 研究発表 
 1. 論文発表 
①平成22年度 
 なし 
②平成23年度 
 なし 
③平成24年度 
 なし 
④平成25年度 
1) Satoh H., Niki N., Eguchi K., Kaneko M., Oh
matsu H., Moriyama N. :Teleradiology network sys
tem on cloud using the web medical image confer
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ence system with a new information security soluti
on, SPIE Medical Imaging, Orland, 2014.2 
 
 2. 学会発表 
①平成22年度 
佐藤均、仁木登、森山紀之：新しい情報の移送・

保存方式を用いてセキュリティを強化した遠隔読

影支援システム、第11回公益社団法人計測自動制

御学会 システムインテグレーション部門講演会

、pp.2159-2160, 仙台、2010.12. 
②平成23年度 
佐藤均、仁木登、大松広伸、森山紀之：新しい情

報保存方式を用いたセキュアな遠隔医療ネットワ

ークシステム、第12回公益社団法人計測自動制御

学会システムインテグレーション部門講演会pp.2
159-2160, 2011.11、京都 
佐藤均、前田陽二他、：クラウド時代の安心安全

な電子記録管理 ―電子記録応用基盤に関する調

査検討報告書2010―、電子記録応用基盤フォーラ

ム（ERAP）、一般財団法人日本情報経済社会推進

協会（JIPDEC）、 2011.5 
③平成24年度 
佐藤均、森山紀之:医療分野における秘密分散技術

を用いたセキュリティシステムの提案、広域連携

医療ネットワークシステム研究会解説論文、平成2
4年6月 
 
④平成25年度 
佐藤均、森山紀之: ]新しい情報移送保存方式を用

いたセキュアな遠隔医療モバイルインターネット

システム、第14回計測自動制御学会システムイン

テグレーション部門講演会SI2013, pp.2305-2306、
平成25年12月 
前田陽二、佐藤均他：電子記録応用基盤に関する

調査検討報告書2013 －ケース指向管理のユース

ケースとセキュリティ－、一般財団法人曰本情報

経済社会推進協会(JIPDEC)発行、 電子記録応用基

盤フォーラム (eRAP)、2014.3 
 
1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 

  なし 
 3. その他 
 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的有用性に関する研究 

 
研究分担者 寺内 隆司 国立がん研究センターがん予防・検診研究センター 

 
研究要旨 
FLT-PETの臨床的有用性を検討する一環として、胃癌腹膜播種症例に対するFLT-PETの検

出感度を測定する研究計画を立案し、本研究計画が倫理審査委員会で承認された。現在、

本研究計画に則り試験を実施中である。 
 
A. 研究目的 
核酸代謝物質である18F-fluorothymidine (FLT)は、

腫瘍イメージングとして様々な腫瘍への有用性が

報告されているが、いまだ系統的な研究は少ない

。本研究ではFLT-PETの臨床的有用性を検討する

一環として、まず胃癌の腹膜播種症例に対するFL
T-PETの描出能を前向きに検討する。 
 
B. 研究方法 
研究方法はA、Bの2つのパートに分かれている。A
パートはすでにCTなどの画像検査にて粗大な胃

癌腹膜播種病変が確認されている症例に対するFL
T-PETの胃癌腹膜播種病変の検出感度を測定する

。副次的に胃癌原発巣や転移巣の検出感度も測定

する。Aパートにより胃癌腹膜播種病変に対する

十分な検出感度が確認された場合に、Bパートに移

行する。Bパートでは審査腹腔鏡または手術所見に

て腹膜転移巣が確認された症例に対するFLT-PET
の胃腹膜転移巣の検出感度を測定する。Aパート

同様に副次的にFLT-PETの胃癌原発巣およびリン

パ節転移巣などの検出感度を測定する。 
（倫理面への配慮） 
 本研究に関係するすべての研究者は、ヘルシン

キ宣言および厚生労働省の臨床研究に関する倫理

指針に従って本研究を実施する。本研究で得られ

た画像データについては、個人情報保護法に則り

、被験者に不利益を与えることの無いよう慎重に

取り扱うこと、結果公開の際には特定の個人が特

定されないよう十分な配慮を行うことを遵守する

。 
登録に先立って、担当医は患者本人に施設の倫理

審査委員会で承認が得られた説明文書を患者本人

に渡し、以下の内容を口頭で詳しく説明する。試

験についての説明を行った後に、患者が試験の内

容をよく理解したことを確認した上で、試験への

参加について同意をとる。 
本研究で得られたPET/CT検査に関するデータは、

本研究以外の目的で学会発表等において二次利用

される可能性がある。その際には、個人情報保護

法に則り、被験者に不利益を与えることの無いよ

う慎重に取り扱うこと、結果公開の際には特定の

個人が特定されないよう十分な配慮を行うことを

遵守する。データの二次利用については、同意文

書内で個別同意を確認し、同意が得られた症例に

限り行うものとする。 
 
C. 研究結果 
 平成24年度に前述の研究計画が国立がん研究セ

ンター倫理審査委員会で承認され、まずAパート

の研究を実施し、平成25年12月18日に目標の20症
例に達した。1症例が不適格症例で、19例が適格症

例であった。不適格症例は胃癌と考えられていた

腫瘍が病理検索の結果悪性リンパ腫と判明したも

のである。適格症例中検査陽性割合：14/19、検査

感度点推定値：74％（80％信頼区間：59-84％）の

結果を得た。 
 
D. 考察 
CTなどの画像検査で確認された粗大な胃癌腹膜

播種病変に対するFLT-PETの検出感度は74％（80
％信頼区間：59-84％）となり、検査感度の80％信

頼区間の下限が30％を下回らないというAパート

の目標を達成したので、今後Bパートに移行する予

定である。 
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E. 結論 
 途中経過ではあるが、胃癌腹膜播種症例に対す

るFLT-PETの有用性が期待される。 
 
F. 健康危険情報 
 なし 
  
G. 研究発表 
 1. 論文発表 
①平成24年度 
  なし 
②平成25年度 
  なし 
 2. 学会発表 
①平成24年度 
  なし 
②平成25年度 
  なし 
 
 
G. 知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
  なし 
 3. その他 
 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん10か年総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検診の有用性に関する研究 

（大腸カプセル内視鏡検査受診者の意識調査） 
 
 

研究分担者 角川 康夫 国立がん研究センター中央病院内視鏡科 
 
要旨 
対策型大腸癌検診の2次検診として行われる精密検診受診率は63.6%と低く大きな問題となっている。2次検診

の受診率が芳しくない理由の一つに、大腸内視鏡検査の負担の大きさや不安・怖いといったネガティブなイメ

ージの先行が挙げられる。そこで大腸カプセル内視鏡で同様のネガティブなイメージがあるか否かをアンケー

ト調査した。結果は痛みがあった：1%、恐怖心があった：11％、はずかしさがあった：5％、であった。大腸

カプセル内視鏡の受容性は十分にあると考えられた。 
 

Ａ．研究目的 
この研究期間において下部消化管の新しいモダリ

ティの開発に取り組んできた。おもに大腸カプセ

ル内視鏡およびCTコロノグラフィーの研究開発に

取り組んだ。研究目的は本邦の大腸がん受診率の

低さである。1次検診受診率：20数％、2次検診(精
密検診)受診率：60％弱である。受診率が低い理由

は大腸内視鏡検査の負担の大きさや不安・怖いと

いったネガティブなイメージの先行などが考えら

れる。そこで、どのようなモダリティを開発すれ

ば国民の不安を払しょくできるかに着目し研究に

取り組んだ。さまざまな取り組みの中から３つ記

載する。 
I. 大腸カプセル内視鏡検査受診者の意識調査 
大腸カプセル内視鏡で同様のネガティブなイメー

ジがあるか否かをアンケート調査した。 
II. 大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグラフィ

ーに対する新島村での受診希望調査 
私たちは2011年から2年間がかりで新島村で大腸

がん検診を行った。その後、新島村村民一斉アン

ケート調査(有効回答数：1149例)から大腸カプセル

内視鏡およびCTコロノグラフィーに対する住民の

意識を探索した。 
III. 大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグラフィ

ーの大腸側方発育型腫瘍に対する描出能の検討 
受容性が良好でも検査精度が劣るようでは検診の

現場に導入は難しい。この研究で通常の内視鏡で

あっても発見困難とされる大腸側方発育型腫瘍(lat
erally spreading tumor: LST)を、これら新規モダリ

ティで描出できるか否かを検討することとした｡ 
 
Ｂ．研究方法 
I. 対象症例は治験で行われた大腸カプセル内視鏡

を受けた66例である。質問事項は3項目（①痛み、

②恐怖心、③恥ずかしさ）でそれぞれ5段階評価で

答えていただき、5点ないし4点を陽性とした。 
II. 検討対象は新島村村民一斉アンケート調査で得

られた1149例((有効回答数)である。大腸の新規モ

ダリティである大腸カプセル内視鏡およびCTコロ

ノグラフィー(CTC)の受容性を5段階(1:受けてみた

い, 2:どちらかというと受けてみたい, 3:どちらと

もいえない, 4:どちらかというと受けたくない, 5:
受けたくない)で評価してもらった 
III. CTC研究：当院でESDによる治療が必要な病変

を有し、CTCおよび大腸内視鏡検査を受けた157例
を対象とした。大腸カプセル研究：当院で大腸LS
Tに対し内視鏡的切除術が施行された18病変を対

象とした。 
（倫理面への配慮） 
(1) 患者の保護 
本試験に関する全ての研究者は、ヘルシンキ宣言

に従って本試験を実施した。 
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(2) 患者への説明と同意 
本試験の実施にあたっては倫理的な配慮を慎重に

し、登録前に患者本人から下記の内容について十

分に説明し同意を得る。この説明と同意に際して

は説明書および同意書(参考資料)を使用し、患者本

人の署名と同意日を得る。その際、説明した医師

の署名を加える。 
本試験の目的および方法 
本試験は臨床試験であり一般診療との違いがある 
本試験のデザインおよび根拠 
予期される偶発症、後遺症とその対処法について 
費用負担と補償；治療にかかる費用は保険制度で

まかなわれ、健康障害が生じた場合の補償は一般

診療での対処に準じること。 
被験者が試験への参加に同意しない場合でも、不

利益を受けないこと 
被験者が試験への参加に同意した場合でも、随時

これを撤回できること 
被験者のプライバシー保護と人権保護に関する必

要な事項 
質問の自由 
患者の試験参加の利益・不利益 
 (3) 同意の取得 
・本試験への登録に先立ち、本試験への内容など

を説明後、患者が試験の内容をよく理解したこと

を確認したうえで、患者本人が試験への参加に同

意した場合、同意書に患者自身の署名を得ること

。 
・同意書(2枚綴り)の原本はカルテ内に保存するが

、コピー1部を患者本人に渡す。データセンターへ

の送付は不要。 
(4) プライバシーの保護 
・登録は患者イニシャル(姓・名)、生年月日(西暦)
、カルテ番号を用いて行われる。 
・データセンターにおける患者の同定や照会は、

登録時に発行される登録番号、患者イニシャル、

生年月日、カルテ番号を用いて行われ、患者名な

ど第三者が直接患者を識別できる情報で参加施設

とデータセンターがやりとりすることはない。 
・患者個人情報(名前、住所、生年月日、電話番号)
は、鍵のかかるキャビネットなどにより厳重に保

管される。 
(5) プロトコールの遵守 

本試験に参加する研究者は、患者の人権と安全を

損なわない限りにおいて、本研究実施計画書を遵

守する。 
(6) 各施設のIRB(Institution Review Board) 
 ・本試験の参加に際しては、本研究実施計画書お

よび患者への説明文書が各施設の倫理審査委員会

もしくはIRB(機関審査委員会：Institution Review 
Board)で承認されなければならない。 
・試験中に本研究実施計画書および患者への説明

文書の改訂(試験に参加する患者の安全性に関連す

るプロトコールの変更)がなされた場合は各施設の

倫理審査委員会もしくはIRBで承認されなければ

ならない。 
・IRB承認が得られた場合、各施設の施設コーデｲ

ネーターはIRB承認文書のコピーを研究事務局へ

送付する。 
・研究事務局から各施設のIRBの承認を確認後、当

該施設からの症例登録を受け付ける。。 
 
Ｃ．研究結果 
I. 結果は痛みがあった：1%、恐怖心があった：11
％、はずかしさがあった：5％、であった。 
II. 大腸カプセル内視鏡を1:受けてみたい,あるいは

 2:どちらかというと受けてみたいと回答された方

が55％、CTCでは60％であった。 
III. 結果は大腸カプセル内視鏡で78％(14/18), CT
コロノグラフィーで86％(138/161)であった。 
 
Ｄ．考察 
研究IおよびIIの結果から、大腸カプセル内視鏡の

受容性は十分にあると考えられた。研究IIIからそ

の精度も十分高いことが証明できた。2次検診(精密

検診)でどうしても大腸内視鏡検査を受けたくない

ような症例については代替検査として大腸カプセ

ル内視鏡を推奨することは可能と言えるであろう

。この大腸カプセルにより本邦の1次検診および2
次検診(精密検診)の受診率向上に寄与できると考

える。 
 
Ｅ．結論 
大腸カプセル内視鏡の受容性は十分にある。また

、その精度も十分高いと言える。 
 

G. 研究発表  1. 論文発表 
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①平成24年度 
Kakugawa Y, Saito Y.: New reduced volume prepa
ration regimen in colon capsule endoscopy. World J
 Gastroenterol. 18(17):2092-2098, 2012 
Kakugawa Y, et al.: Enteropathy-associated T-cell l
ymphoma in small intestine detected by capsule end
oscopy. Leukemia& Lymphoma 53(8):1623-1624, 2
012 
Murata S,  Kakugawa Y.: Application of miRNA e
xpression analysis on exfoliated colonocytes for diag
nosis of colorectal cancer. Gastrointestinal Cancer: T
argets and Therapy 2:11-18, 2012 
角川康夫、斎藤豊: 食道・胃・小腸・大腸カプセル

内視鏡の今後の展望. Annual Review 2012 消化

器 37-44, 2012 
角川康夫、斎藤豊: ここまでみえるようになった小

腸内視鏡検査 小腸病変の画像アトラス. Mebio 2
9:86-87, 2012 
角川康夫: 当センターで経鼻内視鏡を始めたワケ.
 日本消化器内視鏡技師会会報 49:129-132, 2012 
②平成25年度 
Yasuo kakugawa, Yutaka Saito, Takahisa Matsuda, 
Takeshi Nakajima, Mototaka Miyake, Gen Iinuma. 
Colorectal Laterally Spreading Tumors by Compute
d Tomographic Colonography. International Journal 
of Molecular Sciences 2013;14:23629-23638  
角川康夫、松本美野里、角田千尋、斎藤豊：カプ

セル内視鏡、臨床画像 Vol.29, No.2, 224-240, 201
3 
角川康夫、松本美野里、斎藤豊、田尻久雄：大腸

カプセル内視鏡の側方発育型腫瘍（LST）に対する

描出能の検討、消化器内科、Vol.56, No.3, 274-280
, 2013 
角川康夫、松本美野里、斎藤豊：原発性小腸癌、

消化器内視鏡、Vol.25, No.7, 986-987, 2013 
角川康夫、松本美野里、斎藤豊：小腸以外へのカ

プセル内視鏡の応用、INTESTINE、Vol.17, No.6, 
566-572, 2013 
角川康夫、松本美野里、斎藤豊：カプセル内視鏡

の診断への応用、日本臨牀、第72巻, 第1号(平成26
年1月号)別刷,168 -174, 2014 
角川康夫、松本美野里、斎藤豊：大腸カプセル内

視鏡の現状と展望．日本消化器病学会雑誌、第111
巻, 第3号,464-469, 2014 
角川康夫、松本美野里、斎藤豊：GVHDの内視鏡

診断,「みんなに役立つGVHD(移植方対宿主病)の基

礎と臨床 ,医療ジャーナル,2013, 185-194 
2. 学会発表 
①平成24年度 
角川康夫、斎藤豊：大腸カプセル内視鏡の問題点

とその対策、第94回日本消化器内視鏡学会関東地

方会_シンポジウム（2012年6月9日、東京） 
角川康夫、斎藤豊：消化器がん検診の新しい展開

、第20回日本がん検診・診断学会総会_シンポジウ

ム（2012年7月15日、東京） 
②平成25年度 
角川 康夫, 松本 美野里, 斎藤 豊, 大腸癌のスク

リーニングの新たなモダリティ Endoscopy/CT/M
RI/PET 大腸カプセル内視鏡の側方発育型腫瘍(LS
T)に対する描出能の検討,日本大腸肛門病学会雑誌

(0047-1801)66巻9号 Page728(2013.09) 
角川 康夫, 斎藤 彰一, 相原 弘之, 松本 美野里, 
斎藤 豊, 田尻 久雄, 大腸カプセル内視鏡による

スクリーニングの可能性,日本大腸検査学会雑誌(1
344-1639)30巻1号 Page14(2013.06) 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得 
特に無し 
2. 実用新案登録 
特に無し 
3. その他 

 
 

特に無し 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器病の診断法の開発に関する研究 

 
研究分担者 出雲 雄大 国立がん研究センター中央病院内視鏡科医員 

 
研究要旨 
胸部異常影を呈する患者の呼気中のガス分析を行うことで、呼吸器病、特に肺がんを代

表とする悪性腫瘍が診断可能であるかについて病理学的検討との相関を検討している。 
 
A. 研究目的 
呼気ガス分析を行い、その後気管支鏡や胸腔鏡な

どで得られた病理学的結果と比較検討することに

より呼気ガス分析の肺がんにおける診断的有用性

の検討ならびに確立をめざすことを目的とする。 
 
B. 研究方法 
呼気ガス分析装置（BioScout: B&S Analytik, Dort
mund, Germany）に接続したマウスピースを介し

て自然に呼吸することで得られる呼気ガス10mlを
分析する。 
（倫理面への配慮） 
本研究は、その実施計画書および患者への説明同

意文書が国立がん研究センターの倫理審査委員会

で承認を受けている。 
 
C. 研究結果 
本研究は平成24年11月19日に国立がん研究センタ

ー倫理審査委員会の承認を受けたため、12月より

順次研究を開始している。現在国立がん研究セン

ター中央病院で臨床的に肺がんが疑われ、気管支

鏡検査もしくは胸腔鏡を施行する症例において症

例集積を行った。約500例の登録をおこなった。順

次解析中である。 
 
D. 考察 
呼気ガス分析では被検者者普通に呼吸をするだけ

で呼気中の揮発性物質が得られており、非侵襲的

検査である。現在解析中でるため解析結果後にな

るが、当院での多数の呼吸器病患者の臨床情報と

の解析を行うことで、呼気ガス分析は呼吸器病に

おける新たな診断法になりうると考えられる。 

E. 結論 
呼気ガス分析は非侵襲的検査であり、様々な呼吸

器病の臨床情報と呼気ガス結果をあわせることで

その有用性が検討される。 
 
F. 研究発表 
①平成24年度 
  なし 
②平成25年度 
  なし 
 2. 学会発表 
①平成24年度 
  なし 
②平成25年度 
  なし 
 
G. 知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
  なし 
 3. その他 
 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 
分担研究報告書 

 
肺がんに対する画像診断精度向上に関する研究 

 
研究分担者 大松広伸 国立がん研究センター東病院 呼吸器内科副科長 

 
研究要旨 
(1)当院において、超低線量（1mSv以下）肺がんCT検診を開始し、肺癌２名を発見した

。(2)20年間にわたる肺がんCT検診結果を集計したところ、従来の胸部X線と喀痰細胞診

による肺がん検診に低線量CTを加えることにより、より早期に肺癌を発見可能となり、

発見肺癌の生存率も良好であったが、必ずしもIA期で発見されるとは限らず、更なる精

度の向上、CAD開発等が必要と思われた。 
 

A. 研究目的 

2011年に、米国NLSTによる、肺がんCT検診の第I

II相比較試験のpositiveな結果が報告され、今後CT

検診は普及していくものと思われるが、一方社会

的に放射線被曝に対する関心の高まりもあるため

、画質や診断精度を向上させることと、被曝量を

低減させるという相反する命題を解決する必要が

ある。超低線量下のCT画像を用いた、早期肺がん

病変の存在診断、および、発見された小型結節の

時間軸をふまえた鑑別診断手法、CAD技術等を開

発することを最終的な目的とする。 

 

B. 研究方法 

当院において、実際にCT検診を企画立案し実施す

る。CT検診が開始された1993年当時には、シング

ルヘリカルCT、10mm collimation、実効スライス 

厚13mm程度の、低分解能CTであったが、最先端

の装置を用い、1mmスライス厚の高空間分解能と

、逐次近似再構成法によるノイズ低減を図り、超

低線量 

（1mSv以下）での検診実施を可能とし、昨年秋よ

り開始した。 

(2)「東京から肺がんをなくす会」は、当初は胸部

X線写真と喀痰細胞診による検診であったが、199

3年から低線量CT検診を世界で初めて導入し、現

在まで検診を実施してきた。20年間にわたるCT検

診の結果を集計し、その成績を分析する。 

（倫理面への配慮）すべての検診は、文書による

インフォームド・コンセントを取得して行ってい

る。 

 

C. 研究結果 

(1) 2013年９月から2014年３月まで、50被験者のC

T検診を実施し、肺がん2名（IIA期 中分化腺癌、I

B期 高分化腺癌）と、咽頭がん１名を発見した。 

(2) CT導入前ののべ26,338例中、発見肺癌数は43

例（対10万人比163）、18例（41%）がIA期までで

あであったのに対し、CT導入後は、のべ27,173例

中、108 

人（110病変）の肺癌を発見し（対10万人比397）

、83病変（75%）がIA期までであった。CT導入前

後での５年生存率は、全生存ではそれぞれ49%/73

%（logrank p=0.0017）であった。 

 

D. 考察 

超低線量での肺がんCT検診を実施できた｡医療

による放射線被曝に対する懸念が問題提起され

ている昨今、今後、検診のみならず、一般臨床
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まで普及されるべき技術と思われる｡ 

 

E. 結論 

低線量肺がんCT検診は、より早期に肺癌を発見

可能となり、発見肺癌の生存率も良好であった

が、必ずしもIA期で発見されるとは限らなかっ

た。 

 

F. 研究発表 

 1. 論文発表 

①平成25年度 

  なし 

2. 学会発表 

①平成25年度 

  1) ICTを利用した肺がんCT検診システムの構

築と実際（第54回日本肺学会総会） 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

  なし 

 3. その他 

 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究事業） 

分担研究報告書 

 

癌幹細胞、癌間質幹細胞を標的とした新しい分子標的診断法の開発 

 

研究分担者 小田 竜也 筑波大学医学医療系消化器外科 教授 

 

A．研究目的 
膵癌等の難治性固形癌において、癌結節は少数の

がん細胞と大部分を占める間質組織によって構成

される。癌間質の主要構成成分である腫瘍関連線維

芽細胞(Cancer Associated Fibroblast: CAF)は癌細胞

とダイナミックにcross talkして癌の発生・進展を司る重

要な役割を果たしている。がん細胞、CAF両者共にその

元となる幹細胞が活動のKeyであり、その癌幹細胞／癌

間質幹細胞を標的とするがん診断法、治療法の開発を

目的にした。 
 
B．研究方法 
癌から採取したCAFはすでに不活性であり、がん

細胞と混合してもcross talkしない。今回、過去のCAF
研究と異なり、活性を保っていると思われる骨髄

由来 及び 脂肪細胞由来の間葉系幹細胞 (BM-
MSC, Ad-MSC)をがん細胞と混合培養し、癌間質

幹細胞として働くかを検証した。 
癌幹細胞の候補マーカーとしてCD44v9陽性細胞

を選択し、膵がん患者におけるCD44v9の陽性率が

予後と相関するか否かを検証する。 
（倫理面への配慮） 
動物実験においては、文部科学省研究機関等にお

ける動物実験等の実施に関する基本指針(文部科学

省告示第七十一号)にのっとり、筑波大学動物実験

取扱規程に従い施行した。平行して行っているヒ

ト患者から採取した腫瘍組織をマウスに移植するt
umorgraftを作製する研究、においては、患者個人

の同意を得る。個人情報管理者の元で匿名化を行

った。また、筑波大学倫理審査委員会に申請し承

認を得た。 
 
C．研究結果 
臨床膵がんの特徴である “がん細胞胞巣を線維組

織が取り囲む”という組織像の再現を癌—間質cros
s talkの再現と定義した。癌から採取したCAFはこ

の像を再現出来なかったが、今回、BM-MSC, Ad-
MSCはがん細胞と共培養する事によって極めて臨

床癌に類似した組織像を再現した。 
ヒト膵癌組織においてCD44等の幹細胞マーカー

が高率に発現し、がんの悪性化に関与しているこ

とを明らかにした。 
 
D．考察 
マウスへの移植がんモデルで、臨床癌に類似した

線維組織の増生像を人工的に再現出来た事は世界

研究要旨 

膵癌等の難治性固形癌において、がん細胞、腫瘍関連線維芽細胞(Cancer Associated Fibroblast: 

CAF)両者共にその元となる幹細胞が活動のKey であり、その癌幹細胞／癌間質幹細胞を標的と

するがん診断法、治療法の開発を目的にした。今回、骨髄由来 及び 脂肪細胞由来の間葉系幹

細胞 (BM-MSC, Ad-MSC)という、マウスへの移植がんモデルで、臨床癌に類似した線維組織の

増生像を再現する“癌間質の幹細胞候補”を手に入れた。癌幹細胞／癌間質幹細胞を標的する上で

不可欠なそれぞれのマーカー（signature)を同定する重要なきっかけを得る事が出来た。 
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で初めてに近い画期的な成果と言える。この事は

、BM-MSC, Ad-MSCという癌細胞とクロストーク

する能力を保った“癌間質の幹細胞候補”を手に入

れた事を強く示唆する。 
CD44v9等の膵癌幹細胞マーカーを標的とする新

しい分子標的診断法に繋がる可能性が示唆できた

。 
 
E．結論 
マウスへの移植がんモデルで、臨床癌に類似した

線維組織の増生像を再現出来た。がん細胞、CAF両
者共にその元となる幹細胞が活動のKeyであり、その癌

幹細胞／癌間質幹細胞の候補細胞を絞り込んだモデルの

構築に成功した。今後、このモデルを使って膵癌に

特徴的な癌細胞—間質細胞 cross talkの分子メカ

ニズムを解明していく。その過程で、癌幹細胞、B
M-MSC, Ad-MSC及びCAFに特徴的な分子マーカ

ー(signature)を同定する事によって、癌幹細胞／癌間

質幹細胞を標的とするがん診断法、治療法の開発に

つなげる。 
 
G．研究発表 
①平成25年度 
1．論文発表 
Akashi Y, Oda T, Ohara Y, Miyamoto R, Kuroka
wa T, Hashimoto S, Enomoto T, Yamada K, Satak
e M, Ohkohchi N. Anticancer effects of gemcitabin
e are enhanced by co-administered iRGD peptide in
 murine pancreatic cancer models that overexpressed
 neuropilin-1. Br J Cancer. 2014 
Ohara Y, Oda T, Sugano M, Hashimoto S, Enomo
to T, Yamada K, Akashi Y, Miyamoto R, Kobayas
hi A, Fukunaga K, Morishita Y, Ohkohchi N. Hist
ological and prognostic importance of CD44(+) /CD
24(+) /EpCAM(+) expression in clinical pancreatic 
cancer. Cancer Sci. 104(8):1127-34. 2013 
Akashi Y, Oda T, Ohara Y, Miyamoto R, Hashim
oto S, Enomoto T, Yamada K, Kobayashi A, Fuku
naga K, Ohkochi N. Histological advantages of the
 tumor graft: a murine model involving transplantati
on of human pancreatic cancer tissue fragments. Pa
ncreas. 42(8):1275-82. 2013 
 

2.学会発表 
①平成25年度 
Inagaki Y, Oda T, Kurokawa T, Miyamoto R, Kid
a Y, Ohkohchi N. Adipose-derived mesenchymal st
em cell (ADSC) has the differentiation capacity tow
ards cancer associated fibroblast (CAF) and reprodu
ce the morphology of the clinical tumor stroma. A
ACR （米国がん学会）2014, April 5–9, 2014 • Sa
n Diego, CA , p228 
Kurokawa T, Oda T, Inagaki Y, Miyamoto R, Aka
shi Y, Ohokohchi N. CD44v9 expression in clinical
 pancreatic cancer and the gemcitabine plus sulfasal
azine therapy against chemoresistant pancreatic canc
er murine model. AACR（米国がん学会） 2014, A
pril 5–9, 2014 • San Diego, CA , p229 
 
H．知的財産権の出願・登録状況 
1．特許取得 
  なし 
2．実用新案登録 
  なし 
3．その他 
  なし 
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厚生労働科学研究費補助金（第3次対がん総合戦略研究授業） 
分担研究報告書 

 
膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関する研究 

 
研究分担者 町田 幹  日本医科大学付属病院放射線科助教 

 
 
研究要旨 
 日本医科大学健診医療センターにおけるFDG-PET検査を行った膵癌患者について、２年間で追跡できた40
症例を対照群として膵炎８例と血糖値とSUVmaxと膵臓癌診断能の関連を検討した。さらに、血糖値(126mg/
dl)で２群にわけ、高血糖群と正常血糖群における血糖値や腫瘤径、腫瘤のSUVmaxの比較など、検討を行った

。 
 SUVmaxの血糖値による補正により、膵癌と膵炎の鑑別能が上昇することが分かり、高血糖患者での膵癌の

発見率の向上に貢献すると考えられた。腫瘍径の検討では、サイズが大きい時は高血糖患者の方がSUVmax
が増大し、診断能には問題ないと考えられる一方で、腫瘍径が小さい時には診断困難になると考えられた。さ

らに、血糖値にかかわらず、FDGの取り込みのない膵癌も存在しており、症例数が少ないので解析困難であ

るが、血糖の影響よりも組織学的影響が大きいと考えられた。 
 膵癌では耐糖能異常をきたす特殊性があるため、CTやMRI、超音波検査などで膵癌が疑われても、FDG-PE
T検査にいたる症例が少ないと思われる。ただし、高血糖群でもTS1の症例があり、健診FDG-PET検査でも病

変検出として一定の役割を担うと考えられるが、症例数を増やし、さらに検討を進めていきたい。 
 
A. 研究目的 
膵癌は難治性の癌として知られており、早期発見す

ることが重要である。しかしながら、早期も困難で

あるほか、CTやMRI、超音波検査などで膵癌が疑わ

れても、膵癌では耐糖能異常をきたす特殊性があり

、高血糖状態の膵癌患者ではFDG-PETで疑陽性が生

じうるので、FDG-PET検査に至る症例が少ない。そ

こで、高血糖状態における膵癌検出能の検討を行っ

た。 
 
B. 研究方法 
日本医科大学健診医療センターにおけるFDG-PET
検査を行った膵癌患者について、２年間で追跡でき

た40症例を対照群として膵炎８例と血糖値とSUVm
axと膵臓癌診断能の関連を検討した。さらに、血糖

値(126mg/dl)で２群にわけ、高血糖群と正常血糖群に

おける血糖値や腫瘤径、腫瘤のSUVmaxの比較など

、検討を行った。 
（倫理面への配慮） 
医の倫理に関するヘルシンキ宣言、臨床研究に関す

る倫理指針、日本医科大学付属病院の指針に基づき

、被検者の人権・尊厳と安全性の確保、並びに個人

情報の保護に関し、十分に配慮し行った。 
 
C. 研究結果 
SUVglu＝SUVmax×血糖値/100と補正し、危険率1%
未満で膵癌と炎症を診断出来た。また、SUV値cut o
ff value 3.00で膵癌の診断の正診率の有意な向上が

得られた。高血糖群と正常血糖群では、SUVmax、S
UVglu共に2群に差はなかった。腫瘍径は、径が大き

くなる程SUVmax、SUVgluが増大し、正常血糖群よ

りも高血糖群において有意差があった。1年間で検討

出来た27症例のFDG-PETが行われた膵癌患者のう

ち、正常血糖群では2/17で、高血糖群では3/10で集積

が見られなかった。 
 
D. 考察 
SUVmaxの血糖値による補正により、膵癌と膵炎の

鑑別能が上昇することが分かり、高血糖患者での膵

癌の発見率の向上に貢献すると考えられた。腫瘍径
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の検討では、サイズが大きい時は高血糖患者の法がS
UVmaxが増大し、診断能には問題ないと考えられる

一方で、腫瘍径が小さい時には診断困難になると考

えられた。さらに、血糖値にかかわらず、FDGの取

り込みのない膵癌も存在しており、症例数が少ない

ので解析困難であるが、血糖の影響よりも組織学的

影響が大きいと考えられた。 
 
E. 結論 
膵癌では耐糖能異常をきたす特殊性があるため、CT
やMRI、超音波検査などで膵癌が疑われても、FDG-
PET検査にいたる症例が少ないと思われる。ただし

、高血糖群でもTS1の症例があり、健診FDG-PET検
査でも病変検出として一定の役割を担うと考えられ

るが、症例数を増やし、さらに検討を進めていきた

い。 CA19-9は糖鎖であるフコースの修飾により合

成される。このフコースを表面に結合したリポソー

ムに抗癌剤を搭載し、CA19-9産生細胞に薬剤を送達

する、動物実験が報告されており、これをPET検査

に応用できないか、検討中である。 
 
F. 研究発表 
1. 論文発表 
①平成25年度 
なし 
2. 学会発表 
なし 
 
G. 知的所有権の取得状況 
1. 特許取得 
なし 
 
2. 実用新案登録 
なし 
 
3.その他 
なし 
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